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　休日とは、読んで字の如ごとく『休むための日』だ。人間は機械と違ちがい、エネルギーを与あたえ続ければ一年三六五日休む暇ひまなく活動できるわけもなく、心身ともに蓄ちく積せきされていく疲ひ労ろうは癒いやさなければならない。

　そりゃな、わかっちゃいるんだ。休みだろうと働かなくちゃならない状じよう況きようがあるってことは。そういう時は歯を食いしばって頑がん張ばるしかないってことも、重々承知している。

　ただ、そういう日々が過ぎれば、結局はゆっくり骨休めができる休日になるだろ？　生まれてから死ぬまでずぅーっと休む暇もない激動の日々ってわけじゃないんだからさ。

　山を過ぎれば谷となり、そこでゆっくり静かに命の洗せん濯たくができるってもんじゃないか。

　学生であってもそうなのさ。

　朝は六時や七時に起きなければならず、学校で勉学部活に精を出し、一日の学業から解放されても、人によっては塾じゆくだバイトだと、いろいろあるだろう。それが終わって家に帰れば、日によって宿題だなんだと、就しゆ寝うしんまでやることは山積みだ。

　これはこれで、充じゆう分ぶん多た忙ぼうな日々だと思う。大人から見て「暇があっていいな」と思われているかもしれない学生であっても、無目的に過ごせる休日は必要なんだと思う。

「……しんどい……」

　今日は土曜日だが、世は週休二日制の素晴らしいご時世であり、うちの学校も御ご多た分ぶんに漏もれず休みになっている。つまり休日なのだ。

　以前の俺おれなら昼ごろまで寝ねこけていてもおかしくない。けれどこの日は──いや、この日も──学校に通うような時間に目を覚まし、ファーストフード店ではモーニングセットを販はん売ばいしているような時間に、両サイドを四〇階建てくらいのビルに挟はさまれた、築年数不明の五階建てビルに備え付けられている鉄階段を鈍にぶく重い足取りで上っている。

　このビルそのものに何かしらの固有名詞が付いているのかはわからない。ただ、ビルの二階には、とある事務所が入っている。階段を上りきった俺の目の前には、その事務所の入り口となる重苦しい鉄てつ扉ぴがあり、一枚のプレートが張り付けられていた。

　萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所。

　そう書かれてある。ここに通うようになって、まだそれほど日が経っていないせいもあるが、プレートを見るにつけ乾かわいた笑みがこぼれちまうんだよな。

　詐さ欺ぎもいいとこだ。

　いや、詐欺とは一いち概がいに言えないのかもしれない。『探たん偵てい』という名めい称しようを掲かかげているこの事務所は、ちゃんと事件に首を突っ込んでいるし、依い頼らいがあれば動きもしている。

　ただ……この事務所が請うけ負おっている事件は特とく殊しゆすぎるんだ。世間で耳にするような、浮うわ気き調査や失しつ踪そう人探たん索さくなどの比ではない。どんな因果があって手を染めることになったのか、ここに舞まい込む仕事は、どうやら神話や伝説に関わる代物であるらしい。

　たとえば……仏さまが持ってる霊れい験けんあらたかな宝ほう珠じゆを探せ、とかだな。

　もっとも、神話や伝説クラスの代物が現存しているはずもなく、あるのはそのレプリカ品──リメイン・シリーズと呼ばれるものらしい。そのレプリカ品を探して回収し、封ふう印いんするのがこの探偵事務所のお仕事だ。

　普ふ通つうなら、そんな話は信じない。事実、俺だって最初は信じなかったし、信じられなかった。信じられなかったが、我が身に実体験として降りかかって来れば信じざるを得ない。おまけにその宝珠のレプリカ品、リメイン・マターは紆う余よき曲よく折せつあちこちの奸かん計けいが働いて、俺と同化しちまってるのだから『信じない』って言う方が難しい。

　なので俺は、この事務所に籍せきを置くことになった。

　神話や伝説クラスのお宝が俺のものになり、となれば世界は広いもので、狙ねらってくる連中もいる。そういう輩やからが紳しん士し的てきで温厚な奴やつらばかりであるはずもなく、へらへらと笑って日常を過ごすのは困難だ。だからこの事務所に籍を置いて、そういう輩が手を出しにくくしよう──と言うのが、入所した一番の理由である。

　そのおかげなのか、幸いにして今日まで無事に過ごせていた。一度はリメイン・マターを狙う奴らが現れているが、それ以降は無事に日々を過ごせているのだから、この事務所で働くことにしたのは正解だったかもしれない。

　とは言ってもなぁ……俺はまだ学生である。高校二年生の、青春を謳おう歌かすべき年とし頃ごろだ。そんな貴重な青春の一ページを、こんな胡う散さん臭くさい探偵事務所で埋うめていくのはやるせない。

「はぁ～……」

　ここ最近、ため息の回数が多いような気がする。ため息を吐つけば不幸になる、なんて話を聞いたこともあるが、事実その通りかもしれない。

　入所早々何故か渡わたされた事務所の鍵かぎを使ってドアを開け、中に踏ふみ込めば──。

「あ～あ……」

　──足下に、郵便物やチラシが散らばっていた。郵便物がドアから直接中に放り込まれる仕組みになっているこのビルは、どうやら各階ごとに配達の人が汗あせ水みず垂らしながら上り下りしているようだ。ご苦労様です。

「やれやれ……」

　しっかしこの郵便物、いつ届いたんだ？　昨日は……ええと、学校の帰りが遅おそいから来なくていいと言われたんだよな。だから今日はこうして早めに来たわけで……ってことはこれ、昨日からこのままか？　ってことは柊ひいらぎも事務所に顔を出してないだろうし、となると、事務所に居たのはあの人だけか。

　なんというズボラな……。

　仕方なく散らばっている郵便物やら投げ込まれたチラシやらをかき集め、宛あて先さきに一通り目を通す。

　請せい求きゆ書うしよばっかだな……。しかもなんだ、電気や水道の光熱費の請せい求きゆうではなく、聞いたこともない企きぎ業ようから届いている。

　……大だい丈じよ夫うぶなのか、この事務所……。

　そこはかとなく不安を覚える。ほとんどが所長である和わ導どう龍りよ馬うま宛あてになってるので、所長の机に置いとけばよさそう……ん？

　そんな請求書の束の中、所長宛ではない手紙が一通紛まぎれていた。差出人の名前は書かれてないが、宛先は──太た刀ち鞍くら零れい。

　まさかあの零さんに手紙が届くなんて、驚きよ天うて動んど地うちも甚はなはだしい。

　もちろん、ここに手紙が届くことでわかると思うが、太刀鞍零なる人物はこの事務所の所員である。俺よりも長くここで働いているので、もしかすると過去に何かしらの事件で世話になった人がお礼の手紙を……と、考えてみたが、それこそあり得なさそうだ。

　まぁ、請求書の類ではないらしく、となれば個人的な手紙だろう。だったら中を詮せん索さくするのはマナー違い反はんじゃないか。いちおう、あの人にも自分の事務机があるのだから、そこに置いとけばいいか。

「…………」

　などと考えて事務所奥に進んだ俺は、ソファで寝ね転ころがっている物体を目にして動きを止めた。

　事務所の鍵も掛かかっていたし、時間もまだ早い。俺が一番乗りだと思っていたのだが、どうやら違ったようだ。

　接客用のテーブルの上には、ビールや日本酒、ワインなどの瓶びんが片手では数えられないほど転がり、ちょっと視線を動かせば、ソファの上で長い髪かみを敷しき布ぶ団とん代わりに、布で包まれた筒つつ状じようの長い棒を抱だき枕まくらのように抱かかえ、猫ねこのように丸まって眠ねむる人ひと影かげがあった。

　誰だれであるかは考えるまでもない。たった今、話題に出ていた太刀鞍零その人である。

「ちょっと零さん、もしかして帰ってないんですか？」

「んがー……んぇ？　うぅ～ん……」

「こんなとこで寝てるとぅおあっ!?」

　寝ね惚ぼけているのか知らないが、うっすら開いたまぶたの奥おくの眼差しがこっちの姿を捉とらえたかと思うと、零さんの手がにゅっと伸のびて俺の頭を羽は交がい締じめにし、力任せに引っ張られてしまった。

　間ま違ちがってはいけない。

　俺は零さんに引っ張られたのであって、自分から覆おおい被かぶさったわけじゃない。言うなれば被ひ害がい者しや的立場なのだ。できることなら逃にげ出だしたい。

　けれど零さんは、それができないほどの力で抱きしめて、ちっとも放そうとしてくれなかった。

　おまけに女性として育つべきところはけしからんほど立派に育っているので、ギュッと胸元に抱え込むように抱きかかえられると、ふくよかなマシュマロみたいな感かん触しよくを嫌いやでも味わうことになり……まぁ、男としてそれが『嫌だ』と言うヤツはいないだろう。

　いやでもな、だからと言ってこの状況を甘あまんじて受け入れているわけじゃないんだ。先にも述べたように、無む駄だに力があるから逃げたくても逃げられないのであって、こういう状況はよくないと思うわけだ。

　何より、感触を楽しむ暇もないほど強く抱きしめてくるものだから、息をするのもままならない。

「ちょっ、零さん！　あんたいい加減に──」

「あれー？　神かみ村むら、もう来てんの？」

　俺が必死の抵てい抗こうを試みていると、事務所のドアがガチャリと開き、聞き慣れた声が耳に届いた。俺が知る限り、この事務所の所員は俺とこの零さん、所長、それに海外出張中でいまだ会ったことのない荻おぎ窪くぼさんと、もう一人。

「ちょっと、返事くらい──」

　入り口から事務所の中まで来るのに、かかる時間なんてわずかなものだ。台詞途とち中ゆうで言葉を詰つまらせた柊美み鈴すずの気配が、零さんに抱きかかえられて身動き取れずにいても感じ取れる。

「ちょっ、待て！　違うんだこれは、」

「…………」

　カツカツカツ、と歩み寄ってくる足音。

「死ね」

　物ぶつ騒そうなことこの上ない平へい坦たんな声音が響ひびいた瞬しゆ間んかん、ソファの背もたれに乗り上げるような形になっている俺の腰こし骨ぼねに、渾こん身しんの力を込めた柊のかかと落としが炸さく裂れつした。



    

  
    
      　上半身と下半身がマジで分断されたと思うような衝しよ撃うげきを受けてなお、九死に一生を得た俺は、我が身に降りかかった理り不ふ尽じん極まりない出来事に怒いかり心頭だった。

　あんな目に遭あって、怒るのは当然だ。自然の摂せつ理りと言ってもいい。東から昇のぼる太陽が西に沈しずむのと同じくらい、疑問に思うこともないほど至極まっとうな怒りだ。

　なのに──。

「まったく……朝っぱらからイチャイチャイチャイチャと……ここをどこだと思ってんの!?　発情期のサルか、キサマはっ！」

　今、この事務所内でもっとも激げつ昂こうしているのは柊の方だった。

　ささやかな誤解から命に関わる窮きゆ地うちに陥おちいった俺の怒りは当然だとしても、こいつの怒りは誤解から生じている理不尽なものであるのは間違いない。

「だから、さんっざん説明しただろ！　俺がどうこうしたわけじゃねぇっつーの！　だいたい、零さん相手に何ができるってんだ！」

　この事務所の業務は、先にも述べたように訳のわからないリメイン・シリーズの回収と封印である。そんな仕事が安全でほのぼのとした代物であろうはずもなく、事件に巻き込まれれば即そく命の危険にさらされてしまうデンジャラスなお仕事だ。

　そんな命がけの職場において、俺の役目は矢面に立って荒あら事ごとを処理するフォワードをサポートするバックアップ的な立場となっている。零さんは、そんな荒事担当のフォワードだ。いわば、今この事務所にいる誰よりも強い……はずだ。

　そんな人に、いったい何ができるというんだ？　襲おそいかかっても、切り捨てられるのは火を見るよりも明らかじゃないか。

「じゃああれか、あんたが自分の立場利用して、ごう……ご、……ご、ごご、合意……の、う……うう……うるぁあああっ！　やっぱあんた死んでしまええええっ！」

「うおぉぉぉぉぉいっ！　何なんだおまえは!?」

　いったい柊の頭の中では、どんなワンダフルでスペクタクルでデンジャラスな妄もう想そうがはびこってんだ？　何をまた急に暴れ出してんだよ！

「美鈴ちゃ～～～ ん、そんな怒んないのぉー」

　暴れる柊を、零さんが後ろから覆い被さるように抱きついて抑おさえつけてくれる。いとも容易く、ともすれば簡単そうにそんな真似をしているが、俺が同じことをやっても振ふり回まわされてぶん投げられていただろう。

「悠ゆうくんがそんなことするわけないじゃーん。わたしが寝惚けちゃったからさぁ、ごめんごめん」

「……っていうか零さん、また事務所に残って一人で酒盛りしてたんでしょ？」

　なだめにかかった零さんだが、柊はそれで収まらない。俺から矛ほこ先さきを変えて、後ろから抱きつく零さんを逃のがすまいと手を掴つかんだ。

「ダメじゃないですか、そんなことしちゃっ！　ちゃんと毎晩帰らないと！　んもーっ、成人迎むかえた大人の女性なんですから、身だしなみにも気を遣つかってください！」

「えぇ～……でも、」

「でも、じゃないです。アルコールの匂においだって抜ぬけてないじゃないですか！」

「ぁぅ～……」

　荒事なら『最強』の二文字を堂々と冠かんすることに誰からも異論は出ないであろう零さんだが、こと口ゲンカでは柊の方が上らしい。たちまち形勢は逆転し、逃げ出したいようだが手を掴まれていることで逃げられないっぽい。救いを求めるような目で俺を見られてもなぁ……すいません、今の柊相手じゃ俺は手も足も出ませんて。

「まったく……ほら、あたしの部屋でお風ふ呂ろ使っていいから、せめてシャワーくらい浴びてきてください。うちは直接人と会う仕事なんですからね！」

「はぁ～い」

　柊に怒られて、零さんが渋しぶ々しぶと事務所から出て行こうとする。柊の部屋というのはこのビルの最上階、五階ワンフロアがそのまま部屋になっているらしい。俺も足を踏み込んだことはないので、どんなもんなのかわからんが。

「あ、零さん」

　事務所から出て行こうとする零さんを見て、ふと思い出した。

「ん？　あ、もしかして悠くんもいっしょにお風呂入るぅ？」

　この期に及およんで今なおそんな軽口が叩たたけるのも、さすが零さんとしか言いようがない。

「じゃなくて、何か手紙届いてましたよ。はいこれ」

「おぅ？」

　俺が手紙を渡すと、零さんは表と裏を代わる代わる眺ながめて……ふと、眉まゆ根ねを寄せた。

「どうしたんです？　誰からの手紙なんですか、それ」

「実はこれ、ラブレターなのだ。あれだよほら、放課後に校舎裏に来てくださいとかなんとか」

「そっすか」

「わぁお、興味なっしんぐだね」

　そりゃだって、封ふうも切らずにそんなこと言われても、一片たりとも説得力がありゃしない。封ふう書しよの見た目も、色いろ恋こい沙ざ汰たを滲にじませるような感じじゃないでしょうに。

「まぁ……どうせたいしたもんじゃないよ、うん」

　そんなことを言って、零さんは届いた手紙の封を切ることなくポケットの中にねじ込んだ。今のご時世、わざわざ直筆の手紙を書いて出してくれた相手がどこのどちら様か存じ上げないが、不ふ憫びんで仕方がない。

「ほら、零さん。ちゃっちゃとお風呂入ってきちゃってください！」

「あ～い」

　面めん倒どう臭くさそうに返事をする零さんと、口うるさくせっつく柊を見ていると、まるでだらしない子供と、そんな我が子に呆あきれる母親みたいに思えてくる。微笑ほほえましいと思うべきか、どっちが年上なんだと呆れるべきか……ま、余計なことは何も言うまい。

「おや、もうみんな来てるのか。熱心だねぇ」

　風呂に行った零さんと入いれ替かわりに、ようやく所長がやってきた。この人は何故こんな場所であるにもかかわらず、いつも堅かた苦くるしいスーツ姿なんだろう。今回に限ってはスーツの上に白衣を羽織って、ますます探偵事務所に似つかわしくない格好だ。

「所長、またラボにこもりっきりじゃないですか。朝ご飯くらい食べに来てください。せっかく作ったのに」

「あー、うん。まだあるかね？」

「ないです」

「……あ、そう」

　どうして柊が所長の朝飯の準備をしなければならないのかと言うと、この二人は親子だからだ。実際、血のつながりもなければ法的な手続きも省いているものの、少なくとも当人たちにそういう気持ちがあるのなら……まぁ、それは親子なんだろう。

「じゃあ、ちょっとコンビニに行ってくるよ。それじゃ」

　来たと思ったら即出て行った。落ち着きがないと言うべきか、せわしない人だな。

「まったく、荻窪さんがいないからってみんなたるんでるのよねー。ほら、神村。あんた、今日は事務所の隅すみ々ずみまで掃そう除じすること！　わかったわね！」

「なんでそんな面めん倒どうなことを……」

「わかったわね!?」

「……はい」

　平和と言えば、これ以上ないほど平和な日常風景だった。

　コンビニへ買い物に出かけていた所長は、戻もどってきて自分の机で食事を摂とりながら新聞を読み終えるとまた地下のラボに引きこもり、柊はやることないからずっとパソコンでネットサーフィンを続けていた。

　俺個人に注目すれば、柊に半殺しにされ、柊の厳命で事務所の掃除を仰おおせつかり、柊の言いがかりで……まぁ、ともかく、それでも平へい穏おん無ぶ事じに五体満足で一日を過ごせたことは間違いない。

　明日もこんな感じで過ぎていくんだろうなぁ──と、思わせるには充じゆ分うぶんなほどに平和だったさ。

　ただ──。

　いつもなら必要以上にべたべたしてくる零さんが、柊の部屋でシャワーを借りて戻って来てからソファに寝転がり、かと言って寝ているわけでもなく、ともすれば居ることさえ忘れてしまうほど静かにしていた。

　後になって思えば、ああいうのを嵐あらしの前の静けさと言うんだろう。それに気づけなかった自分の鈍どん感かんさが、ただただ情けない。



    

  
    
      一章　幼い来訪者と消えたリメイン・ノート






　早く事務所に行ってもロクな目に遭わないことは昨日の一幕で骨身にしみて理解できたので、日曜でもある今日は定時であろう朝一〇時くらいに顔を出すことにした。

「うぃ～っす」

「おつかれー」

　適当な挨あい拶さつを口からこぼし、事務所のドアを開けると返ってきた声はひとつだけ。

　柊ひいらぎしかいない。所長はいつものことだが、零れいさんまでいないとは。昨日、柊に怒られたからなのか、昨晩はちゃんと家に帰ったみたいだ。そういやあの人、どこに住んでるんだろうな。

「ねぇ、神かみ村むら」

　給湯室でインスタントのコーヒーを濃こいめに淹いれて戻ってくれば、自分の事務机に座って頬ほお杖づえを突つきながら人の行動をずーっと目で追っていた柊が、抑よく揚ようのない声音で呼びかけて来た。

「なんだよ。掃除は昨日やっただろ」

「どっか行かない？」

　何の前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつというにはあまりにも唐突にそんなことを言い出した。こいつが人を誘さそってくるなんて珍めずらしい。

　いや、自分から誰か誘って遊びに行くことがないヤツ、というわけじゃない。ただ今は、暇ひまとは言え仕事中なわけだ。にもかかわらず、仕事を放り出して「どこか行こう」なんて言い出す柊が、意外と言えば意外だった。

「事務所を空けとけないだろ」

「だからー、零さんが来たらさ。どっか行かない？」

「どっかって、どこへ？」

「まー、遠出は出来ないけど。近所をふらふらと」

　話を聞いて、柊がますます何をしたいのかわからなくなった。つまり、仕事を放り出して何の目的もなくこの近所を徘はい徊かいしよう、と言ってるんだろうか？

　まったく意味がわからないし、何を考えているのかもわからない。

　……まさかこいつ、昨日の一件を今なお引きずって、俺おれに何かしらの罠わなを仕し掛かけようとしてるんじゃないだろうな？

「何が目的だ」

「え、目的？　えー、そんな別に……いやほら、事務所にこもっててもさ、仕事が舞まい込むわけじゃないし。だったら、ねぇ？　何て言うの？　青春の一ページを無駄に費やしても仕方ないから……やっぱり今日は休日だし。休日と言えば……ねぇ？　友だちとお出かけなんてよくある話でしょ？　で、まぁ、ここにはあんたしかいないわけだから、仕方なくあんたと二人で……ってことなんだけど」

　物もの凄すごく怪あやしいお誘いだ。何をそんな、言い訳っぽい台詞を並べているんだ？　もしかしてあれか、俺に何かを貢みつがせようって腹積もりか。何より、こいつのお誘いに乗って楽しい青春の一ページになるかどうかが、もっとも疑わしい。

　柊の日ひ頃ごろの行いを鑑かんがみれば、殺さつ伐ばつとしてデンジャラスな、グランドキャニオンを命いの綱ちづななしで綱つな渡わたりするような無理・無茶・無む謀ぼうと三さん拍びよ子うし揃そろった命がけの冒ぼう険けん譚たんになりかねない。

「で、どうすんの？」

　返事に窮きゆうしていると、柊は結論を急かしてくる。じろっと人を睨にらむ眼差しが、暗に「断るつもりじゃないだろうな？」と脅きよ迫うはくしているように感じられて仕方がない。

「ご免めん下さぁ～……い」

　そのとき、聞き覚えのない声が、どこか遠えん慮りよがちな呼びかけで聞こえてきた。まるで俺のピンチを救うかのようじゃないか。

「はいっ！　はいはい、ただいまー」

　これ幸いと、柊への返事は保留にして事務所の入り口に向かえば、そこには今どき珍しいおかっぱ髪に大きなリボンを飾った和服姿の女の子が居た。

　年としの頃ころなら中学……うーん、小学生かもしれない。たぶん、小学生だろう。中学生にしては小こ柄がらすぎるその少女は、どこか落ち着つきなく、そわそわしながら俺のことをチラリと見て、顔を伏ふせてしまった。

「えーっと……」

　これはどう対応すべきだろう。客……ではないよなぁ、この様子だと。いやしかし、わざわざ階段を上らなければ入って来られないボロビルの二階にまでやってきたんだ、客なのかもしれない。

　でも小学生が、探たん偵てい事務所と看板を掲かかげているところにやってくるものなんだろうか？

「あの……こちら、萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所……ですよね？」

　俺が言葉に詰まっていると、その和服小学生がおずおずとした声で聞いてきた。

「え？　あー……はい、そう……だけど……」

　相手が子供だから、ついこちらの言こと葉ば遣づかいも砕くだけてしまう。が、相手も子供だからか、それとも……なんだろう、緊きん張ちようでもしているのか、気にしてはいないらしい。

「あの、所長さんは……？」

「所長？　所長なら今は席を外してるけど」

「あ、そうですか」

　俺がそう言えば、少女はあからさまなほどに緊張の糸を緩ゆるめて見せた。何なんだ。

「えーっと……所長に用事でも？」

「とっ、とんでもないっ！」

　随ずい分ぶんな拒きよ否ひ反応だ。

「あの、こちらに……その、太た刀ち鞍くらさんがいらっしゃると思うんですけど……」

　言葉は標準語のそれであるのだが、イントネーションからしてどうも関西方面の娘さんのようだ。俺のことをちらりちらりと盗ぬすみ見みながら、慎つつましやかな声音でそんなことを聞いてきた。

　……ん？　太刀鞍？　太刀鞍って、零さんのことか？　こんな子供が、零さんを訪ねてやってきた……だって？

「ええと……どちら様でしょう」

「あ、しっ、失礼しました！　わたしは、その……星ほし上がみ絹きぬ華かと言います」

「星上……絹華、ですか」

「あの、太刀鞍さんを……」

　少女の名前を反すうしつつ、この娘が零さんとどういう関係なのかをつい考えてしまう。いつも事務所に引きこもっている零さんに、小学生の知り合いって……親しん戚せきか何かだろうか？　まさか……隠かくし子ご!?　いやいや……それはない。いやいやいや。

「どうしたの？」

　俺が対応に困って固まっていると、事務所入り口から戻らない状じよう況きようを不ふ審しんに思ったのか、柊も顔を出してきた。

「あ、どっ、どうも初めましてっ！」

　そんな柊を見て、星上絹華と名乗った小学生はきっかり四五度のお辞じ儀ぎをしてみせた。





　事務所に入ってすぐの所にあるソファは、接客用として置いてあるソファだ。決して零さんが寝ねるために置いてあるのではない。が、本来の目的として使われたのは、俺が初めてこの事務所にやってきたときくらいではないだろうか。

　そんなソファが、今また本来の目的で使われている。

　俺と柊は並んで座り、その正面に和服小学生の星上絹華と名乗るお嬢じようちゃんが、差し出された粗そ茶ちやを茶道の作法に則ってるかのような動きで口にしている。ただそれだけなのに、何故だろう、絹華の醸かもし出だす雰ふん囲い気きはどこかビクビクしていて、いろいろ聞きたいのだが、とにかく「落ち着け」と言いたくなる。

「んー……」

　沈ちん黙もくは、けっこう長いこと続いていたような気がする。そんな状況を打開したのは、接客……と言っていいのかわからんが、依い頼らい主ぬしという見知らぬ他人と接することに慣れているらしい柊だった

「あの、お嬢ちゃん？」

「はっ、はい。あ、絹華です。星上絹華と申します」

「あー……うん。とにかく落ち着いて」

　どうやら柊も、絹華に対してはそう思うらしい。自己紹しよ介うかいもこれで何度目だろう。

「絹華ちゃんは、零さんのお友だちなの？」

「……え？」

「ん？」

　柊は、絹華を落ち着かせるつもりでわかりきった質問をしたんだろうが、けれど返ってきた反応からすると真逆の効果を生んでしまったようだ。

「あ、ああ、あのっ！　太刀鞍さんです。わたし、会いに来たのは。えっと、太刀鞍幻げん十じゆう郎ろうさんという殿との方がたなのです。あの……こちらにいらっしゃると、母から聞いてきたんですけれど」

「幻十郎？」

　確かにうちには太刀鞍を名乗る所員が一人、籍せきを置いている。置いているが、それは零さんのことだ。間ま違ちがっても幻十郎という名前ではないし、なにより殿方ですらない。

　誰だれのことだ、それは？　初めて耳にする名前だ。

「あ、そうだえっと。あの、太刀鞍……零、さんですよね？　はい、知ってます。幻十郎さんの妹さんですよね？」

　ですよね？　と言われても……んー……ん？　ということはつまり、その幻十郎って人は……え？　零さんの兄貴？　兄がいたのか、あの人に。

（柊、知ってたか？）

（初耳よ）

　ひそひそ声で柊に確認してみたが、どうやら柊にとっても初耳だったらしい。

「あのね、絹華ちゃん。うちには確かに太刀鞍って所員はいるけど、それは零さんで……ええと、絹華ちゃんが言う、妹の方だけなの」

　さすがに慣れている。意外な情報に内心では戸と惑まどっているはずの柊は、表情に笑顔を張り付けて、優しいお姉さん風な応対をしてみせた。

「えっ？　そっ、そうなんですか!?」

「あたしたち、ここで働くようになってからまだ一年も経ってなくて。だから幻十郎さんのことは何も知らないの。ごめんなさいね」

「そうなんですか……。ど、どうしよう……お母さんから聞いてた話とだいぶ違ちがう……」

「お母さん？」

「あ、はい。わたし、この度、母の跡あとを継ついで星上家の当主となったんですけど……その、どうもお母さん、今まで会合をサボってたみたいで……だから、えっと、わたしがしっかりしなきゃなって思って、まずはご挨拶にって……」

「んー……」

　何の跡を継いでどんな会合か知らないが、とにかく絹華の言うことは要領を得ない。

　それでも、今まで出てきた情報を無理にまとめて絹華の言い分を要約すると……零さんには幻十郎という兄が居て、絹華はその人に会いに来た、と。その面会目的は家いえ柄がらに関わること……でいいんだよな？

　どうも絹華の態度を見るに、それはかなり重要なことらしい。実際どうかわからんが、本人は零さんの兄がいないことで、かなり深刻そうにしている。

　だが、俺や柊には、どうにかしてやることはできそうにない。何しろ幻十郎という人物について何も知らないからだ。かと言って、知っているであろう零さんも今はいない。

　となれば──。

「所長だったら何かわかるんじゃないのか？」

　俺や柊では、絹華の尋たずね人びとについてよくわからない。だったら、すぐに連れん絡らくが取れて、その辺りの事情を詳くわしく知っているであろう人物に聞けば万事解決──と、俺は思ったわけだが……。

「あ、いいです。それは、いいです」

　絹華がそれを断ってきた。やってきたときもそうだったが、何をそんな所長相手に怯おびえているんだ？　と思う俺の疑問は、言い訳がましい絹華自身の言葉ですぐに氷解した。

「今日、ここへ来るときに母から……その、事務所の所長さんには、可能な限り会わないように、と言われてて……ですから、その……」

「え、なんで？」

「あの……わたし、覚えてないんですけど、母が言うには『陰いん険けんで陰いん湿しつで人が突いて欲しくないところをピンポイントで口撃してくる人だ』と……ほっ、ホントかどうかはわかりませんけど！　でもその、わたしちょっと怖こわくて……」

　どうしよう、所長の評価が的確すぎて笑えない。

　否定するのは簡単だが、根が正直者な俺には無理そうだ。柊もそのようで、引きつった笑みを浮うかべている。

　どうやら絹華の母親は、うちの所長と旧知の仲であるらしい。しかもかなり親しいんだろう。でなければ、こうも的確にあの所長を言語で表せない。

「えーっと……絹華ちゃん？　お母さんって、うちの所長とどういう関係なのか……聞いてる？」

　躊躇ためらいがちに柊がそんなことを言い出して、傍かたわらにいる俺はピンと来た。

　柊と所長の間には血けつ縁えんもなく法的にも他人ということになっているが、本人たちは『親子』という共通の認識を持っている。その親子関係がどこまで世間一いつ般ぱんのそれと同じであるのか知らないが、他よ所そ様の一児の母が、我が子に悪態を吐つけるほど所長について知っているとなれば、娘という立場の柊も多少なりとも気になるらしい。

　かといって、それを小学生くらいの子供にストレートに聞くわけにもいかない──と、そういう分別は柊にもあるようで、質問の仕方は限りなくぎこちなくなっていた。

「母……ですか？　えっと……以前、この事務所で……その、働いていたとか。設立時のメンバーの一人だったと聞いてます……けど」

「えっ？」

　これは驚おどろいた。俺たちよりもずっと上の大だい先せん輩ぱいは、すでに一児の母になってるのか。

　そりゃ確かに、俺が入所する前から事務所はあったわけだし、その間、いろいろな所員がいてもおかしくないのだが……設立時の一人が結けつ婚こんし、子供を産んで、その子供が小学生か中学生になるほど成長してるってことは……うちの事務所、いつからあるんだ？　そもそもあの所長、今いったいいくつ？

　いや、そんな些さ細さいなことよりも……となると絹華は、うちの事務所の内情を知ってるんだろうか？　どうも絹華の母親は娘にこの事務所の話をあれこれしているみたいだし……リメイン・シリーズとか、そういうことまで知っていてもおかしくない。

「わたしは……その、もっと小さい頃にこの事務所へ連れてこられたことがあったらしくて。えっと……リメイン・シリーズ？　とか、そういうのを回収されてるとか」

　やっぱり知ってるらしい。そんな殺伐としたことまで吹ふき込まれているとは……まだ子供だというのに……なんというか……一言で表すのなら『不憫』としか言いようがない。

「そっ、それなら……」

　と、柊が妙みようにどもりながら口を開いた。

「もしかして絹華ちゃん。あたしの……りょ、両親のこととか……知ってる？」

「お姉さんのご両親……ですか？」

　ああ、そういうことか。何をそんなにがっついているのかと思っていたが、ようやく理解できた。

　柊の父親は所長だが、それは義理の父親だ。では何故、所長が柊の親代わりになっているのかというと、実の両親がここの元所員だったからその縁えんで、ということらしい。

　ふとした弾はずみに柊自身から聞くことになっちまったが、実の両親は物心が付く前に亡くなっている。不ふ慮りよの事故で、ということだ。

　柊はそのことを「過ぎたこと」と言い、自分の中では区切りのついた話だと言っていたが……それでもやはり、実の両親のことを知っているらしい人が目の前に現れれば、つい聞きたくなってしまうのだろう。

　そういえば、柊の両親も事務所の初期メンバーとか言ってたな。

「あの……失礼ですが、お姉さんのお名前は……？」

「あ、ああそうね。ごめんね。あたしは柊美み鈴すず」

「柊……美鈴……ひいらぎ……柊？　うぅ～ん……」

　絹華は柊の名前を口の中で転がして考えていたが、結局首を横に振ふるしかなかったようで、思い至る人物はいなかったらしい。

「ごめんなさい。ちょっと聞いた覚えがないです」

「あ……そ、そう……」

「ごめんなさい……あの、今度母に聞いてみますので」

「あ、ううん。いいのよ、別に。いいの、全然」

　ははは、と乾かわいた笑みを浮かべて柊は話を流そうとするが、絹華は何もそこまでと思えるほど気落ちした風な態度で恐きよう縮しゆくしきりになっている……なんて思っていると、少女の視線が助けを求めるように俺を捉とらえていた。

　こんな状況で、俺に何をさせようと……あ、そうだ。

「俺は神村悠ゆう。よろしく」

　そういえばまだ、自分の自己紹介をしてなかったなぁと思い至り、場の空気を変えるにも丁度いいだろうと思って名乗りを上げてみた──。

「神村……さん？」

　──のだが、絹華は俺のフルネームを耳にして、何故か小首を傾かしげている。

「あっ！　神村さんなら、はい、存じてます」

　存じてます……って、俺を？　いや、俺というか、苗みよ字うじの方を？

「あれ？　でもこちらの……その、事務所の話ではなかったような……あれ？　だとしたら何の話だったかな……うぅ～ん……」

　何やらまた考え込んでしまった。何というか、まだ若いってのに気苦労の多い人生を歩みそうな性格をしているな。あれこれ悩なやみ始めると、思考の迷路から一人で出てくることが出来なさそうだ。

「それ、うちの姉さんのことじゃないかな。この事務所で働いてたらしいし。名前は神村このえ。今は……事務所から居なくなったけど」

　実際には、事務所どころか家にもいない。どこに居るのかさえさっぱりわからない行方不明になっちまってるんだが……そんなことを絹華に言っても仕方がない。

「ああ、そうなのですか。でしたらそうなのかも……あれ？　でも……」

　納得しかけた絹華だが、それでも何かしら引っかかることがあるようだ。

「俺の姉さんのこと、何か知ってるのか？」

「え？　あ、いえ。神村このえさんのことは……その、何も存じませんけれど……ただ、神村って確か……あれ？　ん～……」

「あー……ともかく」

　俺の苗字であれこれ思おもい悩んでいたって仕方がない。姉さんのことでないのなら、別の神村さんだろう。それはさすがに関係ないじゃないか。何より絹華は、そんな世間話をしに来たわけじゃない。

「俺らは幻十郎って人のことを知らないんだ。零さんが来ればわかると思うんだけど……柊、零さんが来る時間とか聞いてないか？」

「うーん、いつもだったら居る時間なんだけど。今日は日曜だから遅おそく来るのかも」

　相変わらず、ちゃらんぽらんな人だな。こういうとき、予定がまったくわからないのは困りものだ。

「そうですね、そうでした。えっと……じゃあ、ご実家の方なのかなぁ……？」

　実家か。そういえば、零さんは本来、どこに住んでるんだろう。いつも事務所にいるもんだから、住まいがどこなのか気にしたこともない。

「こちらに幻十郎さんがいらっしゃらないのなら、たぶんご実家の方だと思います。そちらに行ってみますので」

　そう言って、絹華はそそくさと立ち上がった。

「ごめんね、太刀鞍の……妹の方にも、絹華ちゃんが来たことは伝えておくから」

「いえ、こちらの方こそ長々とお邪じや魔ましちゃって……。すみません、ありがとうございました。所長さんにも、よろしくお伝えください」

　どこかしらぎこちなく、なんとか当面の役目は果たしたという安あん堵どが入り交じったような笑顔を浮かべて、そそくさと立ち上がった絹華は、ぴっちり綺き麗れいなお辞儀をしてみせた。

「それでは、失礼します」

　事務所入り口で改めて礼をして、絹華はしずしずと去っていった。





「しっかし、零さんに兄が居たとはねー。知らなかったわ」

　絹華が去って、テーブルの上に残された湯飲みを片付けながら、柊は誰もが思うであろう感想を口にした。もうちょっとタイミングが遅ければ、俺の方からそう言ってたかもしれない。

「そういや零さんの家族とか、そういうことって知らないな」

「あー、そうね。あたしも詳しくは知らないわ。ってか、あんたって零さんの担い手なんでしょ？　あたしより知ってると思ってた」

「そりゃそうだけど、その話だって向こうから一方的にだしなぁ」

　俺が知っている零さんのプロフィールは、実家が神世の時代から連綿と続く剣けんじ術ゆつ流派らしく、先祖には素すさ戔のお嗚のみ尊ことなどという日本書紀やら古事記やらに登場するようなメジャーな神様が名を連ねている、ってことくらいか。

　それもどこまで本当の話か知らないが、実際にあの人には妙な力がある。肌はだ身み離はなさず持ち歩いている布にくるまれた筒つつ状じようのそれは、中身が刀だった。それも、火力、風力、さらに核かくだろうがなんだろうが、ありとあらゆるエネルギーを喰らう刀だ。

　つまり零さんの力とは、まぁ……詩的に言うのなら『終わらせる』力ってことになる。一族の名も、苦楽を断つとして『断ち苦楽』、つまり太刀鞍と言うことらしい。

　そんな力の使用権限を、零さんは何故か俺に一任している。どうして俺なのかと言うと……その理由は、左手の平に浮かぶ真円のみみず腫ばれのせいだろう。

　このみみず腫れは、もちろん体質的なもので出てしまっているわけじゃない。俺と同化してしまったリメイン・シリーズのひとつ、リメイン・マターが原因だ。

　それは菩ぼ薩さつが持つと言う三さ昧ま耶やぎ形ようのひとつ、如によ意い宝ほう珠じゆのレプリカ品なのだ。万物あらゆるものを、願うだけで作り出すことができる。

　ただ、リメイン・マターの場合はレプリカ品なので、本物ほど万能ってわけでもない。たとえば……人どころか神様の容れ物まで作れるが、心や魂たましいといったものは作れない、とかね。まぁ、それでも常識外の代物だと、我ながら思うが。

　望むとも望まざるとも、とにかく俺にはそういうことができるらしく、だからこそ零さんは俺を担い手に選んでしまった。零さんが『終わらせる者』なら、俺は『始める者』ってわけだ。

　迷めい惑わくこの上ない話でもある。そもそも俺は、自分の意思でリメイン・マターを使ったことは一度も……あー、いや、一度しかない。それだって私利私欲のためじゃなくて、仕方なくて、だ。今後も、できることなら使わないで過ごしたいと思っている。

　そりゃそうさ。そんな真似ができない人は「もったいない」と言うかもしれないが、俺にしてみればそんな力をぽんぽん使ってしまうと、ますます人外のそれになっちまうようで、躊躇とまどいが先に立ってしまうんだ。

　そのせいなのか、幸いなことにリメイン・マターはここ最近、まるで反応しない。聞いた話では、深く強く一心に、何の迷いも躊躇いも戸惑いもない純じゆ粋んすいな願いにしか反応しないようなので、使用することに躊躇いがある今の状態で反応しないのも、当然と言えば当然かもしれない。

「そうだ、いちおう零さんに連絡いれとくか？　絹華が来たことを」

「零さん、携けい帯たい持ってたっけ？」

「え、持ってんだろ？　おまえ、前にメールしてたじゃないか」

「ん？　あー、前の緊きんき急ゆう連れん絡らくのときのこと？　あたしあのとき、所長にメールしたのよ。そしたら零さんが来ちゃったの。自分が動くの面めん倒どうだから零さんに丸投げしたのよ」

　そうだったのか。俺はてっきり、柊なら零さんの連れん絡らく先さきを知ってると思ってた。

　じゃあ、困ったな。俺も零さんの連絡先なんて知らないんだけどな。

「どうすっかね？」

「いいじゃん、別に。絹華ちゃんだって、実家に行ってみるとか言ってたし。メモでも置いとけば？」

「ま、そうだな」

　メモを残しておく必要もなさそうだ。どうせ他に何かがあるわけでもなし、来たら口頭で伝えればいいか。

「それにしてもホント、零さん遅いわねぇ」

　柊が携帯の画面を見ながらそんなことを呟つぶやいた。釣つられて俺も事務所の壁かべに掛かけられている時計をチェックすると、ようやく一〇時になろうかという頃ころ合あいだ。遅い、というほどの時間でもない気がする。

「あれじゃね？　昨日、おまえに怒おこられたから、来るの躊躇ためらってんじゃないか？」

「あのねぇ、ンなわけないじゃん。相手は零さんよ？　あたしが何か言ったくらいで落ち込むなら、あんな性格になってないわ」

　軽い冗じよ談うだんに、反論のしようがないガチな返答をされても甚はなはだ困る。

「今日は日曜だしな。仕事もないし、このくらい遅くなってもいいんじゃないのか？」

「よくないわよ」

「……なんで？」

「だって、あたしたち出かけるんだし」

　あー、そういえば絹華が来る前にそんな話をしていたな。って、俺おれは明確に同意した覚えはないのだが、柊の口ぶりでは決定事じ項こうになってないか？

　ま、いいか。どうせ暇ひまだし。事務所を隅すみから隅まで掃そう除じしろと言われるよりはマシかもしれん。

　そんな風に、俺が妥だき協ようの末で柊との外出を前向きに考え始めていると──。

　がちゃん！

　──と、事務所のドアがやや乱暴に開かれた。

　ようやく零さんが来たのか……と思ったが、そうではないらしい。

「あ、所長」

　現れたのは、今までずっと地下のラボにこもっていた所長だった。そういえば、所長にも絹華が来ていたことを教えておいた方がいいのかね。

「さっきまで──」

「キミたち、ちょっと聞きたいんだが」

　所長はこちらの言葉を遮さえぎるように割り込んで口を開いた。この人にしては珍めずらしく、どこかしら焦あせっているようにも見える。

「誰かラボに入ったかね？」

　いったい何を言ってるんだろう、と俺と柊が互たがいに顔を見合わせたのは言うまでもない。何しろ昨日から今の今まで、ラボには問いただしている所長自身がずっと引きこもっていたんだ。なのに「入ったか？」と聞くのは、あまりにも唐とう突とつすぎて意味がわからない。

「あー、いや。昨日今日の話ではなくて、僕ぼくがラボを空けてるときに入らなかったか、と聞いてるんだが」

　そんな所長は、俺たちの様子から聞き方がマズかったと察したらしく、改めてそう聞いてきた。が、結局は「ラボに入ったか」と聞いていることに変わりなく、俺は所長が居ても居なくても地下のラボに近寄ったことなど一度もない。

「所長、勝手に入るなっていつも言ってるし。そもそも、『中には災さい厄やくしか詰つまってません』って張り紙がされてるパンドラの箱みたいなラボに、誰が好きこのんで入るのよ」

　柊も俺と同じようだ。

「それに所長がラボに居ないときは、事務所に顔を出してますよね？　そんときはほら、俺らと会ってるじゃないですか」

「そうなんだけどね。んー……おかしいなぁ」

　俺と柊の、反論のしようがないほどの正論に所長も異論はないようだが、それでも首を捻ひねっている。

「何かあったんですか？」

「いやあ……それがね？」

　俺の問とい掛けで、所長はバツが悪そうに在らぬ方向を向きながら呟いた。

「なくなってるんだよ」

「なくなってる？　何が？」

　どうにも歯切れが悪い。続く言葉を待ってジーッと睨にらんでいれば、ますます居心地の悪そうな表情を浮かべて、所長はとんでもないことを口にしやがった。

「封ふう印いんしていたリメイン・シリーズのひとつが、なくなってるんだよ」

「………………」

　いつもいつも訳のわからんことをのたまう我が探たん偵てい事務所の最高責任者だが、今回はいつにも増して訳がわからなかった。

　俺の耳が正常な日本語ヒアリング能力を有し、かつ脳が得られた情報を正しく理解していると仮定すれば……ええと、神話や伝説に出てくる神器のレプリカ品と言われているリメイン・シリーズをなくしました……と、言ってたような気がする。

「なぁ、柊」

「……なに？」

「どうも俺は、耳か頭かわからんが、ちょっと調子がよくないみたいだ。所長はなんて言ったんだ？」

「あー……そうね、今日は遊びに出かけていいよ、ってことかも」

　なんだそうか。そういう話か。だったら喜ぶべきことだな、うん。

　いやもう本当に、よもや回収して封印していたリメイン・シリーズがひとつ紛ふん失しつしてるなんて、そんな話があってたまるか。なぁ？　はっはっは。

「いやぁ、ないんだよ。リメイン・ノート。もう影かげも形もキレイさっぱりなくなっちゃってるんだ。まいったなぁ……どこにやったのか、キミたち知らないか？」

「知ってるわけねぇだろっ!!」

　俺も柊も、少しの間でいいから現実逃とう避ひしたかったのに、所長はまるで空気を読んじゃいねぇ。あっさりと現実に引ひき戻もどしやがった。

　よりにもよって、リメイン・シリーズのひとつをなくしました……って、プルトニウムを輸送中に紛失してしまったのと同じレベルだぞ？　大おお袈げ裟さでも誇こち張ようでもなく、事実そうじゃないか。神話や伝説で語られるようなものの複製品を「なくしちゃったけどどうしよう」って言われても、呆あきれ返かえるしかできやしない。

「何やってんですか！　紛失って……封印して管理してたんじゃないんですか!?　いったいどんな封印してんだよ！」

「どんなと言われてもねぇ……」

　俺に怒ど鳴なられても、所長は泰たい然ぜんとした態度で自分の席に腰こしを下ろし、煙草たばこをくわえて火を点けた。

「魔まじ術ゆつの結界術式に科学的な隔かく離りシステムを組み合わせた独自の位相空間封印システムを用いていた～……って言っても、わからないだろ？」

　まったくわからん。わからんが、それでもわかったことがひとつだけある。

「そんな魔術だなんだというケッタイな方法まで用いて封印していた代物を、俺や柊がどうこうできると思ってんですか」

「だから、それが不思議なんだよねぇ。取り出すことは不可能じゃないが、やり方は僕しか知らないと思っていたんだけど。キミたち、知ってたのかい？」

「知るかぁっ！」

　これは……何だ？　俺の忍にん耐たいの限界点を探ろうとしている実験なのか？　あるいは、所長は事の重大さを理解してないんじゃないのか？　どっちにしろ、その落ち着きっぷりがムカつくくらい癇かんに障る。

「だいたい──」

　と、俺が罵ば倒とうになるであろう言葉をマシンガンのように口から放とうとした、そのとき。

　ごごごんっ！

　と、およそ粉ふん砕さい用の鉄球で叩たたき潰つぶさないと出ないだろうという音が、スチール製の事務机から響ひびいた。もしかすると、ビル自体も震しん度ど一か二程度の揺ゆれを感じたかもしれない。

　おそるおそる振り向むけば、轟ごう音おんを奏でたであろう事務机はべっこり凹くぼみ、そこに手を突ついて俺と所長を睨む柊の姿があった。

「で」

　目が怖い。マジで怖い。据すわってるとかそういうレベルではない。筆舌に尽つくしがたい負のオーラを全身から漲みなぎらせている。今のこいつなら、ＲＰＧのラスボスを一ターンで倒たおせるかもしれない。

「所長がトコトン使えない無能なダメ人間だということはよぉっくわかりました」

「あのね……いちおう僕、キミの父親代わりなんだけど」

「あたしの父親気取るなら、もっとマシな人間になってください！　何やってんですか、なくしたってなんですか、アホですか所長は！　ああもう、あたしらが苦く辛しんして見つけて持ち帰って封印したリメイン・シリーズを紛失するなんて……サイッテー」

「んー……」

　さすがに義理とは言え、娘むすめに蔑さげすみの目を向けられては、所長も少し思うところがあるらしい。椅い子すの背もたれに身体を預け、煙草を咥くわえたまま空くうを仰あおいだ。

「これが反はん抗こう期きというものなのかなぁ、神村くん」

　違うと思うが、あえて何も言うまい。

　ただ、柊がここまで見事にブチギレる様を見せつけられると、傍らで見ているこっちのテンションは、ほどよくヒートダウンするようだ。

「で、所長。なくしたって言う……ええと、リメイン・ノートでしたっけ？　それってどういう代物なんですか」

「うん？　それを聞いてどうするんだね」

「どうするって……なくしたんでしょ？　だったら探さないと」

「おお、そうか。つまり探してくれるわけか。いやあ、なくしたのが僕だから、さっさと探してこいと言われるものと思っていたよ。神村くん、キミはさすがだね。うちで働いていた歴代の所員の中でも、そこまで出来た人間はいなかったよ」

　……あれ？

「もしかして俺、余計なこと言ったのか？」

「……バカ」

　可哀想かわいそうな子を見るような目で俺を見るなよ、柊。

「で、そのリメイン・ノートだが、そこまで騒さわぐほどの代物でもない」

　煙草の火を灰皿でもみ消し、所長は両りよ肘うひじを机について身を乗り出しながらそう言った。聞きたくないと思ったが、時とき既すでに遅し、ってヤツだ。

「神器にあたるのは予言書になる」

「予言書？」

　それはあれか、メジャーなところで言えば、ノストラダムスの予言とか、そういうものなんだろうか。リメイン・ノートとはつまり、未来を予知することができるもの？

「形状は、ノートと言ってるが巻物だね。特にこれといった装そう飾しよくはされてなくて、パッと見れば価値もなさそうな代物だよ」

「予言書ってことは、中身はこう、抽ちゆう象しよ的うてきな表現であれこれ書かれてるわけですか」

「いや、白紙になってる」

　予言書なのに白紙？　何も書かれていないのに、いったい何を予言してるんだ──と思えば、どうやら使い方があるらしい。

「地名でも人名でもいいから、リメイン・ノートに書くんだよ。使用する文字も、言語も、英語でも日本語でも、象形文字でもいい。そうすれば書かれた対象の始まりから終わりまでの運命を、リメイン・ノートは映し出すんだ」

　だから予言書、か。書き記した対象の運命すべてを示すのなら……なるほど、使い方はいろいろありそうだ。ありそうだが、けれどただ、未来に起きる出来事を知るだけの代物なら、所長が言うように、紛失したところで騒ぐほどの代物でもないように思える。

「それで使い方だが」

「はぃ？」

　今の話が使い方じゃなかったのか？　白紙のリメイン・ノートに、未来を知りたい対象の名めい称しようを書く……って、それが使い方じゃないのか？

「運命の操作ができるんだ」

「……あ？」

「たとえば……そうだな、神村くんの名前を書いたとしよう。そうすれば、リメイン・ノートにはキミの運命がずらずら～っと書き出されるわけだ。その中で、仮にキミが二〇歳さいで宝くじの一等を当てる運命が記されていたとする。その運命を二重線で打ち消せば、その運命は回かい避ひできる」

　回避ということは……つまり……俺の一等三億円は露つゆと消える……？

「また、キミと僕の名前を並べて書けば、二人の運命が同時に記される。で、僕が三年後に重い病気にかかる運命が記されていたとしよう。その際、それを二重線などで打ち消して、キミの運命が記されている個所に差し込むように修正すれば、キミが僕の代わりに重い病気を背負うことになる。逆もありだね」

　なるほど……早い話、リメイン・ノートとは運命を弄もてあそぶことができる代物なんだな。上手く使えば、これからの人生を幸運真まっ只ただ中なかを維い持じしたままで過ごすこともできそうだ。

「って、結構な代物じゃないですか！　今の話を聞けば、誰だれだって『騒ぐほどの代物じゃない』なんて言いませんよ！」

「いや、リメイン・ノートはレプリカ品だから、制限はあるんだよ。正しよう真しん正しよ銘うめいの神秘的現象による運命は、書かき換かえたり他と入いれ替かえたりできない……とか」

「神秘的現象って？」

「もうすぐ天てん寿じゆをまっとうしようとしている死の運命とかだね。他にもあるが、とにかくそのくらい確定的な運命は操作できない」

　それは……まぁ、そうなのかもしれないが、逆を言えば、予言するまでもない絶対的運命以外なら、いくらでも書き換えができるんだろ？　しかもそれは、第三者が名称を書き記せば、他人の運命を勝手に弄ぶことも……できるんだよな？

「ひとつ、気になったんですけど」

　冷ややかな眼差しのまま、話をただ聞くだけだった柊が重々しく口を開いた。

「所長はどうして、そのリメイン・ノートがなくなってることに気付いたんですか？　封印してたんでしょ？」

　さすが柊、目の付け所が違ちがう。確かに魔術だ科学だと、妙みような方法で封印していたものがなくなっていると気付くには、取り出そうとしなけりゃわからないはずだ。

　ってことは、所長はリメイン・ノートを使おうとしていたんじゃないか──と、柊は暗に語っている。

「運命そのものに興味はないなぁ」

　そんな柊の考えは、所長もお見通しらしい。言い訳の第一声がそれだった。

「僕はただ、リメイン・ノートの起動プロセスを改めて解かい析せきしようと思っただけだよ。運命を知るというのは、つまり因果関係を数値化してるわけだ。投げたボールがどこに落ちるのかを知るには、ボールに加わる力、投げる角度、大気の影えい響きようなどなど、それらの数値と実際に起こす行動がイコールになればいい。人や物の運命も同じさ」

　話を聞いていて、頭が痛くなってきた。実際にそうなのか、それともそれは所長の仮説なのか知らないが、どちらであっても、そんな代物に興味を持とうなどとは思わない。少なくとも俺は思わない。

「何故そうなってしまうのか、それはこういうことをしたからだ……と、それを解析するのがリメイン・ノートの仕組みだから、だったら他のことにも使えるかなぁと」

「他って何に？」

「ふむ。知りたいのかね？」

「…………」

　やめておこう。聞かない方がいいような気がする。世の中には知らないからこそ健やかで平へい穏おんに過ごせることがあるというのは、この事務所で働くようになって俺が唯ゆい一いつ学んだことだ。

「さて、それではそろそろ紛失したリメイン・ノートの探たん索さくを開始しようか。僕は改めて封印していたラボの現場検証を行うつもりだ。キミたちは……と、その前に」

　なくした張本人がずいぶん偉えらそうに、何故に仕切っているのか多少なりとも理り不ふ尽じんさを感じてしまうところだが、実際この事務所の最高責任者であるのだからよしとしよう。テキパキと指示を飛ばすのは、動くこっちとしては有り難い……が、とあることに気付いたようで言葉を途と切ぎれさせた。

「太刀鞍くんはどこだね？」

　今までずっとリメイン・ノートの話をしていたが、零さんは一向にやってこない。さすがにこの時間まで事務所を空けてるのは、どうにもあの人らしくないように思える。

「零さんが居なくてもいいんじゃない？　結局は探し物なんだし……あの人には向いてない作業だと思うけど」

　柊が、的確かつ揺るぎようのない事実だからこそ、人によってはヒドイ言い草と思うようなことを口にする。内心では零さんのフォローをしてやりたいが、残念ながら返す言葉が見つからない。

「ふむ。しかし事が事だからね、下手をすれば部外者が僕のラボに侵しん入にゆうしたことになる。そんな真似ができるとなれば、もしかすると別の意味で太刀鞍くんにも頑がん張ばってもらうことになるかもしれない。いったいどこに行ったんだ？」

「昨日、柊に怒られたから家に帰ったと思うんですけど……今日、日曜ですから。もしかすると来ないんじゃないですか？」

「うーん、うちは土日祝日関係ないからねぇ。仕方がない、まず先に、キミたち二人は太刀鞍くんの家に行って彼かの女じよを連れ出して来てくれ」

「電話すりゃいいんじゃないっすか」

「いや、僕は知らないし」

　知らないって……所長はこの事務所に一番長く居て、すべての責任を取るべき責任者って立場じゃないのか？　どうしてその人が、自分の事務所の所員の連絡先を知らないんだ。

「彼女、電話やパソコンとか、そういう電子機器が嫌きらいだからねぇ。携帯も持ってないんだよ。緊急連絡のときなんて、僕のをアテにしてるくらいだし」

「家には？　電話くらいあるでしょう」

「彼女、住まいは実家かな。んー……実家の番号は何番だったかなぁ……覚えてないな」

　そのくらい、何かにメモっとけと言いたくなったが、ここはグッと堪たえよう。

「家の場所は知ってるんだけどね。彼女の父親とも顔なじみだからさ。ふむ……面倒だが仕方がない。神村くん、直接太刀鞍くんを引っ張り出して来てくれないか？」

「俺が？」

「柊くんも一いつ緒しよに行動した方がいいかもね。二人一組が我が事務所の基本だし。遠いけれど、電車で行ける場所だよ」

　所長は机から紙を取り出してペンを乱雑に走らせたかと思えば、書き終わるや否や、白衣をマントのように翻ひるがえして立ち上がった。

「事務所は鍵かぎを掛けておいてくれ。じゃ、よろしく」

　俺の胸元に零さん家の地図を押おしつけて、所長は地下のラボへでも向かったのか、事務所からさっさと出て行ってしまった。

　何につけても一方的だな、あの人。



    

  
    
      二章　武神三家と破刃カンナギ






　零れいさんの家へは電車を乗のり継つぐ必要があるようで、あの人がなかなか帰らないのも頷うなずける。山間の方で、意外と遠いじゃないか。

「実家……ねぇ」

　所長から渡わたされた地図は、走り書きながらもわかりやすいのが幸いだ。あの人、けっこう達筆なんだな。

「零さんの実家がどーしたのよ」

　俺がためつすがめつ地図を眺ながめ、つり革にぶら下がるように身体を預けていると、空いた座席に腰を下ろした柊ひいらぎが、真下から探るような眼差しを向けていた。

「いや、零さんってあれだろ？　荒あら神がみ退治を生業にしてる家系なんだろ？　ってことは、実家ってのは神社とかそういうとこなのかなぁと」

「んー、そんな話は聞いたことないわね。あ、荒神退治がどうのってことじゃなくて、実家が神社って話」

「そうなのか」

　以前に所長は零さんを巫み女こさんと言ってたような気がするんだけどな。てっきり家もそういう感じの……なんて言うんだ？　厳格というか格式高いというか、そういうところだと勝手に思い込んでいた──だけなのだが、何故だろう、人のことを見上げている柊の眼差しが、睨め上げるようなキツいものに感じられる。

「何だよ」

「あんた、巫女さん好きとか言い出さないわよね？」

「……何を言ってるんだ、おまえは」

「なぁ～んかこう、変な妄もう想そうしてそうな顔してるんだもの」

「どんな顔だよ」

　別にニヤニヤしてたわけじゃない。ただ単に、割と身近な人なのに詳くわしいプロフィールを何も知らなかったと思っただけで、あれこれ考えていたんだ。

　そもそも、零さんが巫女さんの格好をしたところで……んー、どうだろう。似合いそうな気もするが、それは何というか、巫女さんらしからぬ下心さえ芽生えそうなコスプレってレベルでの『似合う』になりそうだ。

　……それはそれで、アリかもしれないな……。

「あんた……やっぱ変なこと考えてんじゃないの？」

　人を睨む柊の目つきが、ますますキツくなっていた。正直に言えば、今はちょこっとだけあれこれ考えていたわけだが、人の妄想にまでツッコミを入れられたくはない。

「考えるだけなら、何考えてたっていいだろ。ほっとけ」

「あーっ、やっぱ考えてたんだ。うわー、サイテー」

　……反論すればするほど、男の価値がバブルの弾はじけた株価のように急下落しそうだ。

「何だよ、妙にご機き嫌げんナナメじゃないか」

　なので、突っかかるよりもなだめすかす方で接してみよう──ということで俺がそう言えば、柊はふんっと鼻を鳴らしてそっぽを向いた。

「所長のだらしなさが原因で、今日の予定が丸つぶれになっちゃったんだもの。それで機嫌がよくなるわけないじゃん」

「予定？　何かあったのか？」

　と、俺がそう言えば、つり革にだらけきってぶら下がっていた俺の腹に、柊の拳こぶしがぽすっと突き刺ささった。そこまで強い力じゃないが、どうして鳩尾みぞおちをクリティカルで狙ねらうことができるかな。

「げっほ……何すんだ」



    

  
    
      「あんたね、事務所で言ったじゃない。後で出かけようって」

「あー、そりゃ覚えてるけど。なに？　おまえの言う予定ってそれのこと？」

「そうよ」

　柊は両りよ腕ううでを組んでふんぞり返るが、リメイン・ノートがなくなった一大事に、思いつきで閃ひらめいた外出プランを潰されたからって……なぁ？　大人気ない。

「どうせ目的も何もなかったんだろ？」

「あったわよ！」

「たとえば？」

「えー……ご飯食べたり、買い物したり？」

　何故に疑問系で聞いてくるかな。予定を立ててたのは自分じゃないのか？　そんな曖あい昧まいな態度だからこそ、こいつが何も考えていなかったことが丸わかりだ。

「いいじゃないか、その出かけ先が零さんの実家になったと思えば」

「ぜんっぜん違うわよ。今は半分くらい仕事じゃない」

「仕事ねぇ……」

　違うとは言わないが、気負いすぎという気がしなくもない。何より、無目的でぶらぶらするのと、目的があって行動している今では天地ほどの開きがある。

「所長といい、零さんといい、うちの事務所の大人たちって無責任でいい加減な人たちばかりで嫌いやになるわ。あんたはあんな大人になっちゃダメよ」

　端はなっからあの人たちは反面教師として見てるから問題ない。が、かといって思うことを柊にそのまま言うのも気が引ける。判はん官がん贔びい屓きとはまた違うかもしれんが、なんとなぁ～く立場の悪い人をフォローしたくなるのが、日本人らしい感覚かもしれない。

「ま、そう言うなって。あの人たちもあの人たちで、ちゃんと考えて行動してるさ」

「……本気でそう思ってんの？」

「すまん、嘘うそついた」

「だよね」

「まぁ、あれだ」

　所長からの地図を確認すると、車内に流れるアナウンスから、次に停車する駅がどうやら目的の下車駅であるらしい。いつまでも柊と他愛もない話をしていても仕方がない。

「デートのお誘さそいはまた今度な」

「うん……ってちょっと！」

　話を切り上げるつもりが、いきなりデカい声を張り上げて食くって掛かって来られた。

「何言ってんのあんた!?　ばっ、そんなもん、誰が何をいつ誘って……何言ってんのよ！」

　周囲の視線が一気に集まってるんだが、柊はまるで気にしない。俺の方が連れと思われたくないほど恥はずかしい。

「落ち着け。何だいきなり」

「なっ、何だじゃないでしょ！　あたしは別に、あんたをデートに誘った覚えなんてね、これっぽっちもないんだからっ！」

「……そうか」

「うわっ、何その冷さめた態度。それはそれで、かなりムカつくわ」

　おまえは俺にどうしろと言うんだ。

「いやでも、おまえの方から『二人で出かけよう』って誘って来たじゃないか。そういうのは世間一いつ般ぱんではデートのお誘いと思うわけだが、どうなんだろうな？」

「しっ、知らないわよ！　それはだからあれよ、ほら、えーっと、だから……そう！　他に選せん択たく肢しがなかったからあんただったの！　だいたい、女の子に誘われたからデートって、短たん絡らく的てきすぎ。そんなんだからモテないのよ」

「そうか」

「……コノヤロ……」

「ま、降りるぞ」

　柊は何かエキサイトしているが、電車は定刻通りに駅に到とう着ちやくしていた。まだ何か言い足りなさそうにしているが、かといって公共の場で大声を張り上げて注目を集めるような羞しゆう恥ちプレイは勘かん弁べん願いたい。

「だから、違うんだからね」

　改札をぬけて駅から外のバス停付近まで進み、俺が所長からもらった地図を確認していると、横に並んだ柊がそっぽを向きながらそんなことを言う。

「あたしはただ、せっかくの休日に事務所でボーッとしてるのももったいないなぁ、って思っただけなんだから。それなら外を出歩いてた方が、いい思い出になるし」

「思い出って」

　そんな恥ずかしい単語を持ち出してまで、電車の中での話を駅から外に出た今なお引っ張らなくても……と思うのは、俺でなくたってそうだろう。

　が、柊から『思い出』なんて言葉を口にされると、事情を知っているからこそ茶化せないところもある。

　思い出がない──と、かつて柊は言っていた。

　別に小さいころの記き憶おくがないわけじゃない。これまでの人生、何があってどう過ごしてきたのか、覚えていることは覚えているらしい。だから『思い出がない』なんてことはないはずだし、仮にそう感じているのだとすれば、そんなもん、自分の気持ちひとつでどうにでもなるだろ……と、誰もが、俺だって最初はそう思っていた。

　けれど柊に言わせれば、それは知識であって経験ではない、ってことらしい。

　なんて言うのかな。地球が青くて丸い星であることは知ってるが、それを自分の目で直に確認したことがない、ってのと似たような感覚っぽい。

　だからなのか、柊は誰かとの思い出を大切にしようとするし、何かしらの思い出作りに積極的なところもある。事務所でのお誘いも、つまりそういうこと──と言うのが、柊の言い訳だった。

「わかってるよ。こっちだって冗じよ談うだんで言ってんだから、本気にすんなって」

　俺としては、こっちの軽口に柊がそこまで食い付いてくることが意外だった。そんな思い出が云うん々ぬんという話を引っ張り出すつもりはなかったし、こいつのことだから「バッカじゃないの？」の一言で終わるような話とさえ思っていたんだ。

　それがここまで話を引っ張られて、ようやく静かになったなぁ……と思ったその瞬しゆ間んかん。

「っで!?」

　背後から人の腰こし骨ぼねを狙って海かい賊ぞく船せんの砲ほう弾だんでも飛んできたかという衝しよ撃うげきが襲おそってきた。何かをされたと理解するより、何が起こったと思うほどの不意打ちであり、誰がやったと問われれば、こんな街中でそんな真似をするヤツは一人しかいない。

「何すんだっ！」

　怒鳴る俺おれを前に、見下す柊の目が据わってた。

「金輪際、あんた相手に『どっか行こう』なんて誘ってやんない」

「はぁ？」

　何を思って人を蹴けり飛とばした挙げ句にそんな宣言をしたのかわからんが、そのときの柊は、蹴り飛ばされる理不尽さに怒おこる俺の感情を根こそぎそぎ落とす迫はく力りよくを秘めていた。





　デフコンレベルを一気に三か二まで引き下げた柊を真横において、零さんの実家へ向かう道中は大人でも泣き出したくなるほど空気が重く沈しずんでいた。

　なんとなぁ～く俺が悪いのかなぁ……と思わなくもないが、その理由がいまいち判然としないことには、謝ろうにも上手く言葉が出てこない。それでも無理やり引き出したって、今の柊には逆効果な気もする。

　ほとぼりが冷めるまで距きよ離りを置き、放っておくのが一番だと思うのだが……状じよう況きようが状況だけに柊も帰ろうとはせず、結果、鉛なまりを背負って歩くような状況になっちまってる。

　何というか、最悪だ。針のむしろとは、こういうことを言うのかもしれない。さっさと用事を済ませて事務所に戻るか、可能であれば直帰したい。

「……ここか」

　地図を頼たよりにたどり着いたのは、ごくごく普ふ通つうの平屋の一いつ軒けん家やだった。

　俺と柊は、互たがいに一言も交わすことなく地図に書かれたゴール地点にたどり着いたわけだが……見た感じ、確かに神仏に関わりありそうな家には見えない。せいぜい「敷しき地ち面積はそこそこあるなぁ」と感じるくらいで、それだって都心部から離はなれているからだろうし、結果として一いつ般ぱん的てきな平屋建てであることは間ま違ちがいない。

　これが本当に、荒神退治などというわけのわからんことを生業にしている一族の住まいなんだろうか？　何より、頼りにしていた地図は所長がうろ覚えで走り書きしたものだ。あまりにもイメージとのギャップがあり、地図にこそ間違いがあったんじゃないかと思えて仕方がない。

　これでまったく見ず知らずの他人の家だったらどうしよう──などと余計なことを考えていると。

「ごめんくださーい」

　柊が、遠えん慮りよも躊躇ためらいもなく呼よび鈴りんを押して大きな声を張り上げた。こういう度胸の良さは、俺よりもわずかばかり長く『探偵』という肩かた書がきを背負っているから……か。

「は～い」

　ほどなくして、軽やかな声が耳に届いた。引き戸になっている玄げん関かんを開けて現れたのは、零さん……ではなく、零さんに近しい雰ふん囲い気きを持つ、けれど年ねん齢れい的てきにはさらに上であろう女性だった。

「あら、どちら様かしら？」

「萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所の柊美み鈴すずと申します」

　俺たちを見て戸と惑まどう女性を相手に、流りゆ麗うれいな挨あい拶さつをする柊に感心していると、しばしの沈ちん黙もくが訪れた。

　おや？　と俺が思っていると、不意に脇わき腹ばらを肘ひじで突かれる。横に目を向ければ逆に睨にらみ返かえされて、軽く顎あごをしゃくって見せられた。ああ、そうか。

「同じ事務所の、神かみ村むら悠ゆうです」

　あまりにも自然な流れで柊が挨拶をするものだから、なんとなく俺は付つき添そいで真横に突っ立たってるだけでいいような気がしてしまった。

　実際はそんなわけもなく、いくらなんでも挨拶しないのは失礼な話だ。慌あわてて簡素な自己紹しよ介うかいをした──のだが。

「神村……？」

　俺たちの応対に出てきたご婦人は、先に自己紹介した柊でも萬屋探偵事務所という名称でもなく、俺の名前に一番大きく反応してみせた。微びし笑ようを浮うかべたまま、まじまじと見つめていらっしゃる。

「あの……何か？」

「あら、これは失礼。あなたのお名前は、娘から聞きき及およんでおりまして」

「娘？」

　その娘とやらはつまり……零さんのことで間違いなさそうだ。とすれば、出てくる結論はひとつしかない。

「零さんの、お母さん……ですか？」

「はい。太た刀ち鞍くら氷ひ芙ふ美みと申します」

　道理で似ているわけだ。零さんをもう少しシャキッとさせて、上手に歳を重ねていくことができれば、目の前の氷芙美さんになるかもしれない。

「そうですか……なるほど、神村悠……さん、ですか」

　そんな氷芙美さんは、改めて俺の名前をフルネームで反すうする。

　ありふれた名前とは言わないが、かといって何度も繰くり返して口にしたくなるような珍しい名前でもない……と、自分では思っている。何がそんなに引っかかっているんだろうと思えば、その答えはすぐにわかった。

「まさかあの子が年下を選ぶとは思いませんでしたので。こうしてお会いして、少々意外に感じております」

「選ぶ……ですか」

「あなたが零の担い手だと聞いておりますけれど」

「あー……ええ、まぁ。そうらしいですけど」

「でしたらつまり、そういうことでよろしいのでしょう？」

　そういうこととはどういうことだろう……と考えて、そういえば以前、俺が零さんの担い手になったその日に、妙に訳知り顔の所長が「担い手とはつまり婚こん姻いんに近い」などと言ってたっけな。それは、零さんが身も心も捧ささげます──つまり、自身の持っている力の使用権限を俺に一任するとか、そういう意味で『婚姻に近いもの』という……話だろ？

　俺はそう思ってた。実際、法的根こん拠きよなんて当然のことながら何もなく、俺と零さんは他人でしかない。他人でしかないのだが、目の前の氷芙美さんの様子を見るに、どうにもお互いの認識に大きな隔へだたりがあるように思えてくる。

「あのっ！　そんなことよりもっ！」

　どういう対応を取るべきか考えていると、傍かたわらに居た柊がひときわ大きな声を張り上げて、強引に割り込んできた。

「あたしたち、緊きん急きゆうの用があって零さんを迎むかえに来たんです。まだ自宅に居ると思ってたんですけど」

「ああ、それでわざわざ。んー……そうね、担い手の悠さんが居るのなら、知っておくべきことかしら。わかったわ、こちらへいらっしゃい」

「あの、あたしたちは零さんを迎えに来ただけで……」

「零は家にはおりません」

　……居ない？

「ちょうど今、そのことで話し合いがされているの。お二人も聞いておいた方がよろしいでしょ？」

　零さんが家に居ないというのは、どうやら俺たちと入れ違いになったわけじゃないらしい。そのことは氷芙美さんの話から察しが付く。

　ただ、居ないということを『話し合っている』とはどういうことだ？

　俺はもちろん、おそらく柊も状況が飲み込めていないまま、氷芙美さんに家の中に招き入れられて向かった先は、縁えん側がわに面した客間だった。中からは話し声が聞こえてくるが、その一人の声音は……つい最近、聞いた気がする。

「入りますよ」

　一声掛かけて、けれど返事を待たずに氷芙美さんが襖ふすまを開く。こちらを真っ先に見たのは、上座に腰こしを下ろすガタイのいい男。ただ目を向けただけなのに鋭するどさのある視線は、それだけで妙な迫力があり、白しら髪が交じりの髪かみと顔に刻まれた皺しわから、時間とともにさまざまなことを積み重ねて来たことがわかる。

　そしてもう一人は──。

「あっ、先ほどはどうも」

　午前中に事務所へふらりと現れた星ほし上がみ絹きぬ華かがそこに居た。

　そういえば、事務所を出る際に「太刀鞍の実家へ行く」と言っていたな。だからここにいてもおかしくないのだが……では、目の前にいる初老の男が、絹華が会おうとしていた太刀鞍幻げん十じゆ郎うろうその人……と言えば、そうではないらしい。

「氷芙美、その二人は？」

　わずかに目を細め、発する言葉は低く重い。俺は言うまでもなく、ちょっとしたことなら動じないであろう柊でさえ、若干腰が引け気味になっていた。物もの凄すごく場ば違ちがいなところにやってきた気がする。

「萬屋探偵事務所の所員さんです。そしてこちらは」

　そこはかとなく逃にげ出だしたい気分になっていた俺を、逃がさないように、あるいは後ろから支えるように、肩かたへ手をぽんっと置いて──。

「零の担い手だそうですよ、お父さん」

　──氷芙美さんがそんな紹介をしてくれた。つまりこの男性は、零さんの兄という太刀鞍幻十郎ではなく、父親であるらしい。

「零の？　ほぅ……そうか」

「えっ、そっ、そうだったんですか!?」

　氷芙美さんの紹介で、絹華は驚おどろき、零さんの父親も目を細めて俺を見ている。

　何なんだろう、この空気は。『担い手』という存在を俺は軽く考えていたが、どうやら太刀鞍家ではそれなりに重要な意味を持っているのは……間違いなさそうだ。

「でしたら総そう幻げんおじさま、お二人にも内情を説明しておいた方が……その、いいのではないでしょうか」

「うむ……しかしな」

　事情はよくわからんが、どうも零さんの父親である総幻さんと絹華の間で、何かがまとまりつつあるようだ。が、総幻さんはちらりと柊に目を向ける。

「え……と？」

　さすがの柊も、場の空気を読んだらしい。俺は零さんの担い手という立場から同席を許可されようとしているらしいが、柊は違うっぽい。どうにも零さんの父親、総幻さんは渋しぶい表情を浮かべている。

「おじさま、この際ですから……」

　躊躇いの素そ振ぶりを見せる総幻さんに、絹華がフォローを入れた。

「柊さんは萬よろ屋ずやの方ですし。零お姉さんのこと、心配だと思いますし……」

「柊？」

　絹華の口くち添ぞえが効果的だったのか、総幻さんは柊に目を向けた。

「そうか、キミが柊美鈴か」

　柊に目を向ける総幻さんの眼差しは……何だろう、懐なつかしんでいるようでもあり訝いぶかしんでいるようでもあり、納得しているようでもあるが、疑っているようにも見て取れる。つまり、胸中複雑な思いがまぜこぜになってるみたいだ。

　俺なんかの読心術がそれほど正確とは思えないが……そうだな、それでもあえて強く出ている感情を言えば……動どう揺よう、か？　雄お々おしい佇たたずまいのせいか、余計に強くそう感じる。

「あ……あの、あたしが……何、か……？」

「ああ、いや……」

　視線を直に受けて戸惑う柊が遠慮がちに問とい掛けると、総幻さんは目元を左手で覆おおって顔を伏ふせた。

「龍りよ馬うまが娘むすめを引き取ったと聞いてな。あの男がまともに子を育てられるとは思っていなかったので、立派に育っていることに驚きを感じただけだ。いや、失礼。気にせんでくれ」

「は、はぁ……」

「わかった、キミもここにいてくれ。二人とも、空いている席へ」

　どうも総幻さんと絹華の様子から、今までただならぬ話をしていたってことはわかる。わかるが、詳しい状況は相も変わらずさっぱりだ。

「……ええっと、ですね」

　突つっ立ってるわけにもいかないので腰を下ろしたが、訳もわからないままそっちの都合で振ふり回まわすのは勘弁してほしい。俺たちはリメイン・ノートを探し出すため、その人手として零さんを呼ぶためにここへ来ただけなんだ。

「零さんはどこに居るんですか？」

「娘の行方は知らん。が、儂わしらの話もそのことに関係する」

「関係……ですか」

　家族も零さんの行方を知らず、絹華との話も零さんの行方に関係する話って……まさかあの人、家出したとか言うんじゃないだろうな？

「ときに少年、キミは太刀鞍家がどういった役割を背負っているか、正確に理解しているかね？」

「役割？」

　太刀鞍家の役割とやらは、直接零さんから聞いたことがない。ただ、それを知っているらしい所長の話では、『荒神退治』という、誰だれがどう考えても一般的ではない、むしろ想像すらしにくいこと──だったと思う。

　その程度の知識をそのまま伝えれば、総幻さんはわずかに頷いた。

「間違いではないが、それは太刀鞍家だけの役割ではないのだよ。そもそも、ただ一人の人間が荒あらぶる神を鎮しずめられようはずもない。荒神退治は武神を冠かんする三つの流派が共同で執とり行おこなうものだ」

　三つの流派……って、太刀鞍みたいなのが他に二つもあるってことなのか？　俺はまだ、断片的にしか見たことはないが、それでも桁けた外はずれな力を持っている零さんみたいな人が、少なくともあと二人いる……だって!?

「ひとつは儂ら太刀鞍武神流。万物一切を断ち切る『剣けん』の役割を持っておる」

「もうひとつは」

　と、総幻さんの言葉を引ひき継ぐように絹華が口を開いた。

「星上武神流。つまり……あの、わたしのこと……なんです」

「絹華も？」

　てことはこの娘も、零さんみたいに非常識極まりない人外の力を持っているのか？　けれどその佇まいは……何て言うか、浮うき世よ離ばなれした感じではあるが、穏おだやかな物もの腰ごしをしているし、そこまでの危険人物には見えない。

「あっ、えっと……わたしの一族は」

　俺の表情から何を読み取ったのか、何か言う前に絹華の方からおずおずと口を開いた。

「星上家は、各武神流を統とう括かつする役目であり、相対する敵を断ち切るべきか否かを判断する『賢けん』の一族です。その……太刀鞍が万物一切の力を断ち切るなら、わたしの一族は、現世に出現する万物一切の力を察知するもの……とでも言えばいいのか……とにかく、武力で言えば太刀鞍家に遠く及びません。そんな、怖こわいことできませんもの……わたし」

「あー……そ、そうか」

　口で言われてもよくわからないが、とりあえず零さんみたいな物ぶつ騒そう極まりないものじゃない、という認識をしていれば大だい丈じよ夫うぶなんだろう。そう思うことにした。



    

  
    
      「そして最後に、建たて守もり武神流という『堅けん』の一族がいる」

　と、総幻さんは一言付け加えた。

「荒神退治とは、各武神流それぞれが己の役目を果たしてこそ成なし遂とげられる、三剣一刀の業なのだよ」

　早い話、まがりなりにも『神』と名の付く存在を討つのに、零さんみたいな規格外の力を持っていたとしても、一人では無理と言いたいんだろう。

「あの……補足説明を、するとですね……」

　総幻さんの言葉を引き継ぐような形で、絹華が口を挟はさんできた。

「実際に荒神を討つのは、わたしたちの力ではないんです。わたしたち武神三家が共同管理する神器が必ひつ須すなんです。破は刃じんカンナギって言うんですけど……」

「神器？」

「えっと……萬屋の皆みなさんが回収されているのは、神器のレプリカ品なんですよね？　リメイン・シリーズって言う……。でも、わたしたちが持ってるのは、正しよう真しん正しよ銘うめいの神器なんです。歴史に名を残しても、別の姿に変えられて伝えられる……その……もの……って言えばいいのか」

「歴史にって……」

　そのカンナギって神器のことが伝えられてるのか？　んー……聞いたことがない。

「俺は知らないけど」

「え？　あ、そ、そうですか？　あの……今の世でカンナギと言うと、神和かんなぎ、つまり神社にいる巫女さんのことなんです。巫女の役割というのが……えっと、神の声を聞き、神を降ろし、神を鎮めるもの……なので……つまりその、そういうもの……と」

「ほー……それで？」

　理解しつつも、けれど巫女さんは人であって道具や神器ではない。今の話だけではよくわからないので先を促うながしてみれば、絹華は頭の中で文章を整理しながら言葉を続けた。

「わたしたちが持つ神器のカンナギは、本来……えっと、巫女が成すべきことを道具として落とし込めたもの……って言えばいいのかな……？　どうやらそういうものらしくて……だから、えっと……こほん」

　迷った挙げ句、絹華はわざとらしい咳せき払ばらいをして、居住まいを正すと「我が家に伝わる口伝ですが」と前置きをしてから、どもることのない朗々とした声音で破刃カンナギなる神器の説明をしてくれた。

　それはつまり──。

「万物すべてを斬きり伏せ滅めつする一ひと振ふりの剣。神が鳴き、神を薙なぎ、神を亡きものとする者、其その名は破刃カンナギ……って、言われています、はい」

　万物すべてを斬り伏せ滅するとは……またでかい風ふ呂ろ敷しきを広げたものだ。

「そんなものが本当に……？」

「ある……らしいです」

「らしい？」

「その……お恥ずかしながら、わたしはそれを見たことがなくて……。あの、総幻おじさまも見たことがない……ですよね？」

「うむ」

　なんだ……結局は伝説や伝承で語かたり継つがれるような代物ってことじゃないか。「持っている」と言っている二人が見たことないものなら、眉まゆ唾つばもいいところ……なのだが。

「ただ……それを見た人も居るようで……」

　絹華は、即そく座ざに話をひっくり返した。居るのか、見たことある人が。

「太刀鞍武神流の現当主、太刀鞍幻十郎さん……が、そうらしいです」

　その名は絹華が萬屋の事務所に来た理由にもなった人物の名であり、そして零さんの兄の名でもある。

「あの」

　今まで俺の隣となりで話を聞いていた柊が、ここに来て遠慮がちに口を開いた。

「幻十郎さんがカンナギを見たことがある……ってことは、そんなものを使わなくちゃならないことが最近あったの？」

「いえ……それは、ないです。ない……と、思うんですけど……」

　柊の質問に、答えた絹華の態度は果てしなく曖昧すぎる。

「どっちなんだ？」

「いえ、あのそれが……えっと……」

　そこまで辛しん辣らつに問い詰つめたわけじゃないのだが、絹華は今まで以上に縮こまり、ますます要領を得にくい持って回った言い回しで、言い訳じみたことを語り始めた。

　つまり、こういうことだ。

　絹華自身も、今日ここで総幻さんから聞いた話なのでハッキリしない。星上家の当主であるのに知らなかったのは、絹華の母親で前当主でもある星上静しず香かが、定期的に行わなければならなかった他家との会合をサボっていたからだ──ということらしい。

「わたしは、今年になって母から当主の座を譲ゆずり受うけて……その、会合の記録を確認しておこうと思ったら……もう一〇年近く何もしてなくて……」

　随ずい分ぶんとまあ……適当だな、先代の星上家当主は。

「それで今回、絹華は事務所に太刀鞍家の当主である幻十郎さんがいると聞いて、訪ねて来たのか」

「そう、そうなんです。母には止められましたけど……でもあれって絶対、自分のずぼらさを隠かくしたいだけなんです。ですからこうやって幻十郎さんにお会いしに……その、ご実家にお邪じや魔まさせていただいているんですけど、ご本人は四年も前から居ない……らしくて」

「それって」

　つまり……絹華の言い分をまとめると……こういうことになるんだろうか？

「幻十郎さんがカンナギを持もち逃げした……とか？」

「いえ、それはないです」

　俺の問い掛けに、けれど絹華は妙みようにハッキリと否定した。

「破刃カンナギは万物すべてを断ち切るもの。万物すべて、なんです。そこに例外はありません。扱あつかいを間違えれば使用者さえも断ち切ってしまうんです。だから……その、幻十郎さんがいないってことは……つまり、えっと……何らかの手段を用いて星上家や建守家を抜ぬきにカンナギを取り出して……だから……正しい手順を踏ふまずに神器を取り出して扱い……それで消えてしまって……総幻おじさまの考えもそうです」

　総幻さんにちらりと目を向ければ、瞑めい想そうでもしているように目をつむり、微び動どうだにせずにいる。はっきりとした肯こう定ていを示してないが、否定もしてないってことは……どうやらそれが事実らしい。

　ただ、そうやってジッとしていることが、どうも釈しや然くぜんとしない。

「なんでそんな大事なことを、総幻さんは星上家に伝えなかったんですか」

　星上家の当主である絹華が今の今まで知らなかったということは、その話は星上家そのものに伝わってないこと──ではないだろうか。

　となると、それを知っていた総幻さんは、幻十郎さんがそんな真似をしてしまったことを隠していたと思われても仕方がない。

　だが、それも違ちがうらしい。

「幻十郎が消えたことは、静香……先代の星上家当主にも伝えてある。だがあいつは『わかった。ならば放っておけ』と言ってな。我ら武神三家を統括する星上家の当主がそう言うのであれば、従うしかない」

　星上家は太刀鞍家と建守家という両家をまとめる役目を持つ、いわば上役的な位置付けだ。絹華もそう言っていた。

　にもかかわらず、その家の当主が神器の紛ふん失しつに関して「放っておけ」って……何を考えてんだ？　挙げ句、総幻さんも自分の息子が消えたってのにその言葉に従って、何もしないってのがますます理解できない。

「キミたちのような外部の者にとって、星上の言葉に諾だく々だくと従う我らは多少なりとも奇き異いに見えるかもしれん。だが、そういうルールがなければ、万物斬り伏せる神器を扱うのは危険すぎる、ということだよ。星上家の意に反し、強行した結果が幻十郎のようなことになってしまう。そのことは建守もわかっていると思っていたのだが……」

　言葉を濁にごす総幻さんの態度に、物凄く嫌な予感がする。予感ではなく、確信かもしれない。これまでの話を聞いていて、ハッピーな話になる要素はどこにもないから当然だ。

「……何が起こってるんですか……」

「幻十郎が消えたことは、建守の人間も知っている。あいつはカンナギを是ぜが非でも取とり戻もどすべきだと主張していた。だがそれも星上家の当主は突っぱねた。今はいい、とな。そのことに建守家当主、建守響きよ次うじは体面的には従う意思を示していたが……どうも、内心では違ったようだ」

「というと？」

「建守響次は星上静香の言葉に反し、それでもカンナギを取り戻さねばならん──との考えを胸の内に秘めていた。この四年間、その方法を探し続け、結果、何かしらの手段を見つけたようだ。そして」

　総幻さんはため息を吐ついた。深い深い、それこそ胃の腑ふから澱よどんだものでも吐き出すような吐と息いきを漏もらし、伏し目めがちにこう告げた。

「カンナギを呼び戻すために、響次は零に何かしらの責任を取らせようとしている」

「零さんに……って」

　なんだそれは？　というのが、俺の正直な感想だった。

　武神三家が共同管理している破刃カンナギとやらがどれほど重要なものか、零さんの担い手ではあるものの、それ以外では部外者としか言いようのない俺にはわからない。

　それに、建守武神流の当主とか言う建守響次ってヤツが、どんなヤツかも当然ながら知らないし、どれほどカンナギを管理する義務を誇ほこりにしていたのかもさっぱりだ。

　けれど、それを勝手に持ち出して自分自身も巻き込んで消してしまったのは、零さんじゃなくて兄の幻十郎さんだろう？　なのにどうして、幻十郎さんがいないからって零さんに責任を押おしつけるんだ。

「理り不ふ尽じんな八つ当たりじゃないか」

「とも言えん話なのだよ」

　俺の率直な感想に、総幻さんは首を横に振って嘆たん息そくした。

「破刃カンナギは太刀鞍家の当主にしか扱えん。建守家や星上家は、管理と使用許可を出すのが役割。故に、何処かに消えたカンナギを呼び戻せる可能性があるとすれば、それは零しかおらん」

「呼び戻す？」

　それはつまり……破刃カンナギとやらは、呼べば戻ってくるような代物ってことなんだよな？　呼べば出てくる道具ってのがどういう代物なのか、なんとなく……んー、イメージできなくもない。ヒロイックファンタジーものでも、ヒーローが武器の名前を叫さけぶと手の中に現れるってのはよくある話だ。

　だからそれはいいとしよう。ものが正真正銘の神器なら、そういうことだってあり得るだろうさ。そう信じられるくらいの耐たい性せいは、ここ最近の出来事を経てきた俺だからこそ、充じゆう分ぶん身に付いている。

「だったら、どうして零さんなんですか」

　気になったのはそこだ。

　破刃カンナギが太刀鞍の呼びかけに応えるのなら、それは何も零さんじゃなくていい話だ。同じ血筋の総幻さんだって、カンナギを呼び出すことができるんじゃないのか？

「建守が零さんだけに責任を取らせようとするのは……なんて言うか、理不尽だ。普通だったら総幻さんにだって『責任を取れ』と迫せまるもんじゃないですか」

「確かにその通り。だが、儂はもう何もできんのだよ」

　総幻さんは俺の言葉に頷うなずきつつも、右みぎ袖そでの裾すそをたくし上げて見せた。

「あ……」

　それを見て俺は言葉を失い、絹華は痛ましげな表情で俯うつむき、傍らにいた柊からも息を呑のむ気配を感じた。

　肘からその先がなかったからだ。

「す、すみません……」

「かまわんよ。儂にしても、これは自らへの戒いましめみたいなものだ」

「戒め？」

「この腕うでは──」

　総幻さんは袖そでで右腕を隠しながら、わずかばかり憂うれいを帯びた表情を浮かべて見せた。

「──幻十郎に斬られたものだ」

「え……っ？」

「あやつがまだ一〇歳さいにも満たない頃ころにな、とある事で暴走したんだよ。抑おさえることは、当時の儂でさえ無理だった。結果、あやつは人が人として当たり前に持っているであろう心の大半を失い、友を失い、許嫁いいなずけをも失った。失ったからこそ、幻十郎は太刀鞍として類い希な資質を得た。しかしそれは人ではない。人にはなり得んのだ。だから儂は、あやつを龍馬へ、萬屋へ預けた。結果としては帰ってこなかったが……それもまた、致いたし方かたのない結果だろう。誰が悪いわけでもない」

　わずか一〇歳で実の父親の腕を斬り飛ばし、その当時は太刀鞍家の当主だったであろう総幻さんでさえ抑えることができなかった男……か。

「どんな人だったんですか、幻十郎さんは」

「親の儂が言うのもあれだが……太刀鞍家が本来あるべき姿を体現していた男だ。太刀鞍家は確かに荒あら神がみ退治を生業とするが、いざそのときが来た時に、儂にそれができたとはとても思えん。そもそも、破刃カンナギを扱えたのかも疑わしい」

「そんな人が、何で勝手にカンナギを？」

「わからん。あいつはもともと感情の起き伏ふくが乏とぼしいヤツでな、口数も少なく喜き怒ど哀あい楽らくすら理解していたかも怪あやしいほどだった。何事にも興味がなかったのかもしれん。ただそれでも、零には優しさを見せていた。零もまた、そんな幻十郎を慕したっていたな」

「零さんは……幻十郎さんがいなくなったことも、勝手に破刃カンナギを取り出して消えてしまったことも知ってるんですか？」

「ああ。隠していても仕方がないし、すべて話してある。それでも零は頷くだけで、幻十郎が戻ってくることを信じる、と言うておった。その思いがあるからこそ、零ではカンナギに触ふれることすらままならん」

「何故？」

「言っただろう、カンナギは万物一切を断ち切る剣。物質的なものだけではない、主義や主張、信念、魂たましいや心といったものさえ断ち切る。扱う者は、そういうものすべてを捨て去る覚かく悟ごがなければならん」

　けれど零さんは、兄が戻ってくることを信じている。信じているからこそ、その思いが邪魔をしてカンナギは扱えないし、触れることも呼び出すこともできない──って理り屈くつか。

　さすがは正真正銘の神器だ。まさに神様が扱うべき道具じゃないか。人が扱うことを、微み塵じんも考こう慮りよしちゃいない。

「……ともかく、です！」

　どこかしら自じぎ虐やく的てきに語る総幻さんが話を終えて、重くなった場の空気を払ふつ拭しよくしようとするかのように、絹華が語気を強めて声を出した。

「今、わたしたちがしなくちゃいけないのは、響次さんと零お姉さんが会ってしまうのを阻そ止しすることです。ですから……そのぅ……」

　絹華がちらりと俺を見る。その眼差しは何かを訴うつたえているようで、その意図を汲くむことができないほど、俺は勘かんの鈍にぶい男ではない──と、思う。

「建守響次を止めろ……とか言うつもりか？」

「とっ、とんでもないです！」

　先手を打って俺がそう言えば、絹華は驚いた表情を浮かべて首を激しく横に振った。

「やめてください、それはあまりにも危険ですっ！　響次さんは建守武神流の当主なんです。萬屋の皆さんでも危険すぎます」

「そこまで……の、相手なのか？」

　それは別に自分たちの力を過信しているわけじゃない。ただ、俺も柊も一いつ般ぱん人じんとは違う非常識な能力やら道具やらを持っている。何しろ神話や伝説で語られる神器のレプリカ品を相手にしなくちゃならない仕事なわけだから、こっちの扱う力も神話レベルの力に対たい抗こうできるものになるのは当然だ。

　そして絹華は、母親が萬屋設立時の一員で、俺や柊の実力を目の当たりにしていなくとも、どの程度のものか察しが付いているはずだ。

　にもかかわらず、建守響次には手を出すなと言っている。

「お二人とも……全力を出した零お姉さんを相手に、せめて五分の勝負ができますか？」

「零さん相手に？　そりゃあ……無理だろ」

　そもそも零さんが全力を出したら、日本くらいは簡単に海に沈しずみそうだ。あの人の存在そのものが、ちょっとした神話レベルの話じゃないか。

「でしたら……あの、気を悪くされたら……申し訳ないんですけど……響次さんには手も足も出ないと思います。実力で言えば、零お姉さん以上なのは確実ですし……」

　どうやら建守響次ってヤツは、伝説や神話以上のバケモノらしい。

「ですから、お兄さんたちには零お姉さんを捜さがしていただきたいんです。それで……えっと、響次さんのことを伝えていただきたいんです」

　なるほど、そういうことか。それなら別にかまわないし、なんら問題はない。まさに事のついでという話だ……が、それは少し違うような気がする。

「ひとつだけ、はっきりさせて」

　俺が絹華の申し出に居心地の悪い違い和わ感かんを感じていると、傍らで黙もくしていた柊が、突とつ然ぜんそんなことを言い出した。

「建守は失われた破刃カンナギを取り戻すために、零さんに何らかの責任を取らせようとしているんでしょ？　それで零さんがどうなるのかわからないけれど……でも、話を聞いた限りだと、とても穏おん便びんに済むことじゃないのよね？」

　確かに、今までの流れでは『まずいことになる』という前提で話を進めている。だから絹華も総幻さんも、零さんを捜している俺たちに伝言を頼たのんでいるんだ。

「だったら、どうしてあたしたちに『建守から逃げろ』なんて言うのよ」

「え……？　で、でも本当に危険ですから……」

「そうじゃないでしょう」

　柊は、俺たちのことを気き遣づかっているであろう絹華の言葉を、あっさりと払はらいのけた。

「建守は零さんに匹ひつ敵てきするような相手なんでしょ？　そんな相手を本気で止めたいと思うのなら、なりふり構ってらんないわ。何より、状況によっては零さんより先に建守と会うかもしれない。あるいは、零さんと建守がすでに会ってるかもしれない。その場合でも建守から『逃げろ』って言うのなら、それは零さんを『見捨てろ』って言うのと同じよ」

「そっ、そんなこと……っ！」

「だから、はっきりさせて」

　柊は、真っ直ぐに絹華と総幻さんを見み据すえて問いただした。

「あなたたちは、零さんを何があっても守りたいの？　それとも、状況次第では見捨てようとしているの？」

　柊の問い掛けに、絹華が息を呑む。だからこそ、今の問い掛けが武神三家の二人にとって、すぐには答えにくい難しい質問であったことがわかる。

　この二人は確かに零さんのことを心配しているんだろう。けれど、それと同じくらいに星上と太刀鞍という武神三家の代表的な立場でもある。当然、神器として奉たてまつり、共同管理していた破刃カンナギに対する思いはひとしおだ。

　柊は、つまりこう聞いている。

　二人は零さんのことを心配しつつも、建守が破刃カンナギを取り戻すことに期待してるんでしょ？　と。

「そ、それは……その」

　絹華が、言葉を探すように口を開いた。

「星上家の当主としては……確かに、あの、破刃カンナギを取り戻すことを優先させるべきだと……思うんです。でも……」

　おずおずと、総幻さんの様子を窺うかがってから絹華は言こと葉ば尻じりを濁らせた。そんな絹華の態度は、当然ながら総幻さんも気付いている。だから──。

「武神三家を統括するのは星上の役目。儂が言えることは何もない。星上が決めたことなら、従うまでだ」

　──そんなことを言ったんだろう。そんなことを言うから。

　家系や役目に縛しばられて。

　子供の絹華にすべての判断を丸投げにして。

　そんな責任の押しつけまがいの真似をするから、だから俺おれは余計なことを言いたくなっちまったんだろう。

「今さら何を言ってんだ。星上とか太刀鞍とか関係ないだろ。二人は何をしたいんだ？　どうして俺たちに、建守のこととか話してるんだ」

　零さんに危機が迫っているのだとしても、その相手は零さんと同じ武神流の人間だ。それはつまり、武神流の内うち輪わ揉もめの話であり、部外者に話すのも躊躇ためらわれるような恥はじじゃないか。特に、家いえ柄がらを重視しているらしい総幻さんなら、いくら零さんの担い手である俺だからって、そこまでの話をするとは思えない。

　にもかかわらず、懇こん切せつ丁てい寧ねいに武神三家の役割とかカンナギとか、そんな話をしたのは何のためだ？　何のために恥を晒さらしてるんだ。

「なりふり構わず零さんを守りたいんじゃないのか？　零さんのことが二の次なら、最初からカンナギのことや建守のことなんて俺たちに話さないだろ、あんたたちは」

「それは……」

　俺の余計な一言は、絹華に何を思わせたのだろう。何かを言いい淀よどみ、何かを決意したのか、居住まいを正してから口を開いた。

「わたしたち武神三家にとって、破刃カンナギはとても大切なものです。取り戻せるなら、是が非でも取り戻したいと思います」

　それは星上家当主として、絹華自身の本心から来る言葉なのだろう。躊躇ためらいや戸と惑まどいを一片も感じさせず、今までにないほどはっきりとした口調でそう告げる。

「でもわたしは、響次さんがやろうとしていることがどのような手段であれ、零お姉さん一人にすべての責任を押しつけるやり方を好みません。幻十郎さんが破刃カンナギを勝手に取り出して使用した責任を問うのなら、それは共同管理していた武神三家全員が負うべきものだと思っています。ですから──」

　絹華は両手を畳たたみの上に置いて、額がくっつくほど深く俺たちに向かって頭を垂れた。

「お願いします。零お姉さんを守ってください。そして、響次さんを止めてください。無茶なことを言ってるのはわかっています。本来なら、星上家の当主であるわたしがそれをしなければならないことも、重々承知しています。でもわたしには、それだけの力がまだありません。わたしはまだ、名ばかりの星上なんです。ですから……お願いします、二人を助けてください」

　深く頭を下げて、俺たちに助けを求めるその言葉は、家柄なんて関係ない絹華自身の本音であることは間ま違ちがいない。それが本心だと、態度を見ればすぐにわかる。

「……と、絹華は言ってますけど。総幻さんはどうするんですか」

　だから、総幻さんも俺たちに何をさせたいのか言わなくちゃならない。星上家の当主たる絹華一人に判断を丸投げするのではなく、零さんの父親としてどうしたいのかを。

「……キミは」

　瞑想でもしているかのように目を瞑つぶって、絹華の言葉を聞いていたであろう総幻さんは、薄うすく目を開いて俺を見た。

「零の担い手だったな」

　とつとつと、そんなことを言い出した。

「キミは知っているかな？　担い手という制度は、太刀鞍家にしかない。では何故、太刀鞍家にだけそういう制度があるのか、わかるかね？」

　わかるかと聞かれても、それこそ俺にわかるわけがない。連綿と続いている制度と言うのなら、昔からそうだったから今も続いている……ってわけじゃないんだろうか？

「武神三家、特に太刀鞍家は直接荒神を討つ役割を担っている。が、実際に行われた記録は千数百年と遡さかのぼらねばならん。今や実際に我らが荒神を討てるか否かも判然としない。にもかかわらず、太刀鞍には破刃カンナギを受け入れられる器だけが残されている」

　その器があるから太刀鞍は破刃カンナギを扱える。逆を言えば、受け入れる器があるのなら、それは人ではなくなってしまう。

「破刃カンナギは万物一切を断ち切るもの。それを常に手にしていては、太刀鞍は荒神のみならず、何もかもを手当たり次第に断ち切るだろう。それでは成り立たない。だから太刀鞍は、破刃カンナギの代わりになるもの──担い手を必要とするのだ」

　それが、太刀鞍が人としてこの世に留まることができる唯ゆい一いつの接点でもある。

「それは破刃カンナギの力に比べれば弱く脆もろく儚はかないものかもしれんが、人としてなくてはならんものだ。キミは零にとって、そういう現世との繋つながりになる存在だと言うことだよ」

　強いから、強すぎるからこそ、弱くなるために太刀鞍は他者を求める……そういうことだろうか。

　つまり俺は、零さんにとって枷かせみたいなもんなのか、それとも──。

「本来なら儂が零を捜し、建守を止めねばならん。だが、すでに儂にはそれだけの力がない。だからキミに、キミたちに頼むしかできない」

　総幻さんは、苦いものを噛かみ締しめるような表情を隠すように、俺に向かって深々と頭を下げて見せた。

「娘のことを……よろしく頼む」

　現役を退いたとは言え、連綿と受け継がれている太刀鞍家の一時代を担った人が、神を直接打だ倒とうする一族の長だった人が、俺みたいな一いつ介かいの高校生に向かって頭を下げている。

　けれどそれは妙な肩かた書がき云うん々ぬんとは別に、単なる父親が娘のためになりふり構わない願いを託たくしているものだってことは……いくら俺でも、充分にわかっている。

　そんなことは、最初からわかっている。

「……だってよ、柊。どうする？」

　俺よりも、そんな二人の本心を引っ張り出したかったのは柊の方だ。もともと零さんは捜さなくちゃならなかったし、その零さんに何かがあったときには絹華や総幻さんが何を言っても自分にできることはやるつもりだったんだ。

「それが萬よろ屋ずやの仕事としての依い頼らいなら、やるわよ。もちろん」

　答えた柊は、それでもやや不ふ機き嫌げんそうだった。
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「とは言っても、結局は手がかりゼロなんだよなぁ」

　太た刀ち鞍くらの家を出て、俺が真っ先に口を開いて出した台詞がそれだった。

　今、太刀鞍家で起きている出来事がどういう事態なのかは理解した。零れいさんが居ないということもわかった。その上で、俺と柊がここまでやってきた理由は何も変わらないし、これからすべき目的にも変化がない。

　つまり、零さんを捜すということだ。

　そして手がかりが何もない状じよう況きようも、なんら変わってない。常つね日ひ頃ごろから事務所に引きこもってる人が珍めずらしく外を出歩いているもんだから、行き着くような場所がさっぱりだ。

「柊ひいらぎ、おまえの方が零さんとの付き合いは長いんだし、何かアテはないか？」

「知らないわよ、そんなこと」

　わずかな期待を込めて柊に聞いてみたのだが、返ってきたのは素っ気ないにも程がある不機嫌な声音。

「何だよ、まだ何か気にくわないのか？」

「別に。そういうわけじゃないけど」

　口で否定しても、表情がむくれ面というか仏頂面と言うべきか、憤ふんまんやるかたない感情を光化学スモッグのように発生させられていては、傍かたわらにいなきゃいけないこっちの精神的健康面も著しく悪化してしまう。

「ただね、言っておきますけど。あんなね、他所ン家の父親が娘むすめを嫁よめに出すときみたいな態度を見せられて、他人のあたしが楽しいわきゃないわよね」

「何言ってんだ、おまえは」

　娘を嫁に出す父親て。総そう幻げんさんのあの態度は、娘の身を案じる父親として至極まっとうな態度じゃないか。柊の言うような感じとは、俺には思えなかったけどな。

「ん」

　柊の態度に呆あきれていると、ポケットに押し込んでいた携けい帯たいがぶるぶる震ふるえていることに気付いた。

「あんた、携帯の電源切ってなかったの？」

「マナーモードにはしてたんだよ」

　柊の小言にいちおうの反論をしつつ、液えき晶しように映る番号に目を落とすと、事務所からの電話であることを告げていた。

　もしかして、零さんが事務所に戻ってきたんだろうか。

「もしもし？」

『やあ、お疲つかれさん』

　そんな一いち縷るの望みを懸かけて電話に出てみれば、響ひびく声音が俺の希望を木こっ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしてくれやがった。零さんではなく、所長だった。

「なんすか」

『柊くんの携帯に繋がらなくてね、キミの方にと』

「ああ、さっきまで零さんの実家で話を聞いてたもんで。柊は携帯の電源切ってたみたいですね。俺はマナーモードにしてましたけど」

『ほう、つまり総幻くんが顔を出したのか。やはりキミを向かわせて正解だったようだね。それで？』

「太刀鞍家……というか、武神三家で面めん倒どう事が起きてるみたいですね」

　隠していても相手は所長だ、どうにも千里眼っぽいものを持ってるような人なので、すぐにバレる話だろう。

　そう考えて総幻さんや絹きぬ華かから聞いた話を掻かい摘つまんで説明し、零さんを捜して建たて守もりを止めることが仕事になったと所長に伝えておくことにしたのだ……が。

『んー……また面倒なことをしてくれたなぁ。となると……』

　電話口からは、何かぶつぶつ呟つぶやいている所長の声が流れてくるが、本当に独り言レベルのぼそぼそ声なので、何を言ってるのかいまいち聞き取れない。

『まぁ、無視してもいいかな。それで？』

　ようやく聞き取れる声が聞こえたと思えば、そんな台詞だった。

「それで……って？」

『いや、それは武神三家の事件であって、僕ぼくが知りたい情報ではないよね？　キミは太刀鞍くんの担い手ということで少なからず関係があるかもしれないが、太刀鞍くんの行方を知る上ではまるで関係がない』

「まぁ……そういう話ですけど」

『で、太刀鞍くんの行方は手がかりすらなし、ってことだね？』

　確かに零さんの行方に関してだけ言えばその通りだが……何というかこう、所長の無む駄だに割り切った態度がそこはかとなく気に入らない。

「わざわざそっちから電話してきて、どうしたんですか？」

　零さんの行方がさっぱりなのは事実だが、聞かれて「はい、そうです」と答えるのは癪しやくに障るので、逆にこっちから問い返してみた。

『ああ、そうそう。そのことなんだけどね。リメイン・ノートを持ち出したのは、どうも太刀鞍くんであるらしい』

　一いつ瞬しゆん、所長が何を言い出したのかわからなかった。わからなかったが、それはつまり──どういうことなんだ？

「それって……え？　零さんが盗ぬすんだって証しよ拠うこが見つかったんですか？」

『状じよう況きよう証しよ拠うこしかないけどね。キミたちが太刀鞍くんの実家に向かったあと、もう一度リメイン・シリーズ全ぜん般ぱんの封ふう印いん装置を調べてみたんだよ。けれどどこにも不備はなくてね。だとすればどうやって取り出せるかを考えてみたんだが、彼かの女じよの場合、あらゆるエネルギーを喰くらうだろう？　とすれば、リメイン・シリーズを封印している封印装置のエネルギーを一時的に喰らうことで無効化させられるんじゃないかなぁ、と』

「それは……でも、もしかすると零さん以外にもそういう真似ができるヤツが居るかもしれないじゃないですか」

『そんな能力を持ってる人物が、そこいらにゴロゴロ居ても困るわけだが……では仮にそうだとしても、今度はラボにどうやって侵しん入にゆうしたのかという話になる。僕がラボを離はなれる時間は、そう長くない。中に入って封印装置をどうにかして、リメイン・ノートを取り出して脱だつ出しゆつするというのは……んー、現実的じゃないよねぇ』

「だったら、零さんだって所長に気付かれずにリメイン・ノートを持ち出せないじゃないですか。あの人、基本的に事務所のソファで寝ねてるし。所長がラボを離れて事務所にいるときも、零さんはいつも居るでしょう」

　少なくとも、俺が事務所に通うようになってからは毎日そうだった。それは間違いない。それ以前ではわからないが、もし俺が事務所に通う以前に所長が事務所に居て零さんが事務所にいない日があって、そのときに盗んだとしたら……それはそれでリメイン・ノートの紛失に随分と長いこと気付かなかった、って話になる。

『昨日は？』

「……え？」

『昨日の午前中は？　僕が朝、事務所に顔を出してコンビニに買い出しに行ってる間、太刀鞍くんは柊くんの部屋でシャワーを借りてたんじゃなかったかな？　時間を計ってたわけじゃないが、シャワーを浴びて事務所に戻ってくる前にラボに入り、リメイン・ノートを取り出すことはできそうだがね。太刀鞍くんはラボへの入り方も知ってるし、中に入るだけなら部外者より手間取らないよ』

「それは……」

　確かに所長の言う通りだ。零さんと所長は昨日、そういうすれ違う時間があった。あったが、でも……。

『ま、太刀鞍くんを犯人と断定しても仕方がない』

　俺が反論する言葉を見失っていると、所長の方からそんなことを言い出した。

『優先させるべきはリメイン・ノートの確保だ。盗んだ犯人が誰だれであろうとかまわない。そして一番の問題は、太刀鞍くんが今どこで何をしているかってことだね。行方知れずでは困るから、早めに見つけてもらいたい。引き続き、捜そう索さくをよろしくー』

　緊きんち張よう感も何もない台詞を残して、通話は一方的に切られた。

「どうしたの？」

　どうやら柊は、俺の通話に聞き耳を立てていなかったらしい。それはそれでマナーをわきまえた態度だと感心しよう。ただ、通話を終えたこっちの表情から、あまりよろしくない印象でも受けたようで怪け訝げんな顔をしていた。

「所長からの電話だったんだけどな」

「うん」

「あの人の見解では、リメイン・ノートを持ち出したのは……零さんじゃないか、と思ってるらしい」

「……は？　え、何で？　そもそもどうして零さんがリメイン・ノートを必要とすんの？」

「知らねぇよ。ただ、状況証拠からそうじゃないかって思ってるみたいだ。どっちにしろ、早く捜して来いってさ」

　ただ、それが一番の問題なんだ。まったく手がかりがない状況で、どうやって零さんを捜し出だせばいいんだ？

「リメイン・シリーズがどこにあるのか、捜し出せる便利な道具ってないのか？」

「そんなもんがあれば、紛失したことで騒さわいだりしないでしょ」

　至極まっとうなコメントにぐうの音も出ない。

　だったら本当にどうすりゃいいんだ……？　肩書きに『探たん偵てい』と付いている俺たちだが、その実体は探偵らしい仕事を今の今まで一度として行ったことがないド素人ってわけだ。当然ながら、不明人探たん索さくのスキルなんぞ皆かい無むに等しい。

「こういうとき、荻おぎ窪くぼさんが居ればね。そういうことも、そつなくこなす人だから」

　海外に出張したまま帰って来ない、噂うわさのあの人か。いまだに会ったことはないんだが、話を聞く限りではうちの事務所で一番まともで頼たよりがいのある人のようだ。そういう人こそ、今ここに居てほしいんだが……居ない人に頼ったって意味がない。

「ん？　荻窪さんと言えば……あ、そっか。あー、でもなぁ……」

「何だ？　何かあるのか？」

「探索作業のエキスパートが居るのよ。居るって言うか、居たって言うか……もともとフォワードの荻窪さんのバックアップやっててさ。でもなぁ……引退した人だし、協力してくれるかなぁ……」

「探索のエキスパート？　そんな知り合いが居るのか」

　そんなことに秀ひいでた人なんて、それこそ本当に探偵みたいじゃないか。うちの事務所みたいなところで、そんな平へい凡ぼんな──一いつ般ぱん的てきに見れば非ひ凡ぼんかもしれない──スキルに秀でた知り合いが居るとは驚おどろきだ。

「あんたも名前くらいは聞いたことがあるでしょ」

　俺が……名前を？

「誰のことだ？」

「映はえるさんよ」

　映？　映って……その名は確か……様々な二つ名とともに口にされていたように思う。

「奇き跡せきの人とか、全能者とか言われていたっけ？」

「そうよ。この世で唯一、すべての能力をその身に宿した全能のギフト・キャリア。奇跡の人、高たか瀬せ映。あの人だったらすぐに零さんを見つけ出せる……と思うけど……」

　何故か、柊の言葉は尻しりすぼみで弱々しくかき消えた。

「なに？」

「面倒な人なのよね、いろいろと」





　零さんの実家から住み慣れた我が町に戻ってきた俺と柊は、俺の実家の最寄り駅で降りた。事務所に戻るなら隣となり駅の方がまだ近いのだが、どうやら高瀬映の所へ向かうには、こっちの方が近いらしい。

　俺はその人がどこに居るのか知らない。知っているのは柊であり、その歩みは迷うことなく進む。国道沿いの大通りから商店街のアーケード通りに入り、通とおり抜けて住宅街との境界付近まで行けば──。

「ここよ」

　──繁はん華か街がいから住宅街に切きり替かわりそうな場所で、柊の足が止まった。

「……喫きつ茶さ店てん？」

　目の前にあるのは、どこからどう見ても喫茶店だった。それも全国展開しているチェーン店ではなく、個人経営の小さな──それでも戸建ての──喫茶店だ。

　店の名前は、英語表記で『Ｐｅａｂｅｒｒｙ』と書かれている。その意味を、隠かくれコーヒー党の俺は知っている。

　普ふ通つうはコーヒーの実に二粒つぶの平豆が入っているのだが、稀まれに丸豆が一粒しか入ってないものもあり、それをピーベリーと呼ぶ……んだったかな？　とにかく、希少性の高い豆がそう呼ばれているはずだ。それなりにコーヒー好きなら有名な話だから、探せば全国に同じ名前の喫茶店はそこそこあるんじゃないだろうか。ここも、店の名前でコーヒーメインの喫茶店と主張したいようだ。

　そんな喫茶店に、柊は俺に何の説明もなしに足を踏み入いれた──途と端たん。

「客以外はお断りしたいんだけど」

　いらっしゃいませも何もなく、客商売にしてはずいぶんと馴なれ馴れしくも突つき放はなすような声が飛んできた。柊の肩かた越ごしに店内を覗のぞき見みれば、カウンター席から覗ける厨ちゆ房うぼうで、エプロン姿の男が冷ややかな眼差しをこちらへ向けている。

　その人が、高瀬映らしい。一見すれば、そこいらにいる普通の人と変わりない……というのが第一印象だった。

「ご無ぶ沙さ汰たしてます、映さん。あ、ヒゲ生やしたんですか？　わー、とってもお似合いですねー」

「僕にお世辞が通じると思ってる？　というか、そんな棒読みだと逆に滅め入いるんだけど」

「あのですね、ちょっと一大事なんです。零さんのことで……荻窪さんもいなくて困ったことになってて……それで、」

「わかってるよ」

　柊の言葉を遮さえぎって、嘆たん息そく混じりに映さんは俺をちらりと見る。

「わかってるけど、僕はもう引退した身だよ？」

　俺を見て、何か言われると思ったが、そうではなかった。口調は柔やわらかいものの、協力拒きよ否ひの態度を崩くずそうとはしない。

「とにかく、うちは喫茶店で、今はまだ営業中なんだけどね。せめて座って、飲み物くら注文してもらいたいな」

「むー……」

　映さんに釘くぎを刺さされて、柊は渋しぶ々しぶと言った様子でカウンター席に腰こしを下ろした。かくいう俺も移動しまくりで疲れていることもあって、腰を落ち着けられるのは有り難い。ついでにアイスコーヒーくらい注文してもいいかな？　なんて思っていた。

「やっぱりダメ？　今回だけでいいから、ちょっとだけ力を貸してよ」

　まるで落ち着きのない子供みたいに、柊は店に入ったときと同じような言葉を厨房で何かしらの下ごしらえをしている映さんにぶつけている。せめて、初対面の俺に簡単な紹しよう介かいくらいしてくれたっていいだろうに。



    

  
    
      「その前に」

　そんな映さんは、何をしていたのかと言うと飲み物の用意をしていたようだ。俺の目の前にはアイスコーヒーを、柊の前にはオレンジジュースを差し出してくれた。気を遣つかってくれたのか、飲みたいと思っていたメニューだったので有り難い。

「美み鈴すずちゃん、神かみ村むらくんに僕の紹介はしてくれないの？」

　ん？　と、映さんの言葉を聞いて妙みような感じがした。

　その妙な感覚の原因が何かと言えば、アイスコーヒーのサービスや柊に紹介を促うながすような発言、そして何より「紹介しろ」と言うくせに俺の苗みよ字うじを知っていることだろうか。こっちが思うところを的確に突いて来ているように思えて仕方がない。

「ああ……ええと神村、この人が映さん。この世で唯一の全能のギフト・キャリア。で、映さん……は、いっか。どうせわかってるんでしょ？」

　えらく簡単な紹介で済まされた。何より映さんが俺のことを知ってるってのは驚きだが……ああ、この人がまだ萬屋に勤めていたころは、俺の姉さんも居たのかもしれない。それで俺のことを多少なりとも知っている……ってことだろうか。

　そんな理由かもしれないとアタリを付けていたのだが──。

「話は聞いていたけど」

　──映さんは、まるでこっちの考えに答えるようなことを口にした。

　そういえば……と、俺は最近になって覚えたギフト・キャリアの能力について記き憶おくの引き出しをひっくり返した。

　ギフト・キャリアというのは、Gene of Idiosyncrasy Factor having Trinity、略してＧＩＦＴという能力を先天的に有している能力者の総そう称しようだ。遺伝子の塩基配列を人じん為い的てきに組くみ替えることで、俗ぞくに言う超ちよう能のう力りよく的な性質が発現するらしい。

　その能力は大きくわけて三つ。

　ひとつは、触さわらずにものを動かせるＰＩ──Physical Interference──という念動力のようなもの。次に、空間を飛とび越こえるＤＪ──Dimension Jump──というテレポート。最後に、相手の心に直接干かん渉しようするＭＩ──Mental Interference──というテレパシー能力。

　俺が直接知ってるのはＰＩの能力者であり、他の能力については未知の領域だ。何しろギフト・キャリアは全世界で一〇〇〇人いるかいないかという存在らしく、出会うだけでも稀なのに、さらに一人にひとつしか能力が発現しない。

　その中で、目の前にいる高瀬映という人は、この世で唯一、すべての能力を有しているギフト・キャリアであり、奇跡の存在とさえ言われている。雌し雄ゆう同体のクワガタより珍しい存在かもしれない。

　アイスコーヒーの事といい、俺の紹介の話といい、俺がそれとなく思っていたことを先んじて話題に出したのも……もしかして、ＭＩの能力でも使っていたんだろうか。

　いったいどうなんだろうと思って映さんを見れば、口元に笑みを浮うかべられた。

「キミは考えていることが筒抜けだよね」

　読まれてる……間違いなく、この人は俺の考えを読み取っている。今このときになってようやく理解した。

「ＭＩの対処法は知っておいた方がいいよ。今後も萬屋と関わっていくのなら」

「対処法って、そんなのあるんですか？」

「あるさ、もちろん。その辺りのことは美み鈴すずちゃんも知ってるだろうから、あとで聞いておこうね。もっとも、教えてくれるかどうかは美鈴ちゃんの機き嫌げん次第だろうけどさ」

　そういう知っておかなくちゃならない話を教えてもらうのに、どうして柊の機嫌が関わってくるんだ。ギフト・キャリア絡がらみの仕事にも役立つ情報なのだから、そういうのは所員全員が情報を共有しておかなくちゃダメだと思うんだけどな。

「教えるわよ、後で。別にあたしの機嫌なんて関係ないでしょ」

　と言いつつも、何やら言葉の端はし々ばしにトゲがあるように聞こえるのは何故だろう。やはりどこか、不機嫌気分を引きずっているように思えてならない。

「美鈴ちゃんはもう少し、素直になった方がいいんじゃない？」

　そんな柊を見て、映さんは何やら面白いものでも見ているような表情を浮かべている。

「映さん、まさかあたしの心の内まで読んでないでしょうね？」

「おや、ちゃんと遮しや断だんしてるんでしょ？」

「ホントに大だい丈じよ夫うぶなの？　なぁんか信しん憑ぴよ性うせいが薄いんですけど」

「さて、どうかな」

　これは年の功と言うべきか、それとも相手の心の内を読み解く術を生まれつき心得ているからと言うべきなのか、柊を相手によくぞそこまでと感心するくらいに、からかうような態度で手玉に取ることができるものだ。

「これだから映さんと話するのは疲れるのよね。考えてることが筒つつ抜ぬけで気持ち悪いとか、そんなこと言うつもりはないですけど。でも、そういうのってやめた方がいいですよ。心を読まれて嬉うれしい人なんていないですから」

「それはつまり、読まれると困ることがあるってこと？」

　などと言いながら、によによと笑みを浮かべて俺を見る。その眼差しは、もしや同意を求めているんじゃないだろうな？　そんなことに「はい」と答えられるわけがない。

「映さんっ！　だからそういうのは──」

「太刀鞍の嬢じようちゃんのことだったね」

　さらに怒ど鳴なり声ごえを張り上げそうな柊の言葉に割り込む形で、映さんは唐とう突とつに話題を切り替えた。俺たちが何より知りたい話題でもあることから、柊も怒鳴り続けることができずに、振ふり上あげた手を憤まんやるかたない表情のまま降ろすしかない。

「何度も言うけど、僕はもう萬屋から籍せきを外した人間だよ。そっちの問題はそっちで解決してもらわないと困るんだよね」

「それはそうですけど……でも、神村から情報引っ張って状況は理解してるんでしょ？」

「まぁね」

「ちょっと待て」

　さすがに今のは聞きき逃のがせない。

「俺から何を引っ張ったって？」

「美鈴ちゃんがキミにＭＩの防ぼう御ぎよ法を教えなかったのは、僕にあれこれ口で説明するのが面倒だったからだよ」

　と、映さんはあっさりと白状した。

「キミが知ってることはだいたい僕にも流れてくるんだよね。ガラス張りの家に住んでるようなもんだよ。壁かべはもっと堅けん牢ろう強固にしとかないと」

　つまり……なんだ。この人には、俺の考えていることが常時筒抜けってことか？　それはまた……妙なことを考えているわけじゃないが、対応に甚はなはだ困る。

　人はそこまで自分に正直なままで他人と付き合えるわけじゃないんだ。筒抜けだと、何かと困るだろ。その……いろいろと。

「僕は別に気にしないけど。いつものことだし、人が僕に対してどう思っていようと興味がないから」

「俺が気にするっつーんです。人には他人に言えない秘密ってのがあるでしょう」

「ああ、そんなこと。僕も口にするつもりはないから、となると外に漏れることはないよね？　元は探偵って肩書きだし、そういうところの口の堅かたさは保証付きだよーはっはー」

　はっはー……って。

　つまりこの人には、何も隠し事ごとができないってわけか。それどころか、人の秘密も何もかもを把は握あくしてるのか。把握した上で、素知らぬ顔をしているって……もしかして、とんでもない腹黒な人なんじゃないだろうか。

　そんなことをつい思ってしまって、それもおそらく映さんには筒抜けだと思い至り、ちらりと表情を窺うかがえば……極上の笑みを浮かべられた。

　萬屋に関わりある人間は、こんなんばっかりか。

「ともかく」

　映さんは表情を戻し、柊に向き直った。

「状況がひっ迫ぱくしていることも理解しているんだよ。でもね、だからと言って僕が手を貸すことはないよ。ギフト・キャリアが関係しているならまだしも、事は武神三家の問題でしょ。一線を退いた僕が、他よ所その家の問題に関わるなんて酔すい狂きような真似をすると思う？」

「それは……そうだけど。でもお願い、今回だけでいいから。あの零さんに、万が一のことが起こるかもしれないのよ？」

「だとしたら、僕を説得するより自分の足で嬢ちゃんを捜さがした方が早いよ」

　柊がいつになく低姿勢で必死の説得を試みてはいるものの、対する映さんは頑がんとして受け付けない。萬屋の事件に関わるのが嫌いやなのか、それとも別の理由があるんだろうか。

「僕はね、決めたんだ。持っているこの力は、迫はく害がいされているギフト・キャリアを救うために使おうって」

　俺が感じた疑問は映さんに筒抜けらしい。そんなことを言い出した。

「迫害されてる？　ギフト・キャリアが？」

　俺が知っているギフト・キャリアは、映さんを除けば一人しかいない。ＰＩの能力者だったが、けっこう自じ由ゆう奔ほん放ぽうにしてたように思う。

「それはこの国だからだよ。日本には僕や所長がいるからね。ギフト・キャリアに対する迫害は少ないし、逆にギフト・キャリアの方が何かしでかそうとしても抑おさえつけることができるんだ。でも他国のギフト・キャリアは、各国それぞれで管理されているんだよね。ほら、もともと人為的に作られた存在でしょ。おまけに持っている能力は、弱くても一いつ般ぱん人じんと比べると奇き異いなものだし。あまりお聞かせできない、ひどい話もあるんだよね」

　そうなのか。そんなこと、ちらりとも考えたことはなかったが……そんな目に遭あってるのか、ギフト・キャリアってのは。

「だから僕は萬屋を辞めて、もっと自由にギフト・キャリアへの救済が行えるようにしてるってわけ」

　だから映さんは、ギフト・キャリアが関係している事件なら重い腰を上げる。逆に、ギフト・キャリアが関係してなければ何があっても手を出さない。

　それが、他のギフト・キャリアに比べて格段に強い力を持つ全能者としての、筋の通し方なんだろう。

「萬屋に籍を置いていたのも、延命措そ置ちをしてくれた所長に対する義理で……あー、でもそうか。義理、か。しまった、余計なことをべらべら喋しやべりすぎたな」

　自分の言葉で、映さんはバツが悪そうに顔をしかめた。俺を咎とがめるような眼差しで睨にらんでくるおまけ付きで。

「な……なんすか」

「このえちゃんの弟さん……か。まったく妙なのを連れて来たなぁ。やれやれ仕方がない、今回だけ力を貸してあげるよ」

「えっ!?」

　映さんの突とつ然ぜんの手の平の返し方に、俺はもちろん、柊さえも目を丸くして驚いた。いったい何を思いだしたんだ、この人。

「姉さんの名前が出てましたけど……何があったんですか」

「いや……僕がこうしてここに居られるのは、良くも悪くもこのえちゃんのおかげなんだよね。その恩を返す前にこのえちゃんは居なくなってしまったから、代わりにキミに力ちか添らぞえするのも……恩返しになるかなぁ、なんてね。思っちゃったんだよ」

　姉さんが……映さんに恩を？　全能のギフト・キャリアに恩を売るって、いったい何をやったんだ？

　……何故だろう、何事においても無駄を嫌きらう姉のことだから、映さんが恩を感じるほど積極的に手を貸したとは思えない。何かのついででそうなったんじゃないか？

「それじゃ映さん」

　そんな姉のことを知る俺だからこそ、乗り気になってくれた映さんに申し訳なく思ってしまうのだが、姉さんのことを知らない柊にしてみれば、わずかに希望の光が見えた感じらしい。期待に目を輝かがやかせている。

「あの……協力、してくれるの？」

「今回だけね」

　期待感を存分に滲にじませて尋たずねる柊に、映さんは今度こそしっかりと、嘆息混じりながらも協力を申し出てくれた──のだが。

「んー……でも、そうだなぁ。単に協力するのも癪だな」

　映さんは俺を見て、柊を見て、もう一度俺を見てから店の壁に掛かかっている時計に目を向けた。

「少し時間が必要だね。三〇分くらい……で、ちょうどいいかも」

「三〇分!?　何それ、どういうこと？」

　それが早いのか遅おそいのか、映さんがどうやって零さんの居所を捜すのかわからない俺には判断のしようがない。が、映さんのやり口を知っているであろう柊にしてみれば、時間の掛けすぎ、ということになるらしい。

「映さん、ふざけてる場合じゃないのよ？」

「いやいや、相手は太刀鞍だからね。そのくらいの手間が掛かるってことだよ。だいたい、そっちは僕に頼たのんでいるって状況だし、何より今回は神村くんへの力添えなんだよ？　美鈴ちゃ～ん、キミはおまけなんだからさ、文句言わないの」

「おまけ……って、ちょっと！　何よそれ、すっごい失礼！」

　やー……確かに映さんが言うことはもっともだが、柊が怒おこるのも理解できる。

　そりゃあ、客観的に見て柊の立場が映さんの言うとおりだとしても、言われた当人は理由や状況を問わずムカッと来るもんだろう。特に瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きのごとく、すぐ頭に血を上のぼらせる性格なんだから尚なお更さらだ。

　そんなことは俺にだってわかっているんだが……人心を完かん璧ぺきに把握できているであろう映さんが、何故にそんなことを言い出したのかまるでわからん。

「わかったわよ！　きっかり三〇分後にまた来るから、それまでに調べておいてよね！　もしっ！　その時になってまたふざけたこと言ったら、次はぶっ飛ばすわよ！」

　借金の取り立て人と言うには立場が弱すぎる気もするが、迫はく力りよくだけならそういうものに匹ひつ敵てきするであろう勢いで捲まくし立たて、柊は大おお股またで店の外に出て行ってしまった。

「なんだってあんなこと言うんですか……」

　がしゃんっ！　と乱暴に店のドアを叩たたきつける勢いで柊が出て行ったものだから、俺はささやかながらも映さんに抗こう議ぎのひとつでもしておこうと思った。いくらなんでも、今のは映さんに非がある。

「いやあ、なんて言うか美鈴ちゃんのことは妹みたいに思っててね。あの子の積極的なんだか奥おく手てなんだか、よくわからないとこはどうにかした方がいい……なんてね」

「はぁ？」

「というわけで、見ての通り美鈴ちゃんはご機嫌ナナメなんだよ」

　何が「というわけ」なんだ。その接続詞を、この人はちゃんと自分の言動に結びつけているんだろうな？

「見ても何も、あらゆる観点から考えて映さんのせいでしょう」

「それでなんだけど、あの娘の機嫌を直しといてよ。さすがにさ、女子高校生に嫌われたままというのは、おじさん的にも寂さびしいんだよー。若いキミにはわからないかもだけど」

　自分で柊の機嫌を損ねておいて、何言ってんだこの人は……と、いかん。余計なことを考えても読まれてしまう。ここは冷静にいこう。

「あのですね、心読まれてるでしょうから思うことそのまま言いますけど、あんたアホですか？　柊が怒るのも映さんが言葉を選ばないからでしょう」

「そうかなぁ、ウチに来る前から怒ってたみたいだけど。いいじゃないか、三〇分もあれば大丈夫だよ。できるできる。あ、それならあれだ、太刀鞍の嬢ちゃんの居場所捜すための条件ってことで」

　本気で言ってるのか、この人は？　本気で言ってるんだろうな、たぶん。

　相手の考えていることがわかるから、自分の方もできるだけ包つつみ隠さず話しているような雰ふん囲い気きは、柊との会話を横で聞いていても感じていた。逆を言えば、物事を深く考えずに動くタイプなのかもしれない。

　だから今こうして俺に出している注文も、ガチで頼んでいるんだろう。

「だからって──」

「ちょっと神村！　何やってんのよ、映さんの邪じや魔ましてないでとっとと行くわよ！」

　反論しようとしたその矢先、店から出て行った柊が舞まい戻もどって来るなり怒鳴りつけてきやがった。今にも人の首根っこを引っつかみ、引きずらんばかりの剣けん幕まくに返す言葉もない。

　あれの機嫌を良くしろとは、神様だって無理じゃないのか？

「簡単に機嫌はよくなると思うよ。たぶんね」

　気楽そうな映さんに文句の一言でもと思うのだが、どうやらそんな暇ひまはないらしい。





　零さん探索のために、俺に新たなミッションが追加された。それはすなわち、目の前で肩かたを怒らせながら前を行く柊の機嫌をプラス方向へシフトさせることだ。

　かなり難易度の高いミッションだと思う。どれほどひいき目に見ても、あの柊の機嫌が『簡単に』よくなるとは思えない。

　どうしたもんかな、これは。

「ちょっと神村」

　はぁ、とため息を吐ついていた俺に、柊の険のある声が飛んできた。

「この辺りってあんたの地元でしょ？　どっか時間潰つぶせそうなとこないの？」

「んー……特に何もないな。駅前まで戻ればゲーセンなり本屋なり喫茶店なり、何でもありそうだが、ここからだと往復で三〇分くらいかかるんじゃないか？　せいぜい、商店街の入り口辺りをうろつくくらいが関の山だな」

「えーっ。この近所で何かないの？」

「ここまで来ることもそうそうないからなぁ、あんまよくわからん」

「つっかえないわねー……」

　どうして俺は、あまり立ち寄らない近所の地理に疎うといだけで、柊に蔑さげすみの視線を向けられなければならないんだろう。そこはかとないやりきれなさを感じるが、柊の機嫌をせめてフラットな状態にしなければならない以上、食くって掛かるわけにもいかない。

「まぁ、なんだ。お互たがいに何があるかもわからない場所ってことだし、適当にぶらぶらするのもいいじゃないか。零さんのことで焦あせる気持ちはわかるけど、今は待ちの状態だろ」

「わかってるわよ」

　いやあ、その吐き捨すてるような言い方は、まるで何もわかってないよなぁ……と、誰でもいいから問とい掛けて、自分の認識が間違ってないことを確認したい。

　結局、無目的であちこちぶらぶらするには場所が厳しい。ここがメジャーな観光名所ならいざ知らず、どこにでもあるようなごくごく普通の街中なのだから当然だ。向かう先も一度通った道でしかなく、脇わき道みちに逸それても迷ったら困る。

　気がつけば、俺たちは商店街入り口まで戻ってきていた。映さんの店からここまで、ロクに何もないんだから仕方がない。逆を言えば、それだけ映さんの店は立地的にかなりマズいということだ。何であの人、あんなところで喫茶店なんて開いたんだろうな。

　商店街のアーケードに吊つるされている時計に目を向ければ、一〇分くらい過ぎているだろうか。往復で考えると、商店街で一〇分くらい時間を潰せる計算になるが、ゲーセンみたいなアミューズメント施し設せつに立ち寄るには時間が短すぎる。

　そんなことを考えていたから、だろうか。柊が立ち止まっていることに気付かなかった。

「何やってんだよ」

　柊が足を止めて見ていたのは、古着屋の商品だった。視線の先にあるのは、季節を先取りした薄うす手でのワンピース。

「服でも買うつもりか？」

「見てただけ。買ったって、今は持ち歩けないし。気にしないで」

　そりゃそうだ。

「まぁでも、まだ時間もあるし見てる分にはいいんじゃないか？　目星でも付けとけばいいんじゃね？」

「んー……じゃあ、ちょっとだけ」

　ガサツで男勝りなところもあるが、なんだかんだ言っても柊だって女の子ってわけだ。買わずとも、服を見るのは嫌いじゃないらしい。俺の提案に乗っかって、ふらふらと店の中に入っていった。

　遅おくれて俺も店の中に入れば、柊はすでにあれこれと物色していた。見ているのは、やはり店頭で飾かざっていたワンピースと似たようなものだが、目つきがえらいマジになっている。こういうとき、男としてはどうすることが正解なのかわからんが、柊に対してならなんとなくわかる。

　声を掛けられるか時間になるまで、邪魔しないで見守ろう。

「ねぇ」

　時間切れになる前に声を掛けられた。

「どっちがいいと思う？」

　と言って、柊は派手な柄がらが目を引ひくワンピースと青い無地色の地味なワンピースを俺の前に並べて見せた。とにかくワンピースが欲しいらしい。

「ど──」

　っちでもいい、と言いかけて、つい言葉を詰つまらせる。こういう状況では、そんな台詞を口にすると怒らせる結果になることを俺は知っている。

「──ちらかというと、派手めな方、かな？　うん」

「えー、そっかなぁ。うーん、そうかなぁ……こっちも悪くないと思うんだけど」

　人の意見を聞いて、ますます悩なやむなら聞いてくるなと言いたくなった。

　どうしてこう、女性というのは服とかアクセサリーとか、そういう装そう飾しよ品くひんの選せん択たくになると優ゆう柔じゆ不うふ断だんになるんだろう。

「あんた、派手な方がいいの？」

「ん～？　いや、おまえはほら、髪かみの色も明るいし、地味な感じより似合いそうだなと思っただけだけど」

「あ……そう？　あたしに似合う……ね。ふーん、そっか」

　何を人の台詞を反すうしてるんだと思いつつ、下手なことを言うのもヤブヘビになりそうなので口を閉ざし、ちらりと時計に目をやれば、そろそろ映さんの店に向かった方がいいような頃ころ合あいになっていた。

「そろそろ時間だぞ」

「え？　あ、うん。あー、でもどうしよう。買っちゃおうかな……」

　さっきは「買ったって持ち歩けない」とか言ってたくせに、考えを一八〇度ひっくり返しやがった。まぁ、その辺りは柊の自己責任でどうにでもしてくれてかまわないのだが、買うなら買うで早くしてほしい。

「うーん……あ、けっこうするなぁ……う──ん……」

　あーもうこいつは。

「悩むくらいなら買っとけよ。これからまた映さんのところに行くんだし、荷物になるなら預かってもらえばいいだろ」

「うーん、そうなんだけど」

　繰くり返かえしになるが、もう一度言っておこう。

　あーもうこいつは。

「わかった、買ってやる」

「え？」

　俺がそう言えば、柊はことさら驚いたような表情を浮かべてみせた。

「欲しいんだろ？　いいよ、買ってやる」

「え、でも。いいわよそんな」

「いいっていいって。あれだほら、前回のお礼ってことで」

　本当はあまりよくないが時間がないから、ってのは言うまでもない。

　ただ、妙に遠えん慮りよがちな柊に俺の本音をそのまま告げれば気分を損ねて意固地になり、頑かたくなに拒否し出すかもしれない。映さんから与あたえられたミッションには柊の機嫌をよくしておけというのもあったわけだし、これで少しでも柊の機嫌がプラス方面に推移してくれるなら安いもんだ。服一着くらい、そこまで高いもんでもないだろうしな。

　えーと……一万二八〇〇円……いちまんにせんはっぴゃくえん!?　税抜ぬき価格でこれなのか？　違ちがうのか？　どっちにしろ万札一枚は確実に吹ふっ飛ぶじゃないか。

　……なんで女性物の服はこんなに高いんだ。しかも古着だぞ？　ビンテージものとか言わないよな、これ。

「…………」

　ちらりと柊の様子を窺うかがえば、期待と不安に胸むね一いつ杯ぱいとばかりに目を輝かせていやがる。今さらおあずけってことには……できないよなぁ、あんな顔をされてると。

　胸の内で盛大にため息を吐いて、仕方なしにレジへ向かった。あのとき、無地色のワンピースを選んでいればよかったと正直思う。値段は見てないが、おそらくあっちの方が安かったに違いない。経費で落ちないかな、これ。

「ほら……大事に着てくれ。いやマジで。できれば着潰すくらい着てくれ」

「う、うん……ありがと。大事にする。ホント、ありがと」

　俺おれが血けつ涙るいを流さんばかりに自腹を切って買ったワンピースを渡わたせば、柊はしおらしい態度で素直に頷うなずいた。拍ひよ子うし抜ぬけするくらいに素直すぎて、こっちこそどんなリアクションをどう取ればいいのか、迷うくらいだ。

「いやあ……そこまで感謝してもらえれば、こっちとしても本望だが……なんつーか、大おお袈げ裟さすぎやしないか？」

「え、そっ、そ……っかな？　だってあたし、男の人からこうやってプレゼントもらうことなんてなかったし……それにほら、あんたがこんなことしてくれるなんて思ってもいなかったから……うわっ、これちょっと本気で嬉しいかも」

「そ、そうか？　あー、とにかくほら、映さんのとこに戻るぞ。時間もないし」

「あ……そうね。うん、そうだった。あー、そうだ神村」

「何だよ」

「えっと……服、買ってくれたついでに……」

　何かを言いかけて、けれど言こと葉ば尻じりは風にかき消えて、柊は目元を隠すように俯うつむき加減のまま、所在なげに右手をフラフラさせている。何かのまじないか、あるいは身体的な発作なのか、それは。

「何してんだ？」

「あー……うー……その……な、何でもない。うん、何でもないっ！　いいからほら、早く映さんのとこに戻りましょっ！」

　何かを吹っ切るように、あるいは意を決したように、柊はまごついていた自分のことを棚たな上あげにして急かしたて、人の手を痛いくらいに強く握にぎるや否や、力任せに荷物を引っ張るような足取りで駆かけ出した。

　いったい何があったんだ？　何を考えているのか、その表情から探ろうにも、ちらりともこちらを見ようとはしないのだから──当然、俺にはわかりようもない。



    

  
    
      「やあ、お帰り」

　喫茶店『Ｐｅａｂｅｒｒｙ』のドアを開けて中に入れば、映さんは俺たちだとわかっていたのか、そんな言葉で出で迎むかえてくれた。

　それにしても、それほど広い店ではないにしろ、客が誰だれ一ひと人りとしていないってのは問題ありじゃないだろうか。これなら店を閉めていた方が赤字は少なく済むような気がしないでもない──なんて思っていると。

「趣しゆ味みでやってる店だからね」

　映さんが、こっちの考えを読み取ってそんな言い訳をする……と、こう思う考えすりゃ読まれているのか。何も言わないが、笑顔を浮かべている映さんがそこはかとなく怖こわく見える。柊からＭＩの防ぎ方ってのを聞いておけばよかった。

「で、映さん。零さんはどこにいるの？」

「んー」

　柊に詰め寄よられ、映さんは考える素そ振ぶりを見せながら視線を俺に向けてくる。密かに俺に与えた柊の機嫌回復ミッションの結果を探っているんだろうか。

　これといったご機嫌取りをした覚えがないので、映さんの要望に応えられている自信はないのだが──。

「へぇ、服なんて買ってあげたんだ。神村くん、奮発したね。よかったね、美鈴ちゃん」

　映さんは視線を流し、柊が持っている買かい物もの袋ぶくろに目を留めてそんなコメントを口にした。

「どっ、どうでもいいでしょ！　それより零さんの居場所は!?」

「うん、わかってるよ」

　咄とつ嗟さに買い物袋を後ろ手に隠して詰め寄る柊に、映さんは素直に頷いた。どうやら俺のミッションは無事完かん了りようしていたらしい。

「山、だね」

「山？」

「あそこは何か地名が付いてたかな？　んー、よく知らないんだよね。ええと」

　言葉で説明するのが難しいと感じたのか、この地域一帯の地形図を厨房から取り出してカウンター席に広げて見せた。

「なんでこんなもんが厨房にあるんですか」

「用意してたに決まってるじゃないか。嬢ちゃんはたぶん、この辺り」

　と言って映さんが指で囲んだのは、俺らが住む街からさらに西に行った山間部。それも、かなりの奥おく地ちである。零さんの実家より、さらに奥おくまったところだ。地図を見た限りでは、ちゃんとした道路も通ってない。

「本当にここにいるんですか？」

「映さんの探索精度は確かよ。零さん相手だから範はん囲い広いけど、本来ならピンポイントで見つけられるもの」

　疑う俺に、映さんではなく柊が太たい鼓こ判ばんを押おしている。人間性は別として、そういうところは信用しているらしい。

「でも、どうしてこんなところに……？」

　確かにそれは俺も思うところだ。あの零さんが、拉ら致ちられて山やま奥おくまで連れて行かれるとは思えない。ただ、すでに建守と接せつ触しよくして……ってことはあり得るかもしれないが、だとしても場所が山奥ってのは納得がいかない。

「零さんが無事かどうかはわかるんですか？」

　どうにもこういうとき、悪い方向に考えが巡めぐってしまう。あの人に万が一はないと思うが、それでも零さんの実家で絹華は「響きよ次うじさんは零お姉さんより上」と言っていたのが忘れられない。

「たぶん、大丈夫だよ。まだ動いてるっぽいしね」

　そういうことまでわかるのか。自分で聞いておいて何だが、飄ひよう々ひようとしていても全能のギフト・キャリアなのは伊だ達てじゃないらしい。

　となると……考えられるのはやはり、自分の意思でこんな山奥まで向かったってことか。

「ついでに、状況を知ってるみたいなんで聞きますが……建守響次ってヤツがどこに居るのかもわかります？」

「いや。僕ぼくは彼かれに直接会ったことないからね。そういう相手や見たことない物は、居場所を探ることもできないよ。どっちにしろ、行けばわかるんじゃない？」

　と、映さんは言う。その言い方が、どうにも気に入らなかった。

「何を知ってるんですか、映さん。零さんがこんな山奥にまで出向く理由ってのを、まるで知ってたような口ぶりじゃないですか」

「ん？　いやあ、たいしたことじゃないよ」

　肩をすくめて俺の言葉を受け流す映さんだが、その態度はあからさまだった。ただ、それは俺たちに教えられないこと──とも言いたげだ。

「ほら、言っただろ？　僕は元が探偵だから口は堅いんだよ～ってね。そしてキミたちも探偵だろ？　探偵なら、気になることを自分たちの手で暴いてみればいいんじゃないかな」

「そうね、確かに映さんの言うとおりね」

　やや挑いどむような映さんの挑ちよ発うはつじみた発言に乗っかるつもりはないのだが、そういうものに簡単に食い付くのは柊の役目だ。ふん、と鼻を鳴らして地図から視線を上げると、真っ直ぐ映さんを睨ねめ付つけた。

「あたしたちは零さんを捕まえなきゃだから、ここまで行かなくちゃダメなわけだし。だったら、映さんを問い詰めるより、行って確かめた方が手っ取り早いわよ」

「けど遠いな。今から向かうにしても、日が暮れちまうぞ」

　何しろ場所は零さんの実家よりさらに奥まったところだ。片道だけで二時間……余よ裕ゆうを持って考えれば、三時間は覚かく悟ごしといた方がよさそうだ。

「大だい丈じよ夫うぶ、電車よりも早く到とう着ちやくできる便利な移動手段があるから」

　移動手段？　電車よりも早く目的地に到着できる方法があるのか？　車やバイクなんて高校生の俺たちには使えないし、タクシーを使うにしても距きよ離りが遠すぎる。まさか、移動用の妙な道具があるとか言い出さないよな？

「そういうわけで映さん、送って」

　そこはかとなく不安に思っていれば、柊が取った行動は映さんへお願いすることだった。それがこいつの言う『便利な移動手段』らしい。

　そんな無茶な懇こん願がん……というよりも、命令口調に近い柊の発言を受けて、映さんは驚おどろくよりも戸と惑まどうよりも、嘆たん息そくして呆あきれ返っていた。

「まぁ、これはサービスね。でも、んー……飛ばすにしても、着地点は保証できないよ？」

「いつも通りの場所でしょ？」

　飛ばすって何だ。着地ってどこに？　いったい柊は映さんに何をさせるつもりなんだ？

「よかったわね、神村」

　と言いつつ、俺への説明を後回しにして、柊は何を思ったのか、人の背後から腰に手を回してしがみついて来やがった。

「おっ、おい何だよ!?」

「貴重な体験よ。ＤＪで一気に別の場所まで飛ばされる人なんて、そう滅めつ多たにいないんだからね」

「……え？」

　ＤＪ……って、ちょっと待て。いったい映さんに……ＤＪで別の場所まで飛ばす!?

「マジでそんなことするつもりか!?　いやでも……ちょっと待ってくれ。飛ばすって……大丈夫なのか!?」

「何を慌あわててんのよ。ひっついてるこっちだって恥はずかしいんだから、男らしく覚悟決めなさい！　あ、映さん。これ、この荷物預かっててください。じゃ、お願いします」

　柊は俺が買ってやった服をカウンターテーブルの上に置くと、さらにギュッと力を込めて密着してきた。

「文句を言わないって約束してくれるならいいけど。それとひとつ、忠告もしておくよ」

「え？」

「建守にだけは絶対に手を出すな。彼はけっこう、見境がないらしいよ？」

　映さんのそんな台詞が聞こえた──瞬しゆ間んかん。

「え……ぅええぇぇっ!?」

　こぢんまりした喫きつ茶さ店てんの風景から一転、息もできないほどの突とつ風ぷうが顔にぶち当たり、見み渡わたす周囲が青一色に染め上げられ、足下の遥はるか遠くには隆りゆう起きした緑の絨じゆ毯うたんが目に映った。

　不安になりそうなほどの浮ふ遊ゆう感が全身を襲おそってきたのは、その直後だった。

「こっ、これ、おまっ……うぉああああっ！」

　映さんは、俺と柊をＤＪで飛ばした。それは間ま違ちがいない。呆あつ気けないほど一いつ瞬しゆんで、何の感かん慨がいも感動もなく飛ばされている。

　そして飛ばされたその先は……おそらく、上空一〇〇〇メートルから二〇〇〇メートルの間くらいの、それはもう、見事に何もない空中だった。



    

  
    
      四章　建守響次の狙いと太刀鞍零の決意






　パラシュートも何もなく、空の彼方かなたに飛ばされた人間がどうなるか。

　考えるまでもなく子供にだってわかる理り屈くつを、俺は今まさに身を以て体験していた。ここからどうやって着地しろってんだ!?

「こらバカ暴れんなっ！　落ち着きなさい、大丈夫だって！」

　俺にしっかりしがみついている柊ひいらぎがそんなことを言うが、この状じよう況きようにあって何がどう大丈夫なのか説明してもらいたい。そもそもスカイダイビングの経験すらない俺は、こんな上空に放り出されてどうすりゃいいのかさえわからないんだ。相対風を受けて身体バランスを取るのだって難しいんだぞ。

　そうこうしている間にも、地面はぐんぐん近付いてきている。これはどうひいき目に見ても、木々に引っかかったって大おお怪け我がどころか即そくあの世行きだ。

「どっ、どどど、どっ！」

　どうしろって言うんだ、という言葉が声にならない。

「大丈夫だってば」

　焦る俺とは対照的に、柊は微み塵じんも慌てちゃいなかった。いざというとき、女は男よりも度胸があるって話を小耳に挟はさんだことはあるが、実際その通りなのかもしれない。

　物もの凄すごい勢いで近付いてくる地面。そそり立つ杉すぎの木が、俺たちを突き刺さそうと待ちかまえる針山のように一本一本しっかり見えてきた──そのとき。

　がくんっ！　と、急速に落下速度が遅くなった。それこそパラシュートが開いたように、ふわりとした浮遊感が身体を包み込んでいる。

「護ご符ふで相対速度を相殺したの。あたしがパラシュートの代わりみたいなもんね」

　状況の理解ができずに戸惑っていると、背後の柊がそんな説明をしてくれる。

　そういえば、こいつにはそういうことができる道具──刻印護符があった。

　折りたたみ携けい帯たいを広げた程度の大きさの紙に、点と線と面で書き記したことを具象化することができる魔ま導どう具ぐ……らしい。

　柊に言わせれば、文字さえ覚えれば誰だれにでも使えるし、記した文字が正しければ理論的にできないことはない──とのことだが、文字はかなり繊せん細さいで、点の大きさ、線の長さ、面の広さが少しでも違うと意味も変わり、下手すれば暴走することもあるとかなんとか。

　だからなのか、柊が好んで使うのは簡単な文字で、その用よう途とは壊こわれた物を直したり人の傷を癒いやしたり、光線を撃うち出したりと、その程度だ。



    

  
    
      「空を飛べる文字、覚えたのか」

「飛べるって言うか、風に干かん渉しようする文字ね。こういう自由落下の速度を、空気の層を作って緩ゆるやかにするとか、そんな程度で精せい一いつ杯ぱい。空を飛ぶには風より重力に関する文字になるから、難しすぎるのよ。覚えても、咄嗟の時に正確に書けるとは思えないし」

　そういうことで、柊はこうやって上空一〇〇〇メートル以上の場所に瞬間移動させられても平然としていられたわけか。

「こういう遠えん距きよ離りまで飛ばすとき、映はえるさんって壁とかにめり込まないように空に放り投げるのよね」

「先に言えよ、そういうことは」

「ネタバレなんて興きよ醒うざめじゃない？」

　そんなことはない。俺はあれだ、推理小説であらかじめ犯人がわかっていても、最後まで楽しめる人間なんだ。こんなサプライズはいらん。ヒヤヒヤして損した。

　なんにしろ、これであとは無事に軟なん着ちや陸くりくできれば言うことはない。タンポポの種のように風に乗って落下しているのだから、着地も楽に……。

「なぁ、柊」

「ん？」

「心なしか、落下速度がまた速くなってないか？」

「え？　そんなことは」

　と、柊が言いかけたときだった。ようやく一番背の高い杉の木に差さし掛かったころだろうか、強きよ烈うれつな力で地面から引っ張られるような感覚が襲ってきた。

「いっ!?」

「きゃああっ！」

　柊が悲鳴を上げるなんて、もしかすると極めて珍めずらしいことかもしれない。それこそ優う曇どん華げの花が咲さくようなもんだ。

　そして次の瞬間には、ベキボギズザザザザゴキュッドスッ！　と、多種多た彩さいなオノマトペが入り交じり、ほどなくして俺と柊は仲良くそろって地面に落下した。それでいて無事だったのは、杉の枝に引っかかり、引っかかった枝が折れ、その下の枝を巻き込んで、それすらもへし折って地面まで落下したからだろう。不幸中の幸いとでも言うべきか、数多くの枝がクッションとなってくれた。骨折すらしていない。人って意外と丈じよ夫うぶなんだな。

「ったたたた……」

　そしてこっちは、俺よりもさらに軽傷であるはずだ。あんな突然の出来事であるにもかかわらず、しっかり抱かかえて守ってやったんだから、軽傷でなくちゃ困る。

「どーなってんだ、おい……」

「途とち中ゆうで護符の効果が切れちゃったみたい。効果時間の調整ミスかも」

「おまえなぁ……」

「あー、ごめん。使い慣れてない文字だから……あー……」

「…………」

「あーもー、ほら、服とか怪け我がとか治してあげるから」

　睨む俺の視線から逃れるように、柊がいそいそと護符を取り出して俺に張り付け、べりっと破いた。一枚目で細かい擦すり傷きずや打ち付けた打だ撲ぼくの痛みは消え、二枚目で破けた衣服も元に戻る。

　確かにこれで元通りだが、元に戻ったからってそれでよし、ってわけでもない。

「次はないと思え」

「だから、ゴメンだってば」

　……ったく、こいつは……。

「しっかし」

　ひとまず柊に対する怒りの矛ほこ先さきを引っ込めて、俺は周囲を見渡した。辺り一面、背の高い杉の木に覆おおわれており、まだ日が昇っている時間だと言うのに薄うす暗ぐらい。とても軽装で入り込むような場所ではなく、登山ルックよりも探検家ルックの方が場の雰囲気に合うほど深い森の中だ。

「こんなところに零さんが本当にいるのか？」

「…………」

「柊？」

　話しかけても反応のない柊に、不ふ審しんに思って顔を見れば怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

「どうした？」

「え？　あ、ううん。ただ……なんだろう、ここ、嫌な感じがする。上手く言えないけど」

「んー？」

　見た感じ、怪あやしげな洞どう窟くつや曰いわくありげな遺い跡せきもない。『深い森の中』と言えば誰もが同じイメージを抱いだくであろうこの場所に、柊がそこまで怪訝な表情を浮かべる理由はない、と思う……のだが──。

「何の騒さわぎかと思って来てみりゃ、人が降ってくるたぁな」

　──唐突に、あまりにも唐突に声が降ってきて、俺と柊は弾はじかれたように振り返った。

　何しろ、気配もなければ茂しげみを掻かき分わける音さえ聞こえて来なかったんだ。最初からここに居たのかもしれないが、だとすれば俺たちが気付くことなく周囲と完璧に同化していたことになる。

　そこに居たのは、最初熊くまかと思った。それくらいの巨きよ躯くを持つ、ガタイのいい大男だ。肩には広げた手の平と同じくらいの幅はばがある板のようなものを担ぎ、精せい悍かんな顔つきはどこかふてぶてしく、こちらに向ける眼差しは探るようであり、楽しんでいるようでもある。

「誰だ……あんた」

「そりゃこっちの……ん？」

　俺が絞しぼり出だした声に、男は反応する。けれどそれは問い掛けた言葉にではなく……何故だろう、俺の姿に何か感じるところがあるような、そんな素振りを見せた。

「おまえ……神かみ村むら悠ゆうだな？」

「え？」

　ずばりと名前を言い当てられた。こんな真似をされたのは本日二度目である。その一度目は映さんだが、彼の場合は全能のギフト・キャリアだから仕方がない。

　だがこいつは？　どうして俺のことを知ってるんだ。俺はいつから、自己紹しよ介うかいせずとも名前が知られるほどの有名人になったんだ？

「誰だ、おまえは」

　再度問い掛ければ、男は吐き捨てるように鼻先で笑った。

「てめえは知らなくて当然か。だが、わかってんだろ？　ここに来たのがいい証しよ拠うこだ」

　男は担いでいた鉄板を地面に突つき刺した。重々しい音を響ひびかせたそれは、改めて見るまでもなく、何であるのかがわかる。

　握り手には乱暴に布がまかれ、刀身は幅が広く反りもない──それは刀。あるいは剣けん。

　そんなものを持ち歩き、こんな山奥に居るであろうことが安易に想像できる相手は、一人くらいしか思おもい浮かばない。

「建たて守もり……響きよ次うじ……？」

「『さん』を付けろよ、クソガキが」

　男はふてぶてしい笑みを浮かべて、そう言った。

　こいつが……建守響次。

　零さんや絹きぬ華かと同じ武神の名を冠かんする一族に名を連ね、その名を知る者は誰もが口をそろえて「手を出すな」と言い、建守武神流の当主にして失われた破は刃じんカンナギを探し求めている男。

　そして、自分の一族しか取り出せないはずだった破刃カンナギを太た刀ち鞍くら家当主である幻げん十じゆ郎うろうさんに勝手に持ち出された挙げ句、取り出した本人もろとも消失してしまったために責任を零さんに負わせようとしている──というのが、同じ武神三家の絹華と総そう幻げんさんの見解だった。

　だから俺と柊は、建守響次が零れいさんと接触する前に零さんを捜さがし出さなければならなかったのだが……よりにもよって零さんより先に建守の方と遭そう遇ぐうするとはね。運がいいのか悪いのか、おそらく、最悪な状況と考えてよさそうだ。

「しっかし……神村の弟が、この状況でここへ来るたぁな。冗じよ談うだんにしても笑えねぇ」

　その最悪な状況を作り出している男が俺たちを、いや俺だけを注視して口を動かした。

「……なんだって？」

　これは……つまりどういうことだ？　どうしてこいつは、俺のことを『神村の弟』なんて呼ぶんだ？　それはつまり……それじゃまるで──。

「おまえは……姉さんのことを知ってるのか」

「あ？　……ああ、そうか」

　建守は俺の問い掛けを聞いて何を思ったんだろう、呆れたようなため息を盛大に吐き捨てて、天を仰あおいだ。

「おまえら、ここへ何しに来やがった？」

　なんだ……こいつ。何を言ってるんだ？

　何かがどこかで食い違ってるような気がする。シャツのボタンを掛け間違えて、居心地の悪い気分を味わってるような感じだ。

　どうする？　こいつを前に、どうするべきだ？　絹華や映さんは、建守に手を出すなと言っていた。それは俺や柊の手には負えない相手だからと直接的に、あるいは言外に含ふくんでいた。

　だが、実際に本人を前にしてみると、そこまで圧あつ倒とう的てきな存在であるとは思えない……いや、それは零さんにも当てはまることだ。

　普ふ段だんは四六時中酒を呑のんでるだけのダメな大人の典型だが、いざというときは天てんじ井よう知しらずに飛とび抜けた実力を発揮する。武神流の人間は、誰もがそういうタイプなのか？

　目の前の建守を見る限りでは、どうとも判断が付かない。

「そういうあんたこそ、ここで何やってんのよ」

　俺が返答に窮きゆうしていれば、代わりに建守へ返事をしたのは柊だった。おまけに俺の前に進み出て、こっちをかばうように手を広げている。

（何のつもりだ。下がってろよ）

（あんたの方こそ下がってなさい）

　小声で俺がそう言えば、柊も負けちゃいない。逆に言い返された。

（あいつがどれほどのもんなのか、まったくわかんないのよ？　いざってとき、あんたに何ができんの？　リメイン・マターは使いこなせてないんでしょ？）

　それを言われると返す言葉がない。ここに来て、リメイン・マターの使い方をないがしろにしていたツケがまわってきた。こんな状況に出くわすと知っていたら、もう少し真面目に練習しとくんだった。

　とは言っても、一度は自分の意思で使えているのも事実。だから、まるっきり使えないわけでもない……はずだ。

　自分の意思でどうにでもなる奇き異いな力を、受け入れるか否か。

　それが、できるのか否か。

　やるのかやらないのか。

　この状況だったらやるしかない。いつまでも柊の後ろで隠かくれているわけにもいかないじゃないか。建守の力がどれほどのものかわからないが、リメイン・マターが使えれば、あるいは──。

「おまえらよぉ」

　と、俺がそんなことを思ったときだった。

「何をコソコソとくっちゃべってンのか知らねぇが……俺を相手にナメたこと考えてんじゃねぇだろうな？」

　その瞬間、木々で羽根を休めていた鳥が一いつ斉せいに飛び立ち、森が怯おびえるようにざわめいた。

　天を仰いだまま、視線だけをこちらに向けて凄すごむ建守を前に息を呑む。怖いとか強いとか、そういう話じゃない。純じゆ粋んすいにどういう存在なのかわからない。想像が追いつかない。

　現れたときは、いつからそこに居たのかもわからなかった。それほどまでに自分自身の存在感を周囲に同化させ、気配を消すことができるほどの……穏おだやかさ、とでも言えばいいんだろうか？　事実、見た限りではどうにでもできる相手だと思っていた。

　だが、睨みを利かせたその瞬間、俺は考えを改めざるを得なかった。

　その威い圧あつ感は尋じん常じようじゃない。柊を後ずさりさせ、ともすれば俺だって呼吸ができないほどの金かな縛しばりに遭いそうだ。事実、身動きを取ろうにも思うように身体が動かない。

「……まぁいい」

　建守の視線が俺たちから外れる。と、全身から嫌な汗あせが一気に噴ふき出した。薄暗い森の中、平地より気温が低いってのに、尋常じゃない汗の量に服を着たまま水浴びしたような、気持ちの悪さを感じる。

　それなのに、俺はわずかばかり安あん堵どしていた。清々しいとはとても言えないが、息ができるってことにこれほど安心感を覚えたことはない。

「とりあえず、おまえらが質問できる立場じゃねぇってこたぁ理解してるだろ？　だったらくだらねぇこと考えてねぇで、俺の質問に答えろや」

　建守は、突き立てた刀に身を預けてそんなことを言う。ほどよく人の神経を逆なでする態度だが、憤いきどおりや怒りより、身の安全を優先させようと服従の気持ちが強く出てくる。

　それは柊もそうなのかもしれない。こいつも建守を睨み付けているが、けれど先ほどのような強気の発言は口を割いて出てこないようだ。

「……俺たちは……」

　この状況で、口を閉ざし続けても意味はない。生存本能ってのは『本能』と付くだけあって、中ちゆ途うと半はん端ぱな理性やささやかなプライドでどうこうできるものではないらしい。現状において、わずかでも生き残る確率を上げるためには、何をおいても建守に従っておいた方が無難であると告げている。

「零さんを捜しに来ただけだ」

「何のために？」

「それは……」

　どこまで話すべきか、今なお迷う。すべて洗いざらいぶちまけるべきか、それとも肝かん心じんなところを伏ふせておくべきか──。

「おい」

　──そうやって迷っていると、建守が鋭するどく声を飛ばして来た。

「俺は『質問に答えろ』と言っただろうが。墓の中まで持っていくってンならかまわねぇが、それが墓まで持ってくほどのことか考えて答えろよ？」

　こいつ……ただ威い圧あつ的てきなだけじゃない。こっちの迷いを瞬しゆ時んじに見み抜ぬくだけの洞どう察さつ力りよくもある。駆け引ひきがどうこうとさえ、言ってられる状況じゃない。

「零さんが行方不明だからだ。ここに零さんが居ると聞いて、俺たちはやってきた」

「……ふぅん、なるほど。それで、星ほし上がみのガキと太刀鞍のオヤジはなんつってた？」

「……え？」

　どうしてそのことを……こいつは知ってるんだ？

「俺をヌケサクと思ってんじゃねぇだろうな？　おまえらが俺を知ってるってこたぁ、あの二人にも会ったんだろ？　でなけりゃそこまで警けい戒かいするわきゃねぇよな」

　そこまで見抜かれているのか。単に野やじ獣ゆうじみたむき出しの殺気だけを放出するような、猪ちよ突とつ猛もう進しんタイプではないらしい。

　厄やつ介かいなことこの上ない相手だ。

「おまえが……破刃カンナギを取とり戻すために……零さんに、何かしらの責任を負わせようとしている……と、聞いている」

「……はっ！　なるほどなぁ」

　俺の話を聞いて、建守はわざとらしいほど盛大なため息を吐いて見せた。

「それで、てめえらがあの役立たずどもの代役ってわけか」

「代役……？」

「そうなんだろ？　あの日ひ和よった役立たずどもが動こうとしただけ上出来だ。で？　おまえらは何をしにここまで来た。まさか……俺を止めに来たとかじゃあねぇよなぁっ！」

「神村！」

　柊の声と、建守が動いたのはどちらが先だっただろうか。ほぼ同時のように感じたが、けれど次の瞬間には目前に建守が迫せまっていた。

「なっ!?」

　まるでビデオの早送りだ。目で追えないほどのスピードとは言わないが、巨きよ体たいが圧倒的な勢いで迫ってくると、人間の体は咄嗟には動けないものらしい。

　予め身構えていれば話は別だろうし、俺だって万が一は考えていた。だからこちらの虚きよを衝ついてきたわけではない。けれど覚悟が足りなかった。実際に襲ってくるというイメージが、より具体的に描えがけていなかった。だから動けなかった。

「バカ！　何やってんのよ！」

　けれど、それでも動けるヤツがいる。事務所内では零さんのようなフォワードのサポートに徹てつしている柊だが、それでも俺よりは実戦における覚悟と度胸はある。建守の間に割り込み、ありったけの刻印護符をばらまいた。

　攻こう撃げきの起点となる護符を、迷うことなく破る。破かれた護符からは数十本の光が走り、空中にばらまいた数十枚の護符を撃ち抜いて破いた。その破かれた護符すべてが、さまざまな角度から一斉に迫る建守へ向かう──が。

「え……？」

　多方向から建守に向かった光すべてが、萎しぼむように弱々しい光となり、直ちよ撃くげきする直前には炸さく裂れつも爆ばく発はつもすることなく消えた。消えてしまった、跡あと形かたもなく。

「バカはてめえだろぉが！」

　建守が持つ鉄板のような剣が、どんな力があればと思うほどに軽々しく、横一文字に振ふられた。それでも手加減しているつもりなのか、刃は立てずに刀身を寝ねかせて繰り出している。

　咄嗟に、それこそ条件反射的に両手でガードをした柊だったが、それで事なきを得られるわけじゃない。軽々と扱あつかっているが、だからと言って武器そのものが発はつ泡ぽうスチロールで出来てるわけじゃないんだ。見た目通りの重量感は確かにある。

　ガードが無意味と言わんばかりに柊の身体を持ち上げて、軽々と吹き飛ばしやがった。

「柊！」

「人の心配してる場合かぁっ！」

　柊を薙なぎ払はらい、それで建守の勢いが衰おとろえるわけじゃない。続けざまの一撃で、俺をも吹き飛ばすつもりか。

「て……っめえっ！」

　それがわかっていても、その時の俺に『逃にげる』という選せん択たく肢しはなかった。目の前で柊が吹き飛ばされ、それでいて我が身を第一に考えることはできないらしい。自分がそこまで激情家であるとは言わないが、それでもそのときは真っ正面から迎むかえ撃とうとしていた。

　迷いも、躊躇ためらいも、戸惑いもなく。

　真っ向から迎え撃つことになる状況を顧かえりみず、できるかできないかを考えるのではなく、ただただ純粋にこいつに一撃を食らわせようと、ただそれだけを考えて。

　振り上げた拳こぶしが、建守の繰り出した剣の側面を打つ。

　ゴォゥゥゥンッ！　と、銅ど鑼らの音色のような音が辺り一面に響き渡った。素手と鉄板を、双そう方ほう共にそれも勢いを付けて繰り出しているのだから、生身であるこっちが無事であるはずもない。何より、柊を軽々と吹き飛ばすほどの建守の一撃を迎え撃てるわけもない。



    

  
    
      　ない、のだが──。

「ほぅ」

　一歩も引かずに建守の一撃と拮きつ抗こうしている。それがどれほどあり得ないことなのか、建守とて予想外だったんだろう。何より、俺自身も目の前の出来事に呆気に取られていた。

　建守の一撃を迎え撃てたことに……ではない。そのことに関しては疑問に感じることすらなかったのだから、意外に思うはずもない。

　俺が呆気に取られたのは、半はん透とう明めいで力強い、より大きな手が俺の腕うでを覆うように現れていることだった。

　この腕は……まさか──。

「意外と侠おと気こぎあるじゃねぇか、小こ僧ぞう。先に仕留めるのは──」

　建守はそれに気付いているのかいないのか、何かを言いかけ、けれど言葉途中で切り上げて振り返る。直後に爆発が巻き起こったが、けれどその衝しよ撃うげ波きはは周囲に被ひ害がいを出すでもなく、ましてや建守自身にダメージを与えることもなく、かき消えた。

「……意外と頑がん丈じようだなぁ、小こむ娘すめ」

　楽しげに、それでいてからかうように呟つぶやく建守の視線の先には、柊が居た。手には新たな護符を構え、いつでも次の手に打って出ることができると言わんばかりに身構えていた。

「それも効かないって……あんた、まさか魔まじ術ゆつ師しとか言い出さないでしょうね」

「魔まじ術ゆつだぁ？　知るかよ、そんなもん」

　重々しく剣を肩かたに担ぎ、何を思っているのかまるで読めない笑みを浮かべ──次が来る、と身構えた俺たちだったが、けれど建守は動かなかった。

「……ふん、読よみ違えは気にくわねぇが、悪くはねぇ」

　そんなことを言い、ちらりと剣を握る手の側面を見る建守の手には、すすけたような痕あとが残っていた。直ちよく撃げき途とち中ゆうで消されたかと思っていたが、届いてはいたようだ。

「おまえらがあいつらの代役ってのは認めてやろう。だったらおまえらの言い分ってのも聞いてやる。で？」

　建守は、その重苦しい冗談みたいにデカい剣を地面に突き立たてた。

「言いたいことは何だ？」

　何が狙いだ──と、俺が思うのも当然だ。

　確かに手加減されていたと感じていたが、こいつは最初から、俺たちが絹華や総幻さんの代わりを務めるのに相応しいかをを試すつもりだったのか？

　それとも、他に何か狙いが……いや。

　それはない、か。事実、こいつは遊んでいる。俺と柊がどれほど手を伸のばしても、掠かすりもしない位置にいるこいつが、口先での策を講じる意味はない。強引に真正面から力任せに叩たたき伏せることだってできるはずだ。

　俺は自分の右手を見て、それを強く感じていた。

　自我エネルギー体──聞くところによれば『神』と称しようされるもの──の容れ物である霊れい子エネルギー体の欠片はすでに消えている。腕だけという中途半端な状態だったからだろうか、それだけではどうも長持ちしないらしい。長持ちされても困るんだが、今の状況では長持ちしないのもかなり困る。

　どうやら建守とまともにやり合えるのは、あの力だけのようだ。まさか『神』と称されるような力を受け入れる器を引っ張り出さなければ手が届かないなんて、絹華や総幻さんが言ってたことは誇こち張ようでもなんでもなかった。マジであいつは神話クラスのバケモノだ。

　そして何より、今は情報が欲しい。たとえ建守の気まぐれだとしても、今は得られる情報をなりふり構わずすべて手に入れておかなくちゃならない。

「おまえは……」

　口を開きながら、俺は少し離はなれた位置に居る柊に目を向ける。この判断が正しいのかどうか、柊はどうするつもりなのか、その確認も込めて目を向けたのだが、あいつも俺の考えをわかっているらしい。わずかに首を縦に振った。

「おまえは、零さんに何をするつもりだ？　何をたくらんでいる!?」

「……はっ！　なるほど、まぁまぁ上等な台詞だ。あの半人前も、仲間にだけは恵めぐまれてるようだな」

「なんだと？」

「俺ぁてっきり、おまえの姉貴について聞かれると思ったんだがなぁ」

　それは確かにある。忘れていたわけじゃないし、できることなら先にそれを聞きたくもあった。が、今はそれを問いだたすより、零さんの話を聞く方が先だ。そのくらいの分別は俺にだってある。

「まぁいい。俺があの半人前に何をさせるか……か？　ンなもん、決まってる。破刃カンナギを有るべき場所に戻もどすために役立ってもらおうってな」

「けれど、カンナギは幻十郎さんと共に失われたんだろ？　呼べば現れるかもしれないと言っていたが、それでも零さんにはできないと聞いている。違うのか？」

「いいや、その通りだ。確かにあの半人前には応えねぇ。現れることすらあり得ねぇ。カンナギを呼べるとすれば、幻十郎しかあり得ねぇんだよ。俺の封ふう印いんを強引にぶち破ったのがいい証拠だ」

「だったら……」

　だったら、こいつは零さんに何をさせるつもりだ？　そこまでわかっていて、なのにどうして零さんにそうまで固こ執しつを……いや、待て。そうなのか？　建守の方が零さんに固執しているのか？　だったらどうしてこいつはここに居たんだ。狙うのなら、それこそ萬よろ屋ずやの事務所に現れてもおかしくなかったじゃないか。

　そうしなかったのは何故だ？　そうしなかったのは……そうする必要が……なかったから、か？

　だとしたら……零さんが……。

「零さんが……おまえに会おうとしている……？」

　俺がそう呟けば、建守は口元に笑みを浮かべた。

「ちゃんと手紙は届いたらしいなぁ。あいつからの連れん絡らくはすぐにあったぜ」

　手紙……手紙だって？　建守から零さんに手紙なんて……あれ、か。昨日、事務所に届いていて、俺が直接零さんに手て渡わたした手紙。あれが、建守が零さんに宛あてた手紙だったのか。あの手紙を読んだから、零さんは建守に連絡を取って……会おうとしている。

「何を書いたんだ。零さんに、何を吹き込んだ！」

「単なる取引さ」

「取引……？」

「リメイン・ノート……っつったか？」

「な……っ？」

　何で……どうしてこいつがリメイン・ノートのことを……？　いや、それよりもリメイン・ノートのことを知っているなら……その特性を知っていれば……まさか……。

「運命の入いれ替かえができる……か？　どこまで本当か知らねぇが、試してみる価値はありそうだ」

「おまえ……幻十郎さんが消えたって運命を……零さんと入れ替えるつもりか！」

「はっ！　よぉーやく気付いたか。知ち恵えが足りねぇな、最近のガキどもはよぉ」

　こいつは……そこまでやるのか。どこで聞いたか知らないが、リメイン・シリーズのひとつを使ってまでして、破刃カンナギを取り戻そうとするのか。

「そぉいうワケだからよ」

　胸中に一言では言い表せない感情が渦うず巻まく俺を前に、けれど建守は笑みを浮かべた表情を崩くずさない。どれほど拒きよ絶ぜつしようとも、そんなことは関係ないと、笑っている。

「代理でやってきたてめえらは引っ込んでろって話だ。いいか、これは武神三家の問題だ。武神三家は荒こう神じんを討つために存在している。そのための破刃カンナギだ。そしてカンナギは、この世を人の世で在り続けさせるためには必要不可欠な代物なんだよ。そのカンナギを取り戻すためなら、こっちはなりふり構ってられねぇ。それは零にしてもそぉだろうよ」

「零さんも……だと？」

「そうさ。リメイン・ノートを使う案は確かに俺が出した。だが、それに乗っかってきたのはあいつだ。俺に突っかかる前によぉ、あっちを説得する方が先じゃねぇのか？」

「てめえ……っ！」

「どっちにしろ」

　俺が声を荒あららげようとしたその矢先、柊が低く静かでブレもしない平へい坦たんな声を出した。

「あんたが、リメイン・ノートを使って、零さんを犠ぎ牲せいにして、そうまでしてカンナギを取り戻そうとしてる……ってことでいいのよね」

「おいおい、理解力が皆かい無むか小娘？　だから、そぉいう話をしてンだろぉが」

「……そう」

　挑発するような建守の言葉を受けても、柊は落おち着つき払った物静かな態度で頷うなずき……乱暴に、数え切れないほどの護符を取り出した。

「ねぇ、神村。あたしそろそろ我が慢まんの限界なんだけど……あんた、どうなの？」

「奇き遇ぐうだな。実は俺もだ」

　むしろ、柊がここまで大人しくしていたことにこそ驚きだ。建守のふざけた話を聞いて、よく堪たえていたと思う。たまには献けん血けつにでも行って血を抜いてもらえと思うほどに血気盛んなヤツだから、真っ先に飛びかかると思っていた。

「これ以上、あいつと話をしたところで無意味だ。何を言ったところで、あいつは止められない。だったら力ちか尽らづくで止めるに決まってんだろ！」

「そぉ来るだろうとは思ってたぜ」

　建守が笑みを浮かべる。邪じや悪あくに、それこそ人外の存在であるかのように、こちらをあざけりバカにするように──嗤わらう。

「こっちもてめえらと話し合いで解決しようとは思っちゃいねぇ。立場が違うてめらと俺とじゃ話し合ったところで妥だき協よう点てんなんぞ見つかりゃしねぇ。だが……覚悟は出来てんだろうな？　捻ひねり潰つぶしてやンぞ、クソガキども」

　ヤツが来る。そう思える動作を建守は見せた。こちらも、先ほどのように中途半端な覚悟で居るわけじゃない。正面から来るというのであれば、迎え撃つだけの覚悟と準備は整っている──はずだった。

「なっ!?」

　にもかかわらず、次の瞬間には建守が目前まで迫っていた。速いだけじゃない、まるで瞬間移動でもしたような間合いの詰つめ方かたに、俺はもちろん、柊さえ追いついていなかった。さっきの攻撃が、遊ばれていたものだということが嫌いやになるほど理解できる。

「この一撃で消し飛んで、ガッカリさせンなよ！」

　建守の一撃が迫る。それは頭で理解できている。だが、その認識が頭の中で出来ていても、その情報を四し肢しに伝えるのが間に合わない。

　回かい避ひすることも、目を逸そらすこともできずに。

　俺の耳に響いたのは、掘くつ削さく機きが固い岩がん盤ばんに突き立てられるような音だった。

「……なに、やってるの」

　いつからそこに居たのだろう。

　いつの間に、ここに来ていたんだろう。

「はっ！　よぉやく到着か。今までどこで何やってたんだ？　なぁ──」

　建守の視線が俺たちからはずれ、割って入った人物に注がれる。

「──零」

　俺と柊が、その行方を求めて捜し続けていた零さんが、ついに現れた。





　これで、役者は揃そろった。

　紛ふん失しつしたリメイン・ノートを探すことから始まり、太刀鞍家で破刃カンナギとそれを勝手に取り出して消えた太刀鞍幻十郎のことを聞き、そして失われた破刃カンナギを呼よび戻すために策を練っていた建守響次が何をやろうとしているのかを知って、そのために必要としていた人──太刀鞍零が今ここに居る。

　すべてが、ここに揃った。

「どうして……」

　その零さんが、建守の一撃と鍔つば迫ぜり合あいながら絞り出すように声を出した。

　それはある種、信じられない光景でもある。

　零さんが力負けしていた。踏ふみ込む建守の力に押し負けて、わずかに後ずさった。いったい何が起きてるのかわからないが、それでも目の前の事実を受け入れるのなら、零さんが押されていることになる。

　万物あらゆる力を喰くらう零さんが、だ。

　何なんだ、いったい。どうして零さんが押されてるんだ？　建守の力は……いったい何だってんだ!?

「どうしてここに悠くんがいるの？　響次さん……どういうつもり？」

「おいおい」

　そうやって押おし負けていることは、零さん自身もわかっていたんだろう。真っ正面から受け止めていたが刃を寝かせて建守の一撃を逸らした。と同時に、俺と柊を押しのけるように零さんが身体ごとぶつかってくる。

　俺なんかはすぐに建守の追つい撃げきが来ると思ったが、そうはならなかった。零さんは刀を降ろし、建守も追撃してこようとはしなかった。

「勘かん違ちがいすンなよ。そこの二人は、星上のガキとおまえのオヤジの代理で来てんだ。俺が呼んだわけじゃねぇ」

「……悠くん、本当？」

　建守を見み据すえたまま、零さんがこちらに顔も見せずに聞いてくる。いつになく硬い声音からは、胸中にどんな思いを巡めぐらせているのか推し量ることもできない。

「本当って……聞きたいのはこっちの方よ」

　そんな零さんの問とい掛かけに答えたのは、柊だった。

「建守が言ったことは本当なの？　リメイン・ノートを使ってそんな……そんなことをやろうと、本当に思ってるの？」

「本当なの、悠くん。本当に……父様たちの代わりで……ただ、本当にそれだけで、ここに、こんなところに……」

「零さんっ！」

　まるで虚うつろに呟くような声を出している零さんを、柊がひときわ大きな声を張り上げて肩を掴つかみ、強引に振り返かえらせた。

　なすがままに零さんがこちらを向く。視線が俺とぶつかった。

　まるで怯えているような眼差しだった。負い目と絶望を交えたような、そんな眼差しだ。まるで何かを……隠して……いる、ような……？

「しっかりしてよ、何やってるのよ！　あたしの質問に答えてよっ！」

「え……あ、ごめん。え……っと、響次さんから、何を……聞いたの？」

　ようやく柊の言葉に応えたものの、零さんの視線はずっと俺を気にしていた。まるで、悪さをした子供が親の機き嫌げんを窺うかがうように。

「だからっ！　零さんがリメイン・ノートを使ってお兄さんと……幻十郎さんと、自分の運命を入れ替えて……カンナギを取り戻すために……だから」

「え……と、聞いたのは、その話？」

「それ以外に何があるってのよ！　どういうことなの!?　本当に、そんな……そんなことをしようとしているの？　それを零さんの方から受け入れたって……嘘うそでしょ？　ねぇっ、零さん！」

「あ……あぁ、そっか。その話は……うん、そうだよ」

　零さんは、ふぅっと息を吐はいて、柊の言葉を肯こう定ていした。その様子が……何故だろう、俺は無性に気に入らなかった。まるで安堵しているようで、とにかく気に入らない。

「それで兄様が……カンナギが戻ってくるのなら、わたしはそれでいいと思ったよ」

「何で……どうして零さんがそんな……それじゃ今度は零さんが消えることになるじゃない！　どうしてそんなことしなきゃいけないのよ！」

「どうしてって……わたしは太刀鞍だもの」

「そんな……そんな名前が理由になると思ってんの!?」

「なるんだよ、美み鈴すずちゃん」

　柊の言葉を、零さんは最後まで聞かずに切り返した。いつになく、しっかりとした強い口調で。

「わたしは太刀鞍なの。万物すべてを断ち切る一族に名を連ねているの。兄様が居ない今、本来ならわたしがカンナギを扱えなくちゃいけないんだけど、でも……あれはわたしには応えてくれない。兄様の代わりを果たしたいと思っていたけれど、わたしには無理。代わりにはなれなかった。代わりになれないのなら、太刀鞍の一族として破刃カンナギを扱える者を救うのは当然のことなんだよ」

「だから……っ！」

　今の零さんの言葉で、柊が納得するとは思えない。皮ひ膚ふを破かんばかりに手を握にぎりしめて声を絞り出しているのが、いい証拠だ。

「それがおかしいのよっ！　そんな……実の妹を犠牲にして蘇よみがえ　って、幻十郎さんが喜ぶと思ってんの!?」

「喜ぶとかそういう話じゃねぇな」

　と、答えたのは建守だった。

「俺と零は個人の感情で動いてるわけじゃねぇ。何より武神三家は荒神を討つために存在してんだ。そのための道具が破刃カンナギなんだよ。それを扱えるのが幻十郎だけって話だ。だからあいつは必要とされてンだよ」

「何よそれ……カンナギ、カンナギって、それにどれほどの価値があるってのよ！」

「あるんだよ。てめえらにゃ理解できねぇだろうがな」

　ふん、と柊を一いち瞥べつし、建守は面めん倒どう臭くさそうに手を差し出した。

「いい加減、ぐだぐだやってても仕方ねぇ。持ってきたんだろ、リメイン・ノート」

「持ってきたよ。これでしょ？」

　零さんが取り出したのは、薄うす汚よごれた巻物だった。まさに所長が言っていた通り、一見すれば何の価値もなさそうな代物だ。だからこそ、あれが本当にリメイン・ノートだということがよくわかる。

「さっさと渡せ。あとは──」

「まだ話は終わってないだろ」

「ちっ……まだ喚わめくか、小僧」

「当たり前だ！」

　話はカンナギのことだけじゃない。それだけじゃないはずだ。そのことは、零さんの態度を見ればあからさまじゃないか。

「零さん、まだ俺に話してないことがあるんだろ？　この状況で、この場所で、俺に言わなくちゃならないことがあるんじゃないのか？」

「え……べ、別に……あー……さよなら、とか？　そういうのは苦手なんだけど」

「ふざっけんなっ！」

　何が「さよなら」だ。誰がそんな言葉を聞きたいなんて言った!?　そうじゃない、そんなことじゃないんだ！

「零さん、いったい何を隠してる？　俺に何か隠してることがあるだろ!?」

　俺だけなら、それに気付かなかったかもしれない。零さんや建守のやってることにキレて、それどころじゃなかっただろう。ただ、俺より先に柊が食くって掛かり、俺の言いたかったことを先に言われ、だからこそ冷静に考えることができた。零さんのいつもと違う態度に違い和わ感かんを感じることができた。

　ここは、この場所には何かあるんだ。俺に関わりあることが何かある。それを零さんは知っていて、隠している。

　普段以上に俺を気にして、普段とは打って変わって俺を避さけようとしているその態度があからさまだ。まるで、俺に対して引け目を感じているようじゃないか。

「別に……何も。わたしが悠くんに隠し事ごとするわけ──」

「いいじゃねぇか」

　と、ここでまたも建守が割って入ってきた。

「それで神村の弟が納得して黙るっつーんなら、そっちのが話は早ぇだろ。おまえが躊躇ためらってンなら、俺が話してやってもいいんだぜ？」

　弟……？　そうだ、こいつは俺のことを最初にそう呼んでいた。そう呼ぶということはつまり、俺のことよりも姉さんのことを知っているんだ。

「やめて、響次さん！　そのことは関係ないでしょう！」

「関係ない？　おいおい、どぉしててめえがそんなこと決めつけてンだ？　何様のつもりだよ。関係あるかないかは、小僧に決めさせればいいだろ。何もできねぇ本当のガキってわけでもなさそうだ。少なくとも、俺の一撃を正面から受け止められるだけの気き概がいはある。そういうとこは認めてやるよ」

「……何の話だ？　何を言ってるんだ」

「だからよぉ、ここは──」

「やめて、響次さん！」

　零さんが必死に割り込んで叫さけぶが、けれど建守は聞く耳を持たない。

　俺を見たまま、ただ淡たん々たんとこう告げた。

「──ここは幻十郎と、そして神村このえが消えた場所だ」

　幻十郎さんと……このえ？　このえって……何で……どうして……どうしてここで、姉さんの名前が出てくるんだ？　幻十郎さんだけじゃなく……姉さんも？　ここで……消えた、だって!?

「ど……どういうことだ……？　おい、どういうことなんだ!?」

「どうもこうも、そのままの意味だっつーんだよ。幻十郎はここでカンナギを使った。そこにおまえの姉貴も居た。そして二人はカンナギの暴走に巻き込まれて消えた。そうだったよなぁ、零」

　建守に問われた零さんは、けれどなにも答えなかった。答えずに顔を真っ青にして、ただ唇くちびるをわななかせるだけだった。だから……だからこそ、建守が言ったことは嘘やデタラメじゃないとわかる。

　そして何より──。

「零さん……知ってたのか……？」

　──建守の言葉に驚おどろきもしないということは、零さんはその話を知っていたんだ。知っていて、俺に何も話してくれなかった。俺が神村このえの弟だと知っていて、姉さんのことを気に掛けていたことも知っていて……なのに何も話してくれなかったんだ！

「どうして……どうしてなんだよ!?　どうして何も……っ！」

「……だ……だって……」

　零さんの唇からこぼれ落ちる声は、驚くほど弱々しく、痛々しいほどに震ふるえていた。

「い、言えるわけ……そんな……そんなこと……言えるわけないじゃない！　だって……だってこのえちゃんが……悠くんのお姉ちゃんが……兄様のせいで消えたんだよ!?　そんなこと……言えるわけない！」

　だからって……っ！

「それで……それで俺を担い手に選んだのか……？　俺に姉さんのことを……そんなことになっていたことを隠して、なのに俺を選んだ……？　何なんだ、いったい！　どういうつもりなんだよ!?」

「贖しよ罪くざいのつもりなんだろ」

　零さんに代わって、建守がさもつまらなさそうにそう言った。

「おまえの姉貴を自分の兄貴が勝手やって巻き込んで消しちまったんだ。引け目を感じておまえに力を貸してンのかもな」

「ちっ、違ちがう！　わたしはっ！」

「ま、どっちでも俺ぁかまわねぇがな。ただそんな甘あまい考えがあるから、カンナギが使えねぇんじゃねぇのか？　だから、こんな面めん倒どうなことをしなけりゃならねぇんだよ」

「違う、響次さん。そうじゃない！　カンナギは……あれは兄様じゃないと……」

「そぉかい。だったらやることは変わらねぇな。カンナギを扱えねぇ太刀鞍なんざ用なしだ。だったらあとは、正統なる太刀鞍家の継けい承しよ者うしやを蘇らせるしかねぇ」

「そ……れは……」

　建守の言葉に、零さんは言葉を失って口を閉ざした。その様子が、さもつまらないとでも言いたげに鼻を鳴らし、建守は面倒臭そうに俺を見る。

「と言うわけだ、小僧。幻十郎とともにカンナギを取り戻すことができたなら、ついでにおまえの姉貴もなんとかしてやるぜ。リメイン・ノートでどの程度まで運命を操れるのか知らねぇが、できるだけはやってやる。零との約束でもあるからよ」

　零さんとの……約束？　約束って……それじゃ零さんが、所長のラボから勝手にリメイン・ノートを持ち出したのは……幻十郎さんのこともあるが、俺おれの姉さんのため……？

「納得したか、小僧。これ以上、俺ぁ無む駄だな時間を費やすつもりはねぇんだ。さあ零」

　建守が、零さんに手を差しのばす。

「リメイン・ノートを渡わたせ」

　建守が、再び零さんにそう命じる。それはダメだとわかっているのだが……俺は止めることも声を出すことすらもできなかった。

　リメイン・ノートが建守の手に渡れば、零さんが消える。けれど幻十郎さんとカンナギは戻り……そして姉さんも戻ってくる。居なくなった姉さんが……リメイン・ノートを使えば戻ってくる。

　それは、俺も望んでいたことだ。望んでいたからこそ、零さんがリメイン・ノートを渡すことを止められない。

「……ごめんね、悠くん……」

　そんな言葉を俺に残して、零さんがリメイン・ノートを建守に向かって放り投げる。

　それを建守に渡したらダメだってことは、頭では理解していた。それを掴むのは建守じゃダメなんだ。けれど、それを阻そ止しすることが俺にはできなかった。

「ふざけんな」

　掴んだのは、けれど建守じゃなかった。苛いら立だち混じりで吐き出すように発せられた声が、それを教えてくれる。

「……なんの真似だ」

「何度も言ってんでしょ。リメイン・ノートは渡さない」

　柊が、放り投げられたリメイン・ノートを掴んでいた。

「話を聞いてねぇのか姉ちゃん。事が丸く収まってンだからよ、部外者は引っ込んでろ」

「ふん……そうね、武神三家のこととか幻十郎さんとか神村のお姉さんのこととか、そんなことに、あたしだけが無関係ね」

　柊は、護ご符ふを一枚取り出してリメイン・ノートに張り付けた。

「だからこそ、そっちも理解するべきね。あんた、自分で言ったわよね？　破刃カンナギを取り戻すのに個人的感情は関係ないって。こっちだって同じ。あたしらは萬屋よ？　萬屋の役目はリメイン・シリーズの回収と封印なの。そこにどんな思おも惑わくや願い、希望があったとしても、むやみやたらと使わせるわけにはいかないのよ！」

　言い放ち、柊は一寸の躊躇いもなくリメイン・ノートに張り付けた護符を真っ二つに引き裂さいた。

　途と端たん、青い炎ほのおが立ち上り、瞬またたく間まに燃え上がる。炎は一いつ瞬しゆんだけ強く燃え盛ると、すぐに消えてしまった。リメイン・ノートを消し炭にして。

「みっ、美鈴ちゃん!?　何を……」

「何を？　決まってるじゃない。回収が難しい状況だから、現場の判断で破は壊かいしたの」

　言葉を失う零さんに、柊は淡々とした声音で言い返した。後こう悔かいも苦くじ渋ゆうもない、まるで機械的に処理をしましたと言わんばかりに。

「でも……だって……」

「零さん、どうして信じないの？」

「え……？」

「二人は『消えた』んでしょ？　死んだわけじゃないんでしょう？　だったらどうして帰ってくることを信じないの？　二人が必ず帰ってくるって、どうして信じられないの!?」

「だって……だって二人は……カンナギに……」

「だからどうしたってのよ！」

　弱々しくかき消えそうな零さんの言葉を、柊が感情を爆発させてかき消した。

「あたしは幻十郎さんを知らない。神村のお姉さんのことだってわからない。でも、二人が萬屋の人間だったことは知っている。その二人が、萬屋の人間が！　リメイン・シリーズに頼たよってまで『助けて』なんて言うわけないでしょう！　零さんがしなきゃいけないのは、リメイン・シリーズに頼ることじゃない！　必ず帰ってくるって信じて待ってることなのよ！　いい加減に目ぇ覚ましなさいっ！　それに神村っ！」

　柊の怒いかりの矛先が、いきなり俺に向けられた。

「何やってんのよ！　どうして零さんからリメイン・ノートを奪うばわなかったの!?　あんた、零さんの担い手なんでしょ？　支えなきゃなんないんでしょ!?　なにより、零さんのお父さんに何て言われたか忘れたの!?　大の大人が、父親がっ！　他人のあんたに頭下げてまで娘むすめのこと任せてんのよ!?　なのにそんな……そんなことを、あたしに言わせないでよっ」

　零さんの父親──総幻さんに言われた言葉。戦う力を失い、守りたいものを守れないからこそ、俺みたいなガキを相手に頭を下げてまで「頼たのむ」と告げた言葉を……。

「おいおい、小娘……一丁前のこと口にすンのはかまわねぇんだけどな……」

　ぞわり、と背筋に悪寒が走る。淡々と口からこぼす建守の声が冷気のように重苦しい。

「リメイン・ノートを燃やしちまいやがって……こっちの予定がご破算じゃねぇか。さすがに温厚な俺でもなぁ……笑って済ませられる話じゃねぇよなぁっ！」

　大地を踏み抜ぬくように蹴けりつけ、ジェット機の加速のような勢いで建守が柊に迫る。巨きよ大だいな刃が圧あつ倒とう的てきなパワーとスピードを持って襲おそいかかるのを前に、俺も、直面している柊も反応ができないまま──。

「ごめん」

　ごぎぃんっ！　と音を響かせて、零さんの刀が建守の一撃を食い止めた。

「何のつもりだぁ、零？　ちげぇだろ、俺を止めてどぉーすンだよ。カンナギを呼び戻す可能性を潰しちまったのは、そっちの小娘だろぉがっ！」

「うん……そうだね。そうだけど……でもね、ごめん。思い出しちゃった」

「……あ？」

「ちょっと驚いた。美鈴ちゃん、まるでこのえちゃんみたいなんだもの。このえちゃんも言ってたんだよね。兄様のことを信じなさい、って。あの日、あのとき……最後の日に、このえちゃんは何が起こるのか知ってたのかな。必ず幻十郎くんだけは帰すから、そのときは『おかえりなさい』って笑顔で迎えてあげてね、って……すっかり忘れてた」

　鍔つば迫ぜり合う建守の剣けんを、零さんはさらに一歩踏み込んではじき返した。長大な刀の刀身が、前に見たときよりも穏やかに、けれど何かと響き合うように鳴動している。

「そっか……そうだよね。信じてたんだ、わたしは。信じていたはずなんだ。でも……待ちすぎて忘れてた。忘れて、余計なことしようとしてた。気持ちも揺ゆらいでた。わたしは帰ってくる兄様を迎えなくちゃならない」

「何を腑ふ抜ぬけたことヌカしてんだ！　てめぇは太刀鞍だろう、万物すべてを断ち切る者だろぉが！　そんな甘っちょろい考えなんざ切り捨てろ！」

「そうだね、そうするのが太刀鞍なのかもしれない。それができないわたしは、太刀鞍として中途半端だ。破刃カンナギが扱えないのも当たり前だよ。でも」

　ぶぅんっ！　と振るわれた零さんの刀が、周囲の風を飲み込む。風だけじゃない、青々と茂しげる木々が瞬く間に茶に染まり、枯かれていく。

「それでもわたしは太刀鞍なんだ。そして、萬屋の零でもある。半人前でも、中途半端でも、それでもできることが、やるべきことがあるんだ。だから響次さん」

　零さんは、その切っ先を建守に向ける。

　迷いなく、躊躇いも戸と惑まどいもなく、真っ直ぐに。

「破刃カンナギに対するその執しゆ念うねん、断ち切らせてもらうよ」



    

  
    
      五章　断ち切るものと断ち切らざるもの






　風が止み、木々が枯れていく。まるで浸しん食しよくされていくかのように、周囲の自然が自ら命を絶っていくかのように終わりを迎えている。

　それを行っているのは零れいさんだ。周囲の自然の命を喰らい、その生命力を純粋なエネルギーに変えて自らの力に変へん換かんしている。

　それは圧倒的な力だった。強ごう奪だつする理り不ふ尽じんな力だ。火力、風力、電力、ありとあらゆる力を吸収して自らのものとするそれは、神々という崇すう高こうで近寄りがたい存在を打だ倒とうするに相応しい、暴力的な人間らしい業と言えるかもしれない。

「できることがある？　俺の執念を断ち切るだと!?」

　そんな圧倒的な暴力を前に、けれど建たて守もりはたじろぐこともない。怯えることも慌あわてることもなく、そこに居る。

「おまえが？　おまえみたいな半人前が、か？　冗談にしても笑えねぇ。そもそもおまえが、俺に敵うとでも思ってンのか？」

「……そうだね、響きよ次うじさん怖こわいもんなぁ。昔から、全然届かなかったっけ。でもね」

　零さんが、グッと腰こしを落とす。

「今のわたしは、以前より強くなってるよ？」

　瞬しゆ間んかん、弾はじかれたように建守との間合いを詰めた。俺の目じゃとても追えないスピードは、ともすれば建守以上の動きかもしれない。

　繰くり出される一撃。響き渡る斬撃の音。けれどそれは肉を断つ音ではなく、金属と金属がぶつかり合う音だった。そんな音が響くということはつまり、建守は零さんのそのスピードに対応したということに他ならない。

「強い？　おまえが？　何も変わってねぇなぁ、これだとよぉっ！」

　まただ。また、建守が零さんの一撃を受け止めていた。真正面から、あの零さんの一撃を受け止めている。あらゆる力を吸収し、それを自らの力へと変換する零さんの一撃を、いとも容易く、平然と。

　どうすればそんな真似ができるんだ？　建守もまた武神流を冠する以上、そこにはやはりエネルギー吸収という性質があるんだろうか。

　いや……手を抜かれていたとは言え、わずかながらも俺は建守の力の片へん鱗りんに触ふれている。それは零さんと同じようなものとは思えない。

「おまえは昔からそうだ。喰らう力は、下手すりゃ幻げんじ十ゆう郎ろう以上かもしれねぇがな、それを一気にまき散らしてどぉすンだ!?　もっと絞しぼり込め、細く鋭く針のようにっ！　やっすいアルコールを神酒代わりにして力を抑おさえてっから、そういう真似ができねぇんだよ！　それができねぇから、俺に力を『しぼられる』ンだろぉーが！」

　ほぼ拮抗していた二人の鍔迫り合いが、瞬しゆ時んじに崩れた。建守のパワーが増したように、あるいは零さんの力が打ち消されたかのように、押し負けてはじき飛ばされる。

　それが……建守の力か。

　あいつは『しぼられる』と言った。搾しぼり取るのならそれは太た刀ち鞍くらと同じ力だ。けれどあいつは、柊ひいらぎの刻印護符の力を打ち消していた。吸収するのではなく、打ち消しているんだ。

　逆に、とても人間とは思えない圧倒的な力を、いとも容易く平然と繰り出している。重々しい鉄板のような剣を片手で操り、生身の人間を易々と吹ふき飛とばしている。

　自分や相手の力を、強めたり弱めたりしている……そう思う方が、まだ納得しやすい。だとすればあいつの、建守の力は──。

「出力を……調整している……？」

「はっ、今になって気付くたぁ腐くさってンのか、てめえの頭ン中ってのは！」

　俺の呟いた声が届いたのか、零さんを吹き飛ばした建守の視線が俺に向けられる。零さんと相対し、なおかつこっちへ気を回せる余よ裕ゆうがあるのか、こいつには。

「建守の役目は破は刃じんカンナギの管理と保管。わかるか？　天地万物一切を断ち切るカンナギを押さえ込むためには、こういう力が必要に──」

「ひどいな、響次さん」

　刹せつ那な、茂みから零さんが再び建守に斬きりかかる。

「わたしが目の前に居るのに、悠ゆうくんとお話してる暇ひまあるの？」

「あるに決まってンだろ」

　建守は零さんの姿をチラリとも見ようとせず、零さんが両手を添そえて繰り出した一いち撃げきを、片手で振り上あげた剣で受け止めた。

「おまえ相手に、どぉして俺がマジで相手しなきゃならねぇんだ！」

　片手で受け止めた零さんの一撃を、建守はいとも容易く跳はね返し、さらには空いていたもう一方の手で襟えり首くびを掴み上げて、力任せに地面へと叩きつけた。

「しばらく大人しくしとけ、半人前が」

　その様をまざまざと見せつけられれば、こいつのでたらめな強さが、よりはっきりと理解できる。

　零さんの、太刀鞍の力は周囲のエネルギーを吸収して自分のものとして行使する力だ。基本、この世界はありとあらゆるエネルギーに満ちあふれており、それらすべてを見境なく喰らって力にする零さんと戦うということは、この星そのものと戦っているに等しい。

　けれど建守は、その零さんが力の糧かてとする万物に宿るエネルギーを強めたり弱めたりできる。自分に向けられる攻こう撃げきのエネルギーをゼロに等しくすれば、どれほどの威いり力よくのある攻撃だってあいつには傷ひとつ付けられないし、あいつが戯たわむれに繰り出した一撃であっても、増ぞう幅ふくさせれば山一つ簡単に崩すこともできそうだ。

　だから零さんでも手が出ない。今の零さんは、自分自身の力でのみ戦うしかない。多少なりとも腕わん力りよくは強いのかもしれないが、だからといって屈くつ強きような建守を相手に、女性の腕力じゃどうしても遅れを取る。

　いつかどこかで、誰だれかが零さんを称して『最強』と言っていた。けれど建守は、その最強の剣を防ぐ鉄てつ壁ぺきの盾たてを持っている。ありとあらゆるエネルギーに干かん渉しようして強弱を調整できるのなら、まさにそう呼ぶに相応しいじゃないか。

「いい感じで絶望的な表情浮うかべてンじゃねぇか」

　俺を見て、建守が不敵に嗤う。

「……この……っ！」

「だったら、いいことを教えてやろう。建守の力ってなぁ、そこにある力を強めるか弱めるかだ。逆を言えば、未知の力ならすぐにどうこうできやしねぇ。たとえば──」

　瞬間、建守を取り囲むように数十本の光の錐きりが地面から現れ、その四肢を貫つらぬこうと延びる──が、それも直前でかき消えた。

「く……っ」

　傍かたわらの柊が、悔くやしそうに歯は噛がみする。いつの間に仕し掛かけていたのか、建守を狙ねらった光線は刻印護符によるものなのだろう。けれどそれは、わかりきった事だがやはり届かない。

「今みてぇなイレギュラーなエネルギーは、調整のつまみを見つけて掴むまでに時間が掛かる。だから今はまだ発動すンだよ。試してみるか、小娘。おまえがガンバりゃあ、もうちょいマシになるかもなぁっ！」

　ダンッ！　と地を蹴って、建守が砲ほう弾だんのような速度で迫せまる。速度がハンパじゃない上に、あの巨きよ体たいが暴走する軽トラックのように突っ込んできているんだ。回避しようにも、少し身をよじった程度では避けきれない。かといって、できる限り距きよ離りを取ろうとしても逃げ切きれるものでもない。

「こ……ンのぉっ！」

　柊が、手にした護符すべてを二つに千切ってばらまいた。連れん鎖ささせるのではない、すべての護符に刻んだ文字の力を建守にぶつけるつもりだ。

　が、その護符すべてが不発。いや、一瞬だけ光を見せたということは発動はしている。しているが、力を完全に掴まれて絞られている。

「量は関係ねぇんだよ！」

　柊の攻撃を完かん封ぷうし、建守の刃が俺たちの間近で煌きらめく。

「だったら！」

　柊は自ら腰を落として地面に手を突く。その手には、もちろん刻印護符が握られていた。

　地面に張り付けて引ひき裂いた護符が、スイカを割るように地面に亀き裂れつを生じさせた。建守自身に及およぶ攻撃は無効化されるが、それ以外のところに向けた力は発動するらしい。

「っと」

　突とつ如じよとして足下を崩されれば、如い何かに建守だってバランスを崩す。その隙すきを見み逃のがさず、柊が建守に接近して直接護符を押しつけ、破く──が。

「狙いは悪くねぇが──」

「……え」

　護符は、今度こそ間ま違ちがいなく発動の兆しすら見せなかった。

「──何度も同じ力を向けられてもな、把は握あくしちまってんだよ」

　無造作に伸ばした建守のゴツい手が、柊の首を鷲わしづかみにする。

「そぉいやリメイン・ノートをダメにしちまったのはてめえだったなぁ」

　背筋に氷柱を突っ込まれたような悪寒が、俺を襲う。

　最悪の情景が脳裏をよぎったが、けれどそれは実現しなかった。建守が唐とう突とつに柊を手放し、両手で武器を構えると同時に斬撃の音が響ひびく。

「響次さん、女の子に手を挙げるのは感心しないよ」

「てめえ……まだっ！」

　零さんは一撃を食らわせてさらに攻せめ込むのではなく、放り出された柊を拾い上げて建守から距離を空けた。

「悠くん、美み鈴すずちゃんをお願い。それと、手は出さなくていいよ。離れてて」

　口調はあくまでも軽いが、言外に含ふくむニュアンスは嫌でも伝わってくる。

　規格外の力を有する二人の戦いに、刻印護符の力を完かん璧ぺきに絞られている柊はもちろん、リメイン・マターを使いこなせていない俺が割り込む余地はない。それどころか、無理に割り込んだところで零さんの邪じや魔まになる。

　零さんはそう言いたいんだろう。それはわかってる。わかっているが……でも。

「零……まだ俺に盾たて突つこうってのか？　わかってンだろ、俺とおまえのどちらが正しいのかを。それでもまだ、俺に刃は向むかうか！」

「うん、刃向かう」

　咆ほえる建守に、穏おだやかで静かで、なのにはっきりと明確な態度をもって零さんは頷いた。

「わたしは、兄様が戻ってくるのを待たなくちゃいけないからね」

「まだ……っ！」

　立ちはだかる零さんを前に、建守が嘶いななく狼おおかみのように歯を見せて唸うなった。

「まだそんな寝ね惚ぼけたことヌカしてンのか!?　ヤツはいねぇ、もう居ないんだっ！　幻十郎が居ない今、失われたカンナギを呼び戻し、扱あつかえるのはおまえだけだ！」

「それも無理。わたしにあれは扱えない。あれは応えない。兄様だからこそ扱える代物だもの。わたしには、カンナギを受け入れるだけの器がないみたい」

「それでもやるんだよ、おまえがっ！　もうおまえしかいねぇんだっ！」

「そんなことない」

　まるで暴風雨のように感情が激しく揺れる建守に、答える零さんはあくまでも静かに淡々と、諭さとすようになだめるように、落ち着いた穏やかな声で否定する。

「響次さんも信じてよ、兄様のこと」

「……何言ってんだ、てめえ」

　その一言が、どんなトリガーになっていたのだろう。零さんを睨にらむ建守の目が、キュッと細められる。

「あいつを？　信じろ？　バカじゃねぇのか？　あいつの何が信じられる。あいつを信じて何になる!?　俺があいつで認めているのは力だけだ。破刃カンナギを操れるであろう、その力だけだ！　それ以外、あいつに価値なんぞあるものかっ！」

「それでも……信じて欲しい。あんなことがあっても、響次さんは兄様を信じてくれたじゃない。だから今もまた、信じてあげて」

「……そうかよ」

　零さんの言葉で何を思ったのか、建守の全身から力が抜けるのが傍はた目めにもわかった。諦あきらめた──と、見る人によってはそう見えるかもしれない。

　けれど俺には、とてもそういう風には見えなかった。

「そぉーいえばよぉ、さっき小こむ娘すめがほざいてやがったが……」

　建守の深く沈しずんだ仄ほの暗ぐらい眼差しが、俺に向けられる。

「あのガキは……零、てめえの担い手だっつー話だよなぁ」

「……響次さん、何考えてるの？」

「人が神を討つには、人として何かが欠けてなきゃできねぇ。欠けたものがあるからこそ、それを埋うめるために破刃カンナギを手にできる。そのカンナギの代わりとして、太刀鞍は他者を頼る……か」

　建守が笑う。何かを含むように、あざけるように蔑さげすむように。

「あの小こ僧ぞうが、おまえを現世にとどめる鎖くさりか。カンナギをその身に呼び寄せられない枷かせか。だったらよぉ……零、俺に感謝しろ」

「やめて、響次さん！」

「てめえが自分で断ち切れねぇもンを、俺が断ち切ってやるよっ！」

　建守が、爆ばく発はつ的てきな速度で俺に迫る。直後、その建守を止めようと零さんも動く。二人の速度に、大きな違いがあるとは俺には思えない。けれど、初動の差がそこにあった。

　目前に迫る建守が、凶きよ悪うあくな笑みを浮かべたまま剣を振る。俺の視界に映るのは、鉄板のような奴の剣──直後。

　衝しよ撃うげきとともに、視界が反転する。目に映るのは、日が陰かげり、薄うす暗ぐらさと朱しゆの色が混じり合う空の色。

「悠くん！　美鈴ちゃん！」

　耳に届く零さんの声。声が聞こえるということは、俺はまだ無事なんだろうか。急激な場の転てん換かんに、思考が追いつかない。ただ、零さんの声だけが聞こえる。

「響次さん、二人は武神三家に関係ない！　手を出さないで！」

「関係ない？　何をヌカしてンだ、てめえは。あの小僧がてめえの担い手なんだろ？　関係なくはねぇだろうが！」

「それは……っ！」

　言い争う二人の声が、すぐ近くで聞こえる。あのタイミングで零さんが割って入り、建守を食い止めてくれたんだろうか。とすれば、この場にとどまっているのはまずい。

　そう思って身体を起こそうとするが……何かがのしかかっている。いつもの調子で身を起こそうとしても起きられない。それでも地面に手を突ついて、強引に身体を起こそうとしたとき……ぬるっ、と手に生暖かいものが触れた。ずるり、と俺の上から何かがずり落ちる気配を感じた。

「え……」

　力なく崩れ落ちるその人ひと影かげに、俺は言葉を失った。手に残るそれが何であるのか、今になって理解が追いついた。

「ひい……らぎ……？」

　これは、血だ。俺の手の平一面を染め上げているのは、柊の血。

「柊……おい、柊!?」

　力なく動かない柊を支える俺の手に、びちゃりと生温かい感かん触しよくが広がった。呼びかけても、ぴくりとも反応しない。

「悠くん、美鈴ちゃんの手当を……はやくっ！」

　手当……柊を？　だから、それは……斬られ……た？　柊が……斬られたのか？

　だとすればそれは……俺を、かばって……なら、この手に伝わる感触は……止めどなく溢あふれるこの……命の感触は……。

「手当だぁ？　無意味なことしてンじゃねぇよ！」

「響次さん、どうしてこんな……っ!?」

「てめえがっ！　くだらねぇしがらみに縛しばられてっからだろぉーが！」

「ぐ……っ！」

　激しい斬撃が耳をつんざく。次いで、ひときわ強きよ烈うれつな激げき突とつ音が聞こえたが……そのときの俺には、果たして本当にその音が聞こえていたのかわからない。

「悠くんっ！」

　いつにない絶ぜつ叫きようで俺を呼ぶ零さんの声だけは、はっきりと聞こえた。弾かれるように顔を上げた俺の眼前には、建守の姿。

　こいつが……やったのか。

　この男が、手に掛けたのか。

　この野や郎ろうがっ、やりやがったのか！

「おまえが柊を傷つけたのかぁっ!!」

　それは俺の声か。それとも他の誰かの声なのか。

　誰の雄お叫たけびであろうとも、それはその直後に起きた。

　繰り出だされる拳こぶしが、真正面から建守の刃と激突する。形容しがたい音が、耳に届いた。もしかすると、空間がたわむ音だったのかもしれない。

　瞬間、衝撃が走る。

　建守の一撃を弾き、奴自身をも吹き飛ばし、朽くちかけた木々を薙なぎ払はらい、大地を捲まくり上げて、ともすれば地形そのものが姿を変えているかもしれない。

　闇やみ雲くもに繰り出した一撃は力が分散され、辺り一面に飛び散った。建守が五体満足で残ってしまったのもそのせいだろうが、放出された力は所かまわず薙ぎ払い、場所によっては山の標高を数メートルほどえぐり取っている。

「……な……っ」

　瓦が礫れきとしか言いようがない山の傾けい斜しやから這はい出でた建守が、声を詰まらせて絶句した。

「なん……だ、そりゃ……？」

　建守が見ているのは俺か、それともそこに在るそれか。

　そんなことはどうでもいい。俺にとって、それは心底どうでもいい話だ。

「どうして傷つけた……」

「……あ？」

「俺は零さんの担い手だ。だから俺を狙うのはいい。でも柊は関係ないだろう。あいつは武神三家のことにも、カンナギにも、おまえらのくだらないイザコザにも……一切関係ねぇだろうがぁっ！」

　激情に駆かられて踏み込む俺の動きは、尋じん常じようじゃないスピードだった。冷静であれば、その動きに自分自身が尻しり込みしていたかもしれない。

　けれど今はそうじゃなかった。そんな些さ細さいなことなど、どうでもよかった。ただ目の前にいるそいつを、建守を、この手で殴なぐり飛ばすことができるなら、そこに在るのが神だろうが悪あく魔まだろうが関係ない。

「おまえなら、直前でも止められたはずだ！」

「図に乗るなよ、クソガキがぁっ！」

　建守が咆える。瞬間、奴を殴り飛ばすために近付こうとする俺の身体が、まるで見えないネットに引っかかったかのように鈍にぶくなった。

　これが奴の力か。エネルギーという、確かに存在していても目で見ることができないそれを、眼前に突きつけられたような気分だ。体中に粘ねん液えきを塗ぬりたくられたように、あるいはゼリーの上で踏ん張ばっているように、力が思うように伝わらない。コーヒーの中に放り込まれた角砂糖の気分が、もしかするとこういうものかもしれない。

「足あ掻がいてんじゃ……ねぇぞ、建守ぃっ！」

　けれどそれは、そこに在るモノは、まとわりつく建守の力を強引に引き裂き、食い千切り、撥はね退け、叩き伏ふせる。

「なっ!?」

　驚きよ愕うがくに満ちた建守が、それでも剣を盾に俺の一撃を受け止めた。が、完全に防ぎきることなどできるはずもない。

　繰り出した一撃は剣を押し、俺の拳が接した面で爆ばく弾だんが炸裂したような激しさで、周囲を巻き込みながら建守の巨きよ躯くをも吹き飛ばした。

　それでも、威力はだいぶ抑えられている。最初の一撃で周囲の景観を一変させているのだから、今のはまだ良心的だ。あるいは、はね除けたと思っていた建守の力に幾いくばくか相殺されていたのかもしれない。

　それで、丁度いい。一撃で粉ふん砕さいしない程度が丁度いいんだ。

　それだけ何度も、何度でも、奴をぶちのめすことができる。たったひと撫なでしてやっただけで、楽になどしてやるものか。



    

  
    
      「……両腕両脚へし折って、中身ブチまけてやろうか！　なあっ、建守ぃっ！」

　地を蹴って、倒たおれている建守に飛びかかる俺の身体に、またもあの不快な感覚が襲ってくる。今なお建守は、そこに在るそれを抑えつけようとしているらしい。奴の力が、わずかに動きを鈍らせた。

　が、かといってそれが致ち命めい的てきなものになるはずもない。地形を一変させる力が地面をヘコませる程度に抑えられても、奴を踏みにじる分には大差がない。

　見えない手が数十、数百と身体にまとわりつくような気持ち悪い感覚を振り払い、着地すると同時に鈍い感触が足の裏に伝わった。

「ぐ……あぁっ!?」

「まずは左ひだ腕りうでだ」

　踏み込んだ足の下に奇きみ妙ような方向に曲がった建守の腕うでが見えるが、それを目の当たりにして俺が思ったことは「千切れなかったか」と言う、ただそれだけだった。

　それ以上の歓かん喜きも、恐きよ怖うふも、戸惑いも躊躇ためらいも何もない。こいつはそうなることが当然だ。そうなる以外に道はない。あるはずもないし、作ってやるつもりもない。

「次は右みぎ腕うでか、右脚か、それとも左脚か。どこだろうがハラワタ引きずり出すのは最後だ」

「こ……のっ、バケモノがっ！」

　さらに一撃を食らわせようと腕を振り上げようとして、そのとき今まで以上の異変がのしかかってきた。突如として真上から強引に抑えつけようとする圧力が襲いかかり、立っていることすらままならなくなる。

「掴んだぞ、貴様のそれを」

　建守が、渾こん身しんの力を込めて剣の柄つか頭がしらで俺の脇わき腹ばらを殴おう打だした。肝かん臓ぞうにまで響く一撃に胃の中もシェイクされ、抑えようのない吐き気けも覚える。そして何より、そこに在ったそれが、霧きりに投射された映像のように霞かすんでいた。

「くそっ……掴んでもまだ絞り切れねぇ。これじゃまるで……荒神レベルのエネルギー量じゃねぇか。何なんだ、いったい。何なんだ貴様は!?」

「うるせぇっ！　てめえ、よくも……よくもっ！」

「よくも？　だから何だよ。小娘一人が死んだくらいで喚くな、小僧！」

「死んだ……くらい、だとぉっ！」

「おまえも死んどけよ、バケモノが！」

　建守が、右手一本で剣を振り上げる。そこに在るそれは、奴の力に掴まれて動かない。一気に形勢は逆転したが、それでも、それでもこいつだけはっ！

「おまえがくたばれば、カンナギも取とり戻せンだよ！」

　振り下おろされる一撃。そこに在るそれも、俺自身も動けない。回避する術もない。

　ガギンッ！　と、鈍い金属音が響いた。俺の首を刎はね飛ばそうとする一撃が、寸前のところで食い止められる。

「聞き捨てならないな、響次さん」

「零!?　てめえっ！」

「小娘一人が死んだくらい？　何を言ってるの。何のための武神流なの？　わたしたちは荒こう神じん退治の一族でしょ。何故、荒神退治をしているのか忘れたの？　現世を常とこ世よにしないためじゃない。ここに生きる命をあるがままに継けい続ぞくしていくためでしょう。なのにわたしたちが人を殺めてどうするの？　カンナギを求めるあまり、目的と手段がすり替わってるんじゃ話にならないよ」

「なんだと……っ！」

「わたしたちに必要なのはカンナギじゃない。荒神を討つ理由でしょ。その理由を自分の手で摘つみ取るなんて、笑い話にもならないよ」

　鍔迫り合う剣を弾き、零さんが建守を蹴り飛ばす。途端に俺を、そこに在るそれを拘こう束そくしていた建守の力がかき消えた。

「建守ぃっ！」

「待って、悠くん！」

　自由になったと同時に建守に襲いかかろうとした俺を、零さんが身体を張って食い止めて来た。

「邪魔をするな、零さん！　あいつは柊を……柊をっ！」

「大だい丈じよ夫うぶ、美鈴ちゃんなら大丈夫だから。死んでないから、落ち着いて！」

「でもあいつがっ！　あいつが……え？」

　今、何て言った？　死んで……ない？

「護符使ったから。危なかったけど、まだ目を覚ましてないけど、でも大丈夫だから！　だから落ち着いて……ね？」

「護符って……」

　ああ……そうか。そうだった。死んでさえいなければ、刻印護符を使ってある程度の傷なら治せるんだった。あの血の量と、ぴくりとも動かない様子から俺はてっきり……。

「……美鈴ちゃんのことになると見境なくなるんだねぇ、悠くんは」

「いやだって、あれは……」

「まぁ……いいけどねっ」

　零さんは呆あきれ混じりの笑みを浮かべてそう言うが、どうにもその笑顔がどこかしら……と、そう思ったときだった。視線の先に仁王立ちする人影がひとつ。

「それでも……それでも必要なンだよ、カンナギは……」

　剣を杖つえにして、立ち上がる建守の姿。あの野郎、まだ立ち上がれるのか。

「てめえ、まだ──」

「お待ちくださいっ！」

　身を乗り出そうとした俺を、何処からともなく飛んできた声が押しとどめた。

「それまでです！　いったい何やってるんですか！　こんなもう……ちっ、地形まで変えちゃって……いい加減にしてくださいっ！」

　この声は……と、考えるまでもない。視線を巡めぐらせれば、今にも泣き出しそうな表情を浮かべた和服の少女。

「あ、絹きぬ華かちゃん……と……え？」

　その絹華を抱かかえている男を見て、零さんが驚きに目を丸くした。俺だって同じだ。

「やあ、キミたち。少し暴れすぎだねぇ」

「所長!?」

「え、しょっ、所長さんだったんですか!?」



    

  
    
      　どうして所長がここに、しかも絹華を引き連れて現れるんだ!?　挙げ句、絹華は一いつ緒しよにいるのが所長だって、今の今まで知らなかったみたいじゃないか。

「何故もどうしても、総そう幻げんくんと高たか瀬せくんから連れん絡らくがあったんだよ。神かみ村むらくん、キミが太刀鞍くんを捜さがすことを仕事にしたことで総幻くんから連絡が来ることは予想できたがね、まさか高瀬くんまで巻き込むとは思わなかったよ。片方だけならまだしも、二人に言われたら僕ぼくも腰を上げざるを得ないじゃないか。仕方なく絹華くんに太刀鞍や建守の力を探ってもらって、ここまでたどり着いたわけだが──」

　この場を一いち瞥べつして、所長はすべて理解したらしい。

「──なるほど、そういうことか」

　盛大にため息を吐いた。

「目的はカンナギの奪だつ還かんかな、建守くん」

「何だ……てめえは」

「おや、覚えてないのかい？　僕はキミの父親と旧知の仲だったんだよ。小さいころのキミと会ったこともあるんだがね。そのころはもう少しマシだったんだが……今は見る影かげもない。何より建守の力をまるで理解してないじゃないか。人を傷つけるなんてね」

「なんだと……？」

「建守の力は護り抑える力だろう。太刀鞍の力を抑えつけるのがキミの一族の役目じゃないか。建守家最後の一人がこれでは、一族の行く末もたかが知れるというものだよ」

　建守家……最後の一人？　建守響次しか建守の人間は……いない、のか？

「所長、それは……」

「いいじゃないか、太刀鞍くん」

　零さんが容よう赦しやない言葉を並べ立てる所長を止めようと割って入るが、それを面倒臭そうに手を振って払いのけた。

「キミも受け入れるべきだよ。幻十郎くんが暴走したせいで、建守家の人間が彼かれ一人を除いて息絶えたことをね」

「え……っ？」

　幻十郎さんの暴走事件。その話は、太刀鞍家で総幻さんから聞いている。幻十郎さんが人として大切なものを失い、友と許嫁いいなずけと、そして総幻さんの腕をも断ち切ってしまったという、あの話。

　その被ひ害がい者しやが……建守の……建守家のことだったのか。

「あの事故が何故起きたのか、理由を知ってるかい？　あれはカンナギのせいだよ。カンナギの片鱗が建守家の封印さえも断ち切って、幻十郎くんの資質に共鳴したんだ。だから暴走した。はっきり言えば、カンナギを封ふうじ続けなければならなかった建守家が自らの役目を軽視した怠たい慢まんの被害者なんだよ、幻十郎くんは。それでも響次くん、キミは生き残った。何故かわかるかい？　幻十郎くんが守ったんだよ。万物一切を断ち切る太刀鞍の人間に、キミは守られたんだ」

「ふ……ふざけるなっ！」

　ただ淡たん々たんと、それが事実だからこそ言葉を飾かざらずに無む慈じ悲ひなまでに突きつける所長の言葉を、建守は激げつ昂こうとともに払い退けた。

「俺があいつに守られただと!?　あいつが？　自分自身をも捨て去ったあいつが、そんなことをするものかっ！　あいつが……あいつが……っ！」

　所長の言葉を激しく拒きよ絶ぜつする建守の姿は……まるで駄だ々だをこねる子供のように見えた。わかっていることなのに受け入れられず、どうしようもないことなのに認められずに足掻いている。

「響次さん」

　そんな建守に、冷れい徹てつに言葉をぶつける所長とは違う優しい声音で絹華が呼びかけた。

「結局、あなたはどちらの意思で動いていたんですか？　亡くなった一族の皆みなさんのために、建守家の役目を果たすために、破刃カンナギを呼よび戻もどそうとしていたんですか？　それとも、建守家の皆さんを手に掛けてしまった幻十郎さんへの復ふく讐しゆ心うしんを満たすために、零お姉さんに無茶な責任を押おしつけようとしていたんですか？　答えてください」

「……うるせえ。ガキはすっこんでろ」

「いいえ、それはできません」

　大人でも腰が引けそうな眼光に睨まれても、絹華は一歩も引かず、視線を一瞬たりとも逸そらさずに、建守を見返している。

「わたしは星ほし上がみ家の当主です。その立場から問い掛けています。答えなさい」

「…………」

　凛りんとした絹華の言葉に、建守は返す言葉を失った。何も言えずただ、視線を落とすことしかできなかった。

「答えられないんですか、響次さん。答えられないのなら、あなたがやろうとしていたことは間違っているんです。確かに武神三家にとって破刃カンナギは大切なもの。でも、カンナギは危ういものでもあるんです。仮に破刃カンナギを呼び戻すことができたとしても、わたしの問とい掛けに返す言葉を持たないあなたが──」

「うるせえっつってんだろ！」

　言葉を遮さえぎり、建守が絶叫に近い雄叫びで激しく拒絶した。絹華を突き飛ばし、剣を杖代わりに立ち上がる。

「今まで事を放置していた星上が何を言ってやがる！　偉えらそうな御託たくを並べて、しゃしゃり出て来るんじゃねぇっ！」

　その様は、まさに手負いの野やじ獣ゆうそのものだ。もしかすると今のこいつには、何が正しくて何が間違っているのか、その判断すら正確に行えていないのかもしれない。

「響次さんっ！　もうやめてください！」

「やれやれ、言葉だけの説教じゃ足りないか」

　絹華が悲鳴のような声を上げて、所長が呆れて嘆たん息そくする。その手には、いつも柊が使っている刻印護符が一枚。ただし、文字はいつも柊が使っている文字とは比べものにならないほど複雑で緻ち密みつ、そして入り組んだ文字が刻まれていた。

「乱暴な手段を講じるのは好きじゃないんだけどねぇ、仕方がない」

「待って、所長」

　所長が護符を破ろうとした──その直前に、零さんが押しとどめた。

「わたしが止める。兄様が居ない今、それはわたしの役目だもの」

「そうかい？　んー……じゃあ任せよう」

　所長は頷うなずき、護符を上着のポケットに押し込んで一歩下がる。代わりに零さんが、建守の前に進み出た。

「零……わかってんだろ、おまえならわかってるはずだ。カンナギが、幻十郎がどれだけ必要なのか──」

「響次さん」

　零さんは、建守の言葉を最後まで聞かずに断ち切った。

「父様も母様も、絹華ちゃんや星上のおばさまさえも知らないことを教えてあげる」

「あぁ……？」

「響次さんは、担い手が居ることで太刀鞍がカンナギを手に出来ないと思ってるようだけど……それは違う。太刀鞍家は担い手をカンナギの代わりにしてるわけじゃない。むしろ、逆かもしれない」

「何言ってんだ、てめえ」

「このえちゃんは、兄様の担い手だった」

「え……？」

　零さんの言葉に、誰もが言葉を失った。

　俺はもちろん、絹華も絶句し、所長を見ればいつもと変わらぬ佇たたずまいで平然としている。この人だけは、もしかすると知っていたのかもしれない。

　ただ、俺や絹華以上に驚きと戸惑いの表情を浮かべたのは、建守だった。

「幻十郎が……担い手、を……？」

「響次さん、わたしたち太刀鞍家は万物すべてを断ち切る者。人や物だけじゃない、概がい念ねん的てきなものさえも断ち切らねばならない者。けれどそれでは成り立たない。何もかもをも断ち切っていては、意味がない。だから……」

　零さんは、ちらりと俺を見る。

「担い手は、そんなわたしたちに何を断ち切るか、何を断ち切らざるべきかを教えてくれる人。ともすれば自らをも断ち切ってしまうわたしたちを、現世にとどめてくれる絆きずな。その人が居るから、わたしたちはここに居る。その人のために剣を取り、自らを断ち切ることも厭いとわないで戦える」

「ふざ……っけるなっ！　だったら、どうしておまえはカンナギを扱えない？　どうしておまえに、破刃カンナギは応えない！」

「それは……わからない。担い手が居ても、カンナギを扱うことはできないのかもしれない。兄様が何故カンナギを扱えたのかは……それこそ資質としか言いようがない」

「そんな……そんな話が……っ！」

「でも、担い手が太刀鞍を弱くしていないのは事実。むしろ担い手がいるからこそ、太刀鞍はより強くなれる。わたしの話が嘘うそか本当か、確かめてみればいい」

　零さんが、静かに太刀を構える。

「ねぇ、悠くん」

　真っ直ぐに建守を見み据すえたままで、声だけが俺を呼ぶ。

「今だから言うけど……実はキミのこと、このえちゃんから聞いてた」

「え……？」

「あんまロクなこと言ってなかったけど、それでも凄すごい信用してたみたいだよ。何があっても、選ぶべき最後の選せん択たくは間違えないってさ。だからわたしも……そう思えたのかな」

　それが……零さんが、俺を担い手に選んだ……理由？

「覚えてる？　わたしは、悠くんが戦えと言うのなら剣を抜く。戦うなと言うのなら、何もしない。ただ、今はわたしの我わが侭ままを聞いてほしい。わたしは目の前の人を止めたい。そのためにキミの言葉が欲しい。その言葉を、わたしは喰くらって力にできる」

「やってみろよ、半人前がぁっ！」

　建守が、俺に左腕を使い物にならなくさせられたとは言え、右手だけでも長大な剣を振り上げて迫る。ヤツの、建守としての力は消えちゃいない。

「どうする？　悠くん」

「あいつを……止めてやれ、零さん」

「……うん」

　応える言葉はただの一言、軽やかな足取りで零さんは前に出る。

　刀身が鈍いくすんだ色でしか輝かがやいていないのは、今なお建守の力が太刀鞍の力を抑えつけている証しよ拠うこだろうか。

　それでも、その太刀で、今あるその力で、零さんは建守を迎むかえ撃うつ。

　振り抜いた両者の刃が交差する。鍔迫り合う刃が拮きつ抗こうする。

「てめえの力は簡単に絞り込めンだよっ！」

「……本当に？」

　しのぎを削けずる互たがいの刃の隙すき間まから……いや、零さんのくすんだ輝きの刀身から、何かが溢れでている。

　それは光。儚はかなくか弱い光の粒りゆ子うしが溢れ──刹那、一気に膨ふくれ上がった。

「な……っ、何故……何故、おまえが……それは……っ！」

「太刀鞍の力は、そこまで甘いものじゃないよ。それに今は、悠くんが居てくれる」

　気がつけば、そこに在ったはずの『神』が消えている。俺の激情が生み出した、『神』と呼ばれる莫ばく大だいな力を持つ自我エネルギー体を受け入れられる霊れい子エネルギー体を……喰ったのか、零さんは。それを自らの力に変えて、刃に宿しているのか。

「響次さん、言ったでしょ？　太刀鞍は、担い手がいるから強くなる。そして──」

　拮抗していた二人のバランスが崩くずれる。

　バギンッ！　と、金属が引きちぎられる音が響く。

　そして、零さんがさらに踏み込み──一閃。

「──今のわたしは昔より強いよ、ってね」

　真っ二つに折れた建守の剣が地面に突き刺ささり、そして、奴自身の体も大きく揺らぎ……倒れた。倒れ、そして立ち上がることはなかった。

「っても、ギリギリかぁ～……ふぅ」

「零さん！」

　その場にへたり込む零さんに、俺は慌てて駆け寄よった。どうやら張りつめていた緊きん張ちようの糸が解けて、へたり込んだだけらしい。見た目的には大きな傷も怪け我がもない。

「ありがと、悠くん」

　人の頭をぐりぐりなで回して、零さんはいつもの零さんらしい締しまりのない笑顔を浮かべて見せた。

「零お姉さぁんっ！」

　絹華の声が聞こえた……と思った次の瞬間、勢いよく走り込んで来たかと思えば、一直線に零さんに飛びついて来た。

「大きくなったね、絹華ちゃん。当主になったんだ」

「とっ、当主になったんだじゃないです！　まったくもーっ！」

　零さんが話を振った途と端たん、絹華が両手をぶんぶん振り回まわしながら泣き出した。そりゃあ、泣きたくなるってもんだろう。

「ごめんごめん」

　零さんは絹華を抱だき上げて、キュッと抱きしめた。

「しっ、心配もしてたんですから……ホントに……」

「うん、ごめんね」

　抱ほう擁ようを終えて絹華を地面に降ろした零さんが、次に目を向けたのは所長だった。

「えーっと……」

「……まぁ、説教は後にしよう。それよりも」

　さすがに零さんも言葉を詰つまらせると、所長は眼鏡を直しながらため息を吐いた。

「ちょうどここに武神三家が揃そろっているし、こんな騒さわぎにまでなったのだから……そうだな、幻十郎くんの名めい誉よを回復しておこう」

「……え？」

「幻十郎くんが強引にカンナギを取り出したのは、このえくんを守るためだったんだ」

　あまりにも、あんまりにも唐突すぎる所長の発言に、ここにいる誰もが言葉を失った。

「まっ、待ってくれ。所長、どういうことですか？　幻十郎さんがカンナギを……姉さんを守るためって……姉さんに何があったんだ？　荒神を討つのに使う神器を使わなくちゃならないようなことって……いったい何が!?」

「一言で言うのなら──魔ま法ほうを使おうとした」

「ま……ほう？」

　所長の口から滑すべり落おちた言葉に、俺は虚きよを衝つかれた。それはあまりにも突とつ拍ぴよ子うしもないから……ではない。魔法なんて、そんなことくらいでカンナギが必要になるとは思えなかったからだ。

　そもそも俺には、そういう超ちよう常じよう的な技能を持つ相手にアテがある。不死者の呪のろいを受けていた元クラスメイトで、今は呪いを解除するための治ちり療ようを受けている坂さか崎ざき詩し織おり。

　あいつも魔法を使っていた。その効果も目の当たりにした。確かにかなりの代物だとは思うが……荒神を討つための道具を引っ張り出すほど桁けた外はずれのものとは思えない。

「もしかして、魔まじ術ゆつと勘かん違ちがいしてないかな？　違うよ、僕が言ってるのは魔法の方だ」

「違うんですか？」

「当たり前だろう。言葉が違えば意味も違う。魔法と魔術は別物だ」

　その違いが俺にはよくわからないんだが……何が違うと言うんだろう。

「魔術とは『術』なんだ。術とはつまり、使い方を覚えれば誰にでも使える……いわゆる技術だね。一方、魔法は『法』だよ。法とはつまり法則とか法律という言葉で使われるように……んー、揺るぎない仕組みのことだ。つまり」

　俺が微びみ妙ような表情を浮かべていると、所長はさらなる追加情報を与あたえてくれた。

「魔術というのは、既き存そんの物理法則の上位と下位を入いれ替かえるものだ。だから、水の中だろうが突とつ然ぜん発生しようが、火は熱い。火そのものの性質まで変えるものじゃないからね。けれど魔法というのは、この世の物理法則に新たな項こう目もくを書き加える、あるいは取り除くことを言うんだよ。火で水を凍こおらせる、水を撒まいて木々を枯からす……いや、火や水とか、そういう考え方そのものを変えなくちゃならなくなるのかな」

「よく……わからないんですが……」

　つまり……なんだ？　姉さんは……その、人の概がい念ねんを超こえた何かを使ってまで、やり遂とげなければならないことがあったのか？　そんな真似をしてまで──。

「姉さんは……いったい何を……？」

「破刃カンナギと幻十郎くんを切り離はなそうとした。そのためには……んー、魔法を行使しなければならないほどだったのかは首を捻ひねらざるを得ないが、成功していれば手っ取り早い手段だったかもしれない」

「切り離す……手っ取り早い？　そもそも、幻十郎さんとカンナギの関係って……切り離す？　どういうことですか」

「破刃カンナギはね、過去の暴走事故で幻十郎くんの一部になっている。『心』というタンクの中に『経験』という水を入れて人は人になるんだが、彼の場合は『経験』がこぼれて、そこへ『破刃カンナギ』という水に似た水以外のものが入ってしまったわけだ。一度入ってしまったものは普ふ通つうなら取り除けない。だから、このえくんは魔法なんてものを使おうと思ったんだろう」

「それで……失敗して……幻十郎さんはカンナギを使わざるを得なくなって……？」

「そう」

「それで……消えた……」

「そう……だけど、少し違う。二人は厳密に言えば消えたわけじゃない。存在がこの世界の時間軸じくに固定されなくなってしまっただけだ」

　時間軸……固定？　また訳のわからない方向に話が飛び火した。

「たとえば、互いに同じ速度で歩いている当人同士は、互いの姿だけに注視していると止まって見える。だが、少し視線をずらして周囲に目を向ければ、その景色は移動速度に応じて変化する。この世界も同じさ。『時間』という流れの中に『物質』が並へい走そうしているんだ。だから物質は存在できる。けれどもし、時間の流れからはずれてしまったら……」

「見えなく……なる？」

「そういうこと」

　俺の答えに、所長は満足しつつも肩かたをすくめた。

「幻十郎くんがカンナギで断ち切ったのはね、魔法発動に失敗したこのえくんが消し飛ぶ運命だ。その瞬間を断ち切った。だからこの世界に存在し続ける権利を失った……が、死んだわけじゃない。だから僕は『二人はどこに？』と聞かれても『わからない』としか答えられない。存在がこの世界に固定されてないのだから当然だ。もしかすると偶ぐう然ぜんが重なれば一いつ瞬しゆんだけ現れるかもしれないね。もっとも、それは『存在している』とは言い難い」

「それなら、二人を助ける方法は……ない？」

　俺が呆ぼう然ぜんとそう呟つぶやけば、所長は首を横に振った。

「今はない……けど、僕が何故、いつも地下のラボにこもってると思ってるんだ？　二人を救出するための装置の開発に勤しんでるわけだよ」

「え……じゃあ……で、できるんですか!?　そんなことが──」

「現状では確約できないな。かれこれ四年近く研究に時間を費やしているが、一向に目処が立たない。とかく、時間に関わるものは面倒なんだよ。上手く行けばいいんだけどね。もしくは、さらに別の方法が見つかるか……かな」

　それでも……それでも姉さんがどうなったのかはわかった。奇き跡せきなんて曖あい昧まいなことに頼たよらなくちゃならないのかもしれないが、それでも……救うことができるかもしれない。その可能性は確かにある。

　だからこそ、俺は所長に問い掛かけずにはいられない。

「どうして今までそのことを黙だまっていたんですか……？　どうして、今まで何も教えてくれなかったんですか！」

「今までのキミが何も知らなかったからだよ。たとえ真実であったとしても、その情報を知るべきときに知るべき場所で、知るべき手順を踏ふまずに得たとしても何ら意味を持たないからね。事実、キミは僕に聞くべきことが多々あるだろうが、それを聞いてこない。ということは、今のキミには不要な情報と判断せざるを得ないな」

「聞くべき……こと？」

　俺がいったい何を──と、そう思うこちらの考えは見み透すかされているのか、所長は呆れ顔を向けて来た。

「覚えておきたまえ。知識は力だ、力は必要だ。けれどその力をどこで使うのか、何に使うべきものなのか、まるでわかっていないのでは意味がない。ただし、力が必要になれば僕は喜んで与えるよ。たとえば……そうそう、こんな力だ」

　何を思ったのか、所長はそんなことを言って絹華に目を向けた

「二人を救う役目を僕に押しつけたのは、星上静しず香かだった……とかね」

　唐突に出てきたその名前に、息を呑のんだのは俺よりも絹華の方だった。

「それって……お母さんのこと……ですか？」

「そうだよ。幻十郎くんが無理に破刃カンナギを取り出して消失したその翌日、すぐさま彼かの女じよが僕のところにやってきてね。人の襟えり首くびを締め上げて、おまえが何とかしろと言ってきたんだ。おまえにしかできないとも言ってたかな。それまで一度も見せたことがない剣けん幕まくだったなぁ。彼女も必死だったんだろう」

「お母さんが……そんなことを……」

「状じよう況きようを一番よく理解していたのは彼女だったよ。自分はもちろん、太刀鞍でも建守でもどうしようもない事態だとわかっていた──と、そういうわけだから響次くん。聞いているんだろう？」

　所長が建守に呼びかけたことで、そこでようやく気付いた。あの野郎、意識を取り戻していやがった……が、今までの荒あら々あらしさは雲うん散さん霧むし消ようしているようにも感じられた。

「星上家が『賢けん』の一族とはよく言ったものさ。彼女は武神三家を統とう括かつする責任者として、二人を救えるであろう唯ゆい一いつの可能性を僕に求めた。なりふり構わずにね。その彼女が『放っておけ』と言ったのは……そうだな、部外者に武神三家の恥はじを晒さらした汚お名めいを、自分だけが背負おうとしたからじゃないのかな。実際はまぁ、彼女にしかわからないがね」

「そんな……ことを、あいつが……見捨てたわけじゃ……なかった……？」

　建守は、所長の言葉を聞いて呆然と呟いた。それが信じられないとばかりに。

　ただ、それでも信じるしかないんだ。幻十郎さんが戻って来ると信じる零さんのように、建守は所長が二人を助け出せる装置を作り出せると信じるしかない。

「だったら……だったらどうなんだ。星上の願いを叶かなえられるか。それができるのか？　カンナギを呼び戻し、消えた幻十郎たちを救うことが……本当にできるのか!?」

「信じる信じないはキミの自由さ。できるできないは……さて、どうだろうね。ただ」

　所長は何故か、そこで俺を見る。

「願えば叶うよ、たぶんね」



    

  
    
      エピローグ






　まるで葬そう式しき会場に迷い込んだかのように、萬よろ屋ずやの事務所内にはどんよりとした空気が漂ただよっていた。陰いん鬱うつな空気は、夕立があがった夏の夜の空気みたいに肌はだへまとわりついてくるんだが、これは果たして何があったんだ？

「あー……悠ゆうくぅーん、聞いてよー」

　学校の帰りにそのままやってきたのだが、聞こえた声でどうやら場所を間違えたわけではないと気付かされる。海岸に打ち上げられたミンククジラのように、力なくソファで横たわっていた零れいさんがのっそり起きあがり、泣きそうな声を出しながらよろよろと抱きついてきた。

「所長がね、ひどいんだよぉ。わたしのお給料、六ヶ月間の五〇パーセント減給って言うんだ。おまけにあれだよ、事務所内で泊とまり込みの酒盛りまで禁止にされちゃってぇ」

「そりゃあそうでしょうねぇ」

　事務所から勝手にリメイン・シリーズのひとつを持ち出して、挙げ句に処分して、さらには柊ひいらぎまで重じゆう症しようにしちまったんだ。むしろその程度の罰ばつ則そくで事が済んで、よかったと思うべきじゃないだろうか。

「この際ですから、少しくらい禁酒したらどうですか」

「何をぅ。わたしだって好きで呑んでるわけじゃないもーん。太た刀ち鞍くらの力をアルコールで分散させてるんだぞ。呑まないと大変なことになるんだ」

「ほー」

　そういえば、建たて守もりもそんなことを言ってたような気がする。

「呑まないと、どうなるんですか」

「んー……太刀鞍の力を制せい御ぎよできなくなる。性格もちっとキツくなっちゃうかも？」

「メチルでもエチルでもいいから、アルコールすすっててください」

　人の禁酒で命の危険にさらされるのはまっぴらだ。

「そういえば柊は？　自室で療りよう養よう中ですか？」

「そこに居るよー」

「え？」

　零さんが気け怠だるそうに指さす方向に目を向ければ、自分の事務机に腰こし掛かけて頭を抱え、背中にどんよりした空気を背負っている柊が居た。事務所内の重苦しい空気を醸かもしだしているのは、給料を減額された上に事務所内酒盛り禁止を言いい渡された零さんではなく、どうやらこいつっぽい。

　昨日、重症の柊には零さんが万が一のときに備えていた護ご符ふで、いちおうの処置が施ほどこされていた。けれど怪我の具合は思ったよりも深刻だったらしい。なにしろ建守の力、つまりエネルギー調整という力で、護符の力を弱められていたわけだ。だからこそ、効果はいまひとつのようだったらしい。

　それでも所長は「たいしたことない」と言っていたが……月曜日の今日、その柊が学校に来てなかった。

　それなりに気にはしていたんだよ。本当にヤバイ状況なら連絡があるはずだから、命に関わるものではないと自分に言い聞かせて無理に納得していたが……それでも身動き取れない重症なんじゃないか？　と不安に思う程度には気にしていたんだ。

　今になってようやくその姿を見ることができて、少し安心した。パッと見た限りでは何かしらの外傷が残っているようには見えないのだが──。

「おい、大丈夫なのか？」

「っだ─────っ!!」

　背中をぽんっと叩たたいて声を掛けた瞬間、こちらが飛び退くほどのでかい声を張り上げやがった。

「ちょっ、ばっ、触んなっ！　傷がまだふさがってないんだからっ！」

「お、おおう、悪い。なんつーか……ご愁しゆう傷しよ様うさまだな」

「誰のせいでこうなったと思ってんのよ！　つーか、ほっといてよ！　今それどころじゃないんだから……もー……」

　ひとしきり人のことを怒ど鳴なり散ちらしたかと思えば、柊はまた頭を抱え込んで項うな垂だれた。

「何をそんな思おもい悩なやんでるんだ？　なんだったらほら、ちょっとくらい相談に乗ってやるぞ？　解決は保証しないが」

「ほっとけって言ってんででででっ！」

　盛大に振り返かえって怒鳴りつけようとした柊だが、その瞬間に背中を押さえ、またも机に突っ伏ぷすことになった。何やってんだ、こいつは……。

「なんかね、背中に傷残っちゃってるから、買った服が着られないとかだって」

「服？」

「ちょっと余計なだだだだ……」

　悶もん絶ぜつしている柊の怪我の具合は心配しても仕方なさそうなので放っておくにしても……その服とはもしやあれか、俺が買ってやったヤツのことを言ってるんだろうか。

「傷きず痕あとは消せないのか？」

「しばらくは消せないわ。半月かそのくらいしたら、いつもあたしが使ってる治ち癒ゆ文字の護符でできるけど……それまで着られないじゃない」

　だからって、何も事務所内の空気をどんよりさせるほど落ち込まなくたっていいだろうに。大人気ない。

「まだ寒いだろ、あのワンピースだと」

「そうだけどー。でもせっかくだし、あれ着てさぁ～……」

「あれー？　なんで悠くんが美み鈴すずちゃんの買った服のこと知ってるの？」

　何か言いかけた柊の言葉に被かぶせるように、零さんが食い付いてきた。

「そりゃだって、忙いそがしい最中にこいつが服を見てて動かないもんだから、仕方なく買ってやったんですよ」

「仕方なく……？　ちょっと、仕方なくって何よっ！」

「えーっ、なにそれひどい。わたしには何も買ってくれてないじゃーん」

　何か知らんが、起点は別にありながらも向かう先は俺という、訳のわからない怒いかりを双そう方ほうから向けられた。何故だ。

「あ……あのぉ～……すみませぇ～ん」



    

  
    
      　女じよ傑けつ二人を相手に口論したくないと思ったところへ、遠えん慮りよがちな声音とともに事務所のドアが開かれる。そんなよそよそしい物もの腰ごしで現れる、幼い声音の少女は一人しかいない。

「おー、絹きぬ華かちゃんだ」

「はぅあわわ！」

　これはまた、なんとも抜ばつ群ぐんのタイミングだ。少なくとも、零さんの意識は俺から絹華に向いてくれたようで、ふらふらと歩み寄って行ったかと思えば、おもむろに手を伸のばして抱きかかえた。抱えられた絹華は嫌いやがる子こ猫ねこのように居心地が悪そうにしているが、これはもしかすると微笑ほほえましい状況と思って見守るのが正しいのかもしれない。

「今日はどうしたんだ？」

「あ、いえ、そろそろ帰省いたしますので、その前にご挨あい拶さつと謝罪をと思いまして……」

「謝罪？」

「この度は太刀鞍と建守の両家がそろってご迷めい惑わくをおかけしまして……本当に申し訳御ご座ざいませんでした」

　零さんに抱えられたまま、声を掛けた俺に絹華が何度も何度も頭を下げてきた。誠心誠意という言葉の意味を、今まさに体現してる。

　感謝と申し訳なさが入り交じり、誠心誠意謝罪している様子は、幼いながらもしっかりしてると思わせるに充じゆ分うぶんな姿勢だと感じられる……が、それでも零さんに抱えられたままでいるので、どうにもありがたさが半減してしまう。

「別に絹華が謝ることじゃない気もするんだが……だったら建守を連れて来いって気もするな。あいつはどうしてるんだ？」

「それが……その、行方を……ですね？　くらませてしまって……」

「………………」

「あっ！　でっ、でも大丈夫ですっ！　もう大丈夫です！　えっとその、あまり信用ないかもですけど、でも大丈夫っ！　星ほし上がみの名にかけて、響きよ次うじさんがまた無茶なことしようとしたときは今度こそわたしの方で対処しますから！　ええもう、ご安心してください！」

　よっぽどどんよりした表情を浮かべていたからだろうか、絹華が慌あわててそんなフォローをしてくれる。なのに、ちっとも安心できないのは何故だろう。

　相手は零さんと互ご角かくに……どころか、押し気味に一戦交えるような相手だ。そんな奴やつに小学生くらいの絹華がダメだしをしたところで、効果があるとは思えない。

「本当に大丈夫なのか……？」

「大丈夫だよー。絹華ちゃん、実は偉いんだから」

　俺が心底胡う散さん臭くさい顔をしてみせれば、零さんも絹華の援えん護ごにまわってきた。

「武神三家それぞれの能力って、血統で受うけ継つがれるものなの。だから破門とかってないんだけど、でも星上家にはそれができるんだ。いわゆる、エネルギーの吸収や調整って能力を剥はく奪だつできちゃうわけ。それができるのは星上家だけなんだよ」

「そうなんですっ！　あの……零お姉さん、そろそろ降ろして……」

　そういう能力の剥奪権限を持っているからこそ、星上家は太刀鞍家や建守家の上に立って指揮できる、ということか。だったらさっさと建守の能力を剥奪してほしいもんだが……そういうことも、現状では難しくあるようだ。

「建守家は、もう響次さん一人しかいらっしゃいませんし……能力剥奪してしまうと、武神三家のバランスが崩れてしまいます。荒神退治も行えなくなってしまうので……」

「だからあいつを放って置いたってことか」

「すっ、すいませんっ！　本当にすみませんっ！」

　俺が思ったことをポロッと口にしたら、零さんから解放された絹華が、またも凄い勢いで頭を下げてきた。

「もう本当に、今後二度とこのようなことがないようにしますからっ！　なんとか響次さんを説とき伏せますし、それでも通じないようであれば次こそ本当に強権発動で能力剥奪もしますので、今回ばかりは平にご容赦くださいっ！　はうぅ、ううぅぅぅ～……」

　何もそんな、烈れつ火かの如ごとき勢いで何度も何度も頭を下げなくても。しかも何だ、最後には涙なみ声だごえになってるのは、どうしてなんだろう。

　いくらなんでも大おお袈げ裟さすぎやしないか？　と俺はそう思っていた矢先に。

「ずいぶんと賑にぎやかだねぇ」

　事務所のドアがガチャリと開かれた。誰がやってきたかと考えるまでもない。

「あ、所長。珍めずらしいじゃないですか、こんな時間に現れるなんて」

「えっ、所長さんですか!?」

　どうせ地下のラボにこもっていたんだろう所長に、俺が声を掛ければ絹華が大袈裟な反応を示してみせた。

「おや、絹華くん。これから帰省するのかね？」

「あっ、はい！　あの、その……さっ、昨日は、えっと、慌ただしさにかまけてちゃんとしたご挨拶もできずに……だから……すいません、すいませんっ！」

　まるで電動モーターでも搭とう載さいしている起き上がりこぼしのような勢いで、何度も何度も頭を下げながら、絹華が戦せんせ々んき恐よう々きようとした面持ちで必死に頭を下げている。何故に謝ってるのか、傍はた目めにはさっぱりわからないが……ああ、母親から所長についてあれこれ聞かされていて、軽いトラウマみたいなレベルで怯おびえていたんだったっけ。

「いやっはっはっは、それは別にいいんだけど、それにしてもキミが当主になったとはねぇ。どうせ静しず香かくんのことだ、体調がよくない云うん々ぬんと適当な理由をでっち上げて、キミに当主の座を譲ゆずったんじゃないのかい？」

「……え？」

「相変わらず適当な人生を好き勝手に歩んでるなぁ、彼女は。あとで病名は何かと問い詰めてみればいい。咳せき込んで曖昧な態度で逃にげるはずだよ。ああ、それと。貸してる五〇〇万、さっさと返せと伝えておいてくれないかな？」

「え……ええぇぇっ!?」

　笑顔のままで、さらりと親の借金を娘むすめにバラすという所長の極悪非道っぷりに二の句が継げない。見ろ、絹華が酸欠状態の金魚のように口をパクパクさせてるじゃないか。

「あ……あの……お母さんが、えっと……その……五〇〇万、ですか？」

「そうだよ。まだうちで働いてた時にね、仕事の都合でラスベガスに赴おもむかなくちゃならないことがあって、そこで散財したらしいんだ。経費と称しようして落とそうとしたけど、当時の経理担当に却きや下つかされちゃったんだよ。仕方なく僕が立たて替えたんだが……キミはそうならないようにね」

「あ……ええ……うわぁ～……そ、そう……ですか……そうですね……」

　はっはっは、と快活に笑う所長とは対照的に、絹華はこの世の終末を目の当たりにしたような、いたたまれない表情を浮うかべて今にも卒そつ倒とうしそうだった。

「大丈夫よ、絹華ちゃん。所長はそう言ってるけど、気にしなくていいから」

　さすがに見かねたのか、柊がフォローを入れている。不ふ憫びんに思って……というのもあるだろうが、義理の父親の非道っぷりに柊自身も何かしら思うところがあっての発言……だといいな。

「まぁ確かに返さなくてもいいんだけど……だとすれば、借金のカタに預かってるあれはどうすればいいのかな」

「何を巻き上げたんですか……」

　所長が無担保で、しかも善意から人に金を貸すとは思えない。何かしらの裏があるか、はたまた取引を持ちかけたに違いない。

「ん？　いや、星上家に伝わる刀だよ。刀と称しているが、鉄てつ扇せんだね。長さ七〇センチほどの。星上の能力を増ぞう幅ふくするものじゃないのかな、あれは」

「うええええええっ!?」

　物もの凄すごくあっさりとこぼした所長の一言に、絹華が悲鳴に近い声を張り上げた。

「ちょっ、まっ、ままま、待ってください！　それもしかしてまさか……賢けん刃じん十と束つか刀とうのことですか!?」

「そんな銘めいだったっけ？　まぁ、たぶんそれだね」

　慌てふためく絹華に、所長は空気も読まずにあっさりと肯こう定ていした。

「うそやだなんで……お母さん、奉ほう納のうしてるからって言ってたのに……ほっ、本当にこちらにあるんですか!?」

「あるよ」

　激しく狼ろう狽ばいする絹華と、終始落ち着いている所長が実に対照的だ。

「持ってこようか？」

「ぜっ、ぜぜぜ、是非っ！」

「ちょっと待ってなさい」

　所長はそう言って事務所から出て行った。どうやら星上家の家宝は、地下のラボに置いてあるらしい。まるでリメイン・シリーズみたいな扱あつかわれ方だが、もしかするとあまり大差ない代物なのかもしれない。

　残された絹華は愕がく然ぜんとした面持ちのままで、俺と柊は呆れ果はて、零さんはまぁ……いつも通りだった。そんなこの場の状況を鑑かんがみると、なるほど、絹華の母親が自分の娘を所長と会わせたくないと考え、あれこれ吹ふき込んでいた理由がよくわかる。

　よりにもよって所長から金を借りた挙げ句、星上家の家宝を借金のカタにしているなんてことが娘にバレたら、そりゃあいたたまれない気持ちになるだろう。トイチの借金よりも洒しや落れにならなさそうだ。

　と、そんな時だった。今まで一度として鳴なり響いたことのない事務所の電話が、けたたましく鳴り響いた。

「はい、萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所です」

　動くだけで傷が痛むのに、柊がスリーコール以内で受話器を取った。さすがだ。

「ああ、柊です。どもー、お疲つかれさまで～す……ええ、ええはい」

　電話の応対をしている柊の口調から、どうも慣れ親しんだ相手からだとわかる。別に聞き耳を立てるつもりもなかったのだが、落ち込みっぷりが凄すさまじい絹華を前に、俺も零さんも何をどう言えばいいのかわからずに黙っているものだから、ついつい聞こえてしまう。

「おまたせ」

　そうこうしていると、所長が戻ってきた。手には黒い……何だろう、杓しやくのようなものを持っている。ちなみに柊は、まだ電話の応対をしていた。

「これだろう？」

「…………それ……です……はい、間違い……なく……」

　ヘナヘナ～……っとへたり込み、両手を地面について拝むような格好で、絹華が魂たましいの抜ぬけ落ちそうな声を絞しぼり出して頷いた。

　不憫だ。他にこの娘を表す言葉が見つからない。

「所長……それ、返してやったらどうです？」

　相手が分別付いた大人ならいざ知らず、小学生相手に社会の荒あら波なみを真っ正面から受けさせようとするのは忍しのびない。

　なので、電話の応対で進言できない柊に代わって俺おれがそう言ってみた。どうせ聞き入れちゃくれないだろうが、言わずにはいられない。

「まぁ、いいけど」

「えっ!?」

　意外にも、所長は素直に頷いた。いったい何があったんだ？　天変地異の前まえ触ぶれか、はたまた世界滅めつ亡ぼうの前兆だろうか。

「そこまで驚おどろかれるのも心外だな。解かい析せきも終わったし、僕が持ってても仕方がない代物だしね。いいよ、これは返してあげよう」

「よ……よろしいんですか？」

「星上家の当主になったお祝いとしてね。ああでも、借金はちゃんと返すようにと静香くんに伝えておいてくれ」

「はっ、はい！　ありがとうございます、ありがとうございますっ！　母にはわたしからしっかりきつく言い含ふくめておきますのでっ！」

「いいよいいよ、気にしなくても。はっはっは」

　感謝の言葉を並べ立てる絹華を相手に、爽さわやかな物腰で受け流す所長を見ていると……なんとなく、その魂こん胆たんが垣かい間ま見みえるような気がする。こうやって恩を売っていくわけか。大人ってキタナイなぁと思わなくもない。

「あ、すみません。そろそろ帰りの電車の時間が……」

　所長に対して散々頭を下げまくった絹華が、ふと事務所の壁かべに掛けられている時計に目を留めてそんなことを言い出した。

「あー、じゃあわたし、送ってくー」

　珍しく零さんが自ら率先して外に出るようなことを言い出した。

「今回は絹華ちゃんにも迷惑かけたしさ。所長、いいですよねぇ？」

「まぁいいよ」

「悠くんも一緒に行く？」

「俺は──」

「あんたはダメ」

　端はなから行く気はなかったが、俺が答えるよりも先に電話を終えたらしい柊からダメ出しを食らってしまった。

「それでは皆さん、今回は本当にご迷惑をおかけしました。また日を改めて、今度はできれば母も連れて来ます。では、失礼いたします」

　何度も何度もお辞じ儀ぎを繰くり返し、所長から返された星上家の家宝を大事に抱えて、絹華は零さんと共に事務所から出て行った。

　何となく……あの娘が健全で立派な星上家の当主として大成するには、何があろうと金輪際うちの事務所と──特に所長と──関わらない方がいいように思う。

「ちょっと神かみ村むら」

　そんなことを思っていたら、不意に名指しで呼ばれた。

「何だ？　ってか、さっき絹華の見送りがダメとか言ってたが、どうしたんだ？」

「あんた、これから空港行って来て」

「……あ？」

　真面目な顔で妙みような場所を指定され、思わず変な声を出してしまった。

「何でそんなところに」

「さっきの電話、荻おぎ窪くぼさんからだったの。帰ってくるみたいなんだけど、ついでにリメイン・シリーズのひとつを回収してきたから迎えが欲しい……だって」

「リメイン・シリーズを回収してきた？」

　えらいあっさり言うな。そんな事のついでみたいな感じで回収できるもんだったっけ、リメイン・シリーズって。

「ほう、何を回収したんだい？」

　所長も少し興味が湧わいたらしい。

「ええと、リメイン・タトゥとか言ってましたね」

「ああ……あれか。確かにそれは、一人じゃ面めん倒どうなことになるかもしれないねぇ」

　一人じゃ面倒なことになる代物って、二人になったら面倒じゃなくなるんだろうか。ンなわけないと思うが……いったいどんな代物なんだ？

「いやでも、俺は荻窪さんの顔知らないぞ？　会ったこともないし」

「大丈夫、荻窪くんはキミのことを知ってるよ。向こうから声を掛けてくるさ」

「これ、待ち合わせ場所のメモ」

　あれよあれよと言う間に柊からメモを押しつけられた。マジで俺一人で行かせるつもりらしい。

「さて、楽しい仕事の時間だよ。張り切っていこう」

「んじゃ、行ってらっしゃーい」

　半ば追い出されるように所長と柊に見送られ、荻窪さんが待っているらしい空港へ向かうことになった。

　なんというか……いいようにこき使われてるなぁ、俺は。

　本当にこんなことで、姉さんと幻げん十じゆ郎うろうさんを助けられる日が来るんだろうか。あの所長が、二人を助ける装置を完成させられるのか？

　どうにもいろいろ引っかかる。

　時間の流れからズレてしまった存在を現時刻に再固定する装置……って、そんな道具が本当に作れるのなら、それはまるでリメイン・シリーズみたいじゃないか。

　道具と言えば、今回の騒ぎの発ほつ端たんとなったリメイン・ノートだ。

　建守は、いったいどこから、あるいは誰だれから……その存在を聞いたんだ？　いくら零さんでも、運命の入れ替えができる道具があるなんてことを吹ふい聴ちようするとは思えない。だから建守は、零さん以外のどこからかリメイン・ノートの話を聞いたんだと思う。

　だとすれば、そんな話がどこから漏もれたんだ？

　俺の知らないことは……確かに所長が言うように、山のようにあるらしい。そして俺自身が何をわかってなくて何を知るべきなのか、それすら理解できちゃいない。

　だからか。

　だからこそ、今は目の前にあることから片付けていくしかないのか。

　今はそうすることしかできない自分がもどかしいが、できることがあるだけマシ、というポジティブ思考で行くしかない。

　我知らず、漏れるため息がひとつ。

　悪態を吐つきたい気分でもあるが、それはさすがにやめておこう。今の俺の役目は、空港で荻窪さんのお出で迎むかえをすることだ。

　まずはそれから、片付けようか。



    

  
    
      あとがき





　会社勤づとめのサラリーマン、あるいは学校帰りの学生さんが、その日に従じゆ事うじしなければならない作さぎ業ようをすべてやり遂とげてヘトヘトになりながら帰き宅たくする最中、突とつ然ぜんマイクとテレビカメラを突つきつけられて「生放送です！　何か一言お願ねがいしまっす！」と言われた場合、いったいどういうリアクションを取るんだろう──などと考えて、脳のう内ないでその状じよう況きようをシミュレートしてみたわけですが、結果、よっぽど胸むねの内に何かをため込こんでなければ、逃にげ出すって選せん択たくをすると思うに至いたりました。

　いえ、なんとなく自分にとっての『あとがき』というものは、そういう状況に似にてるなぁと思いまして。ええ。

　と言うわけで、初はじめましてあるいはご無ぶ沙さ汰たしております、にのまえです。有り難がたいことに二巻目の発行となりました。自分にとっては二冊目の本になります。

　凄すごいですね、二冊目ですよ。なんとか世に送り出すことができました。さほど忙いそがしくないのに昼ちゆう夜やぎ逆やく転てん生せい活かつになって、明け方六時くらいに脳内麻ま薬やくのおかげで活動できている状況で、後先考えずに書き連ねているこのあとがきが衆しゆ目うもくに晒さらされているのならば、それはつまり出ていると考えてよさそうです。

　さて。

　どうやら今回は、あとがきに割さけるページ数がそこそこあるようです……が、冒ぼう頭とうでも述のべたように、あとがきを書くのは苦にが手てだったりします。

　何て言うんでしょうねぇ、こう……無目的にとりとめもないことを書くことに慣なれてないと申もうしましょうか。なにぶん、これまでカチッと決められた文字数の中で、予あらかじめ決められていることの要よう点てんだけをまとめ、それを書くってことばかりやっておりましたもので。おまけに家の中に引きこもっての作業ですから、取り立てて人様の目に触ふれるような場所に書きたいと思える話わ題だいもなく……うーん……あ、そういえば。

　うち、お風ふ呂ろが新しくなったんですよ。賃ちん貸たいのアパート暮ぐらしなんですけどね、ガス湯ゆ沸わかし器が壊こわれちゃいまして。大家さんに相そう談だんしたら「いい機き会かいだから全ぜん自じ動どうのユニットバスにします～」とかなんとか。

　しかもそれが二〇〇九年の九月にあったシルバーウィーク前の話でしてねぇ……がっつり休みを挟はさんでしまったせいで、三週間ほど自じ宅たくのお風呂が使えない事じ態たいに陥おちいっちゃいました。

　そんなこともあって近所のスーパー銭せん湯とうに通う日々だったわけですけども、そこではお父さんに連れられた小学校低学年くらいの女の子が男湯に全ぜん裸らであｒ（以下略）。

　そんな日々を乗のり切って、無事に自宅風呂の修しゆう繕ぜん工事が終わったらこれがまた。

　ボタンひとつで設定の湯温で溜ためてくれるわ、適量で止まるのでお湯漏もれしないわ、湯ゆ船ぶねは広くなるわ、もうサイコーっすセンパイっ！　やっぱり日本人、シャワーで済すませるよりも、ちゃんと湯船に浸つかからないとダメですね。





　はてさて、なんとか今回も無事にあとがきのページを埋めることができたようです。

　それでは最後に、本書の製せい作さくに携たずさわっていただけたすべての方々と、本書を手にとっていただけた皆々様方に感謝を捧ささげさせていただきます。ありがとうございました。

　それではまた、次があればその物語でお会いしましょう。



「ティンクル☆くるせいだーすＧｏＧｏ！」コミック版を読みながら

二〇〇九年一〇月吉日　にのまえあゆむ



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

にのまえあゆむ 先生／をん 先生
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